
 
 
 
 
 
 
Ⅱ．「SIH 道場～アクティブ・ラーニング

入門～」の取組 
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１．令和元年度「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の実施 

１）SIH道場の概要 

SIH 道場は、徳島大学の 1 年次学生全員が前期に受講する初年次教育科目であり、各学部・学

科で設計したアクティブ・ラーニングの手法を導入した授業において、学生は（1）専門分野の早

期体験、（2）ラーニングスキルの習得、（3）学習の振り返りを行う。教員は本授業の担当を通し

て、アクティブ・ラーニングの手法を学び、授業実践の省察を行う。令和元年度 SIH 道場におい

ては、学部 1 年生 1320 名が受講し、256 名の教員が授業を担当した。 
SIH 道場の授業設計は各学部・学科単位で行い、「授業設計コーディネーター」が責任を担う。

授業設計コーディネーターは、（1）専門分野の早期体験、（2）ラーニングスキル（文章力・プレ

ゼンテーション力・協働力）の習得、（3）学習の振り返りの SIH 道場の三つの必須要素を組み込

んだ授業を設計する。

SIH道場とは、徳島大学の1年次全員が前期に受講する初年次教育科目で、①専門分野の早期体験、
②ラーニングスキルの習得、③学習の振り返り等の主体的な学習習慣を身につけることを主な目的にして
います。授業内容は、各学部の事情に合わせて授業を設計し、学部教員が授業を担当します。

SIH道場 ～アクティブ・ラーニング型初年次科目～

◆授業の設計手順
授業は、各学部・学科の事情に合わせて、個別に設計を行います。
授業設計の責任者は、「授業設計コーディネーター」であり、その選
出や当該学部の状況把握等は専門委員会委員が行います。また、
授業設計においては、総合教育センター教育改革推進部門教員と
コンテンツ作成ワーキンググループのメンバーが、設計のための支援
を行います。

授業内容は、各学部・学科の専門に即して個別に計画されますが、
上記の目的を踏まえることと、学生がアクティブ・ラーニング型授業を
体験し、自らの学習経験を振り返ることを通じて、学習の計画や実
施をしていくための能動的学習の基礎を身につけるような要素を盛り
込みます。そのために、下記の内容を必須項目として実施します。

①専門分野の早期体験
→先端研究、現場体験、臨床体験、先輩からのメッセージ等

②ラーニングスキルの習得（反転授業・グループワーク等の実施）
→文章力・プレゼンテーション力・協働力

③学習の振り返り（eポートフォリオによる省察）
→学習内容の省察・記録、学生、教員間での共有等

※①～③をそれぞれが関連し、スキルの習得と体験が同じフィールド
で習得できるように体系的に組み立てます。

授業の概要

キーワード：専門分野の早期体験、 アクティブ・ラーニングスキルの獲得、eポートフォリオによる学習の振り返り

◆授業のひな形（1つの例）※より詳細なひな形は別紙
（１）導入：大学での学び・動機づけ
①先輩の声「テーマ：○○学科における大学での学びと○○技師」（講演or映像）
→その内容について、レポートとして文章にまとめる。

グループでコンテンツを作り、プレゼンテーションを行う。
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

（２）ラーニングスキル入門：学習を行う上で共通する基本技能の習得
①文章の書き方
→反転授業事前学習：レポートの書き方入門
→対面授業 ：（１）で作成したレポートについて、

ルーブリックを用いたピア評価、ポイント確認、ブラッシュアップ
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

②プレゼンテーションの仕方
→反転授業事前学習：効果的なプレゼンテーションの仕方
→対面授業 ：（１）で実施したプレゼンテーションについてについて、

ルーブリックを用いたピア評価、ポイント確認、ブラッシュアップ
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

③グループワーク（他者との協働）
→反転授業事前学習：アイデアの発想・収束（KJ法）
→対面授業：KJ法ワークを実施し、ルーブリックを用いたピア評価を行う。
→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。

（３）早期体験：○○分野の先端研究・現場体験
①○○現場体験
→その内容について、レポートとして文章にまとめる。

グループでコンテンツを作り、プレゼンテーションを行う。
ルーブリックを用いたピア評価を行う。

→授業外：学んだことをe-ポートフォリオに記入。教員はコメントをフィードバックする。
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２）SIH 道場の各アクターの役割 

 SIH 道場の実施にあたっては、大学教育再生加速プログラム（AP）実施専門委員会、各学部・

学科の授業設計コーディネーター、各学部・学科の授業担当者、総合教育センター教育改革推進

部門、SIH 道場コンテンツ作成ワーキンググループが、授業計画から準備、実施、振り返りまで

の過程において、以下のようなそれぞれの役割を果たしている。 

 

令和元年度 SIH道場各アクターの役割 

 

 

 

３）授業設計コーディネーターの役割 

 各学部・学科の授業設計コーディネーターは、プログラム単位で授業設計を行い、目的・目標

の設定、スケジュール、教材、評価方法の設定等を行うという中心的な役割を担う。その際に

は、「授業設計概要」、「授業設計詳細」をフォーマットに従い作成し提出する。加えて、授業担

当者を選出し取りまとめを行いながら、連携して授業運営を行う。授業の実施後には学生アンケ

ートを行い、教育改革推進部門による集計結果等を参考にしながら、「プログラム設計評価シー

ト」のフォーマットに従い、実施したプログラムを振り返り自己評価を行い、課題を明確化し次

年度の改善点を具体的に記述する。全プログラムの実施内容やその成果と課題については、SIH
道場の全てのプログラムが終了した 11 月中旬に開催する「SIH 道場振り返りシンポジウム」に

おいて共有を行う。 

 

  

◆AP事業全体像の把握
◆コーディネーターの選出 ◆SIH道場の準備状況の把握 ◆SIH道場の実施状況の把握

（特に自学部）

◆SIH道場の振り返り
（全体運営）
◆シンポジウムの開催
◆報告書の作成

◆SIH道場の授業概要の把握
◆授業設計（目的・目標・スケ
ジュール・教材・評価等のシラバ
スの作成）

◆授業担当者の選出
◆SIH道場担当者FDに参加
◆授業準備・スケジュール等の最
終確認など、実施するために必
要なことすべて

◆授業担当者の支援
◆授業実施状況の把握
◆自身の授業を振り返り、eポー
トフォリオを活用した省察

◆SIH道場の振り返り
◆自己評価シートの作成
（自部局）
◆シンポジウムでの報告

◆授業準備・スケジュール等の最
終確認など、授業を担当するた
めに必要なことすべて
◆SIH道場担当者FDに参加

◆授業の実施
◆学生のポートフォリオに対する
コメント等のフィードバック
◆自身の授業を振り返り、eポー
トフォリオを活用した省察

◆SIH道場の振り返り
（自クラス）
◆授業設計コーディネーターへの
報告

◆授業設計の支援 ◆FD・説明会の実施 ◆随時相談対応

◆SIH道場の振り返り（全体）
◆シンポジウムでの報告
◆報告書の作成
（運営・支援）

◆授業設計の支援
◆反転授業コンテンツ、教材、
ワークシート、eポートフォリオ、
評価ツール等の作成

◆反転授業コンテンツ、教材、
ワークシート、eポートフォリオ、
評価ツール等の作成
◆担当者へ使い方等の説明

◆随時相談対応
◆SIH道場の振り返り
（コンテンツ）
◆報告書の作成（コンテンツ）

授業計画
10月～2月

総合教育センター
教育改革推進部門

コンテンツ作成WG

授業担当者

準備
2月～3月

実施
4月～9月

振り返り
10月～12月

授業設計
コーディネーター

大学教育再生
加速プログラム
実施専門委員会
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４）令和元年度の SIH道場プログラム 

 令和元年度の SIH 道場については、①総合科学部（国際教養コース・心身健康コース・公共

政策コース・地域創生コースの 4 コース合同）、②医学部医学科、③医学部医科栄養学科、④医

学部保健学科看護学専攻、⑤医学部保健学科放射線技術科学専攻、⑥医学部保健学科検査技術科

学専攻、⑦歯学部（歯学科・口腔保健学科の 2 学科合同）、⑧薬学部、⑨理工学部社会基盤デザ

インコース、⑩理工学部機械科学コース、⑪理工学部応用化学システムコース、⑫理工学部電気

電子システムコース、⑬理工学部情報光システムコース、⑭理工学部応用理数コース、⑮生物資

源産業学部（応用生命コース，食料科学コース，生物生産システムコースの 3 コース合同）の

15 プログラムが展開されると共に，⑯医療教育開発センターによる医・歯・薬学部合同の「チ

ーム医療入門」ワークショップが実施された。このうち，各学部・学科・専攻・コースにおいて

実施されたプログラムの SIH 道場必須項目の内容については、表のとおりである。 
 

令和元年度 SIH道場プログラムにおける必須項目一覧表 
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令和元年度 SIH道場プログラム資料

◆ SIH道場　必須項目設計表（概要）
◆ SIH道場　プログラム設計評価シート
◆ SIH道場　授業詳細

プログラム実施単位
1. 総合科学部
2. 医学部医学科
3. 医学部医科栄養学科
4. 医学部保健学科看護学専攻
5. 医学部保健学科放射線技術科学専攻
6. 医学部保健学科検査技術科学専攻
7. 歯学部
8. 薬学部
9. 理工学部社会基盤デザインコース
10. 理工学部機械科学コース
11. 理工学部応用化学システムコース
12. 理工学部電気電子システムコース
13. 理工学部情報光システムコース
14. 理工学部応用理数コース
15. 生物資源産業学部
16. 医療教育開発センター
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ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

) 
  

  
 課

題
発

見
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（
1
年

後
期

）

協
働

力

1
．

協
働

力
養

成
の

た
め

の
基

本
的

な
手

法
を

知
る

。
2
．

実
践

と
そ

の
評

価
を

通
じ

て
，

自
己

の
現

状
を

把
握

す
る

．
（
上

記
の

プ
レ

ゼ
ン

力
養

成
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
グ

ル
ー

プ
で

行
な

う
．

同
一

の
授

業
で

二
つ

の
力

を
養

成
す

る
も

の
で

あ
る

．
）

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
に

基
づ

い
て

評
価

す
る

。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

用
い

る
手

法
に

関
す

る
事

前
資

料
の

内
容

を
理

解
す

る
。

1
．

学
生

は
，

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
ひ

と
つ

の
テ

ー
マ

を
選

び
，

共
同

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
資

料
を

作
成

し
，

発
表

す
る

。
2
．

ま
た

は
，

個
々

人
で

プ
レ

ゼ
ン

資
料

・
原

稿
の

作
成

，
発

表
を

遂
行

し
，

グ
ル

ー
プ

内
で

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

に
よ

る
相

互
評

価
を

お
こ

な
う
。

1
．

学
生

は
，

グ
ル

ー
プ

内
で

相
互

評
価

を
行

う
。

2
．

課
題

発
見

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
の

最
終

授
業

に
お

い
て

，
成

果
の

発
表

会
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
じ

学
習

の
振

り
返

り
を

行
う
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

 (
学

友
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

) 
  

  
 課

題
発

見
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

（
1
年

後
期

）

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「
○

○
で

き
る

」
と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

、
学

生
と

教
員

間
の

コ
メ

ン
ト

の
や

り
取

り
を

行
う

。

「
①
早
期

体
験

」
の

よ
う

に
既

存
の

授
業

で
置

き
換

え
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

1.総合科学部
授

業
実

施
枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・
基

準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

　
S
I
H
道

場
に

て
，

「
ビ

ブ
リ

オ
バ

ト
ル

」
（

書
評

の
面

白
さ

を
競

う
競

技
）

を
実

施
し

た
。

そ
の

際
，

少
数

グ
ル

ー
プ

で
の

協
働

ワ
ー

ク
を

実
施

し
，

自
己

の
考

え
な

ど
を

発
表

し
，

教
員

や
他

の
学

生
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

通
し

て
，

協
働

力
が

育
成

さ
れ

た
。

そ
の

結
果

，
S
I
H
の

役
立

っ
た

点
と

し
て

，
「

知
ら

な
い

学
生

と
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
行

う
機

会
が

あ
っ

た
点

」
を

挙
げ

て
い

る
回

答
も

あ
っ

た
。

　
ま

た
，

関
連

す
る

授
業

は
現

在
開

講
中

の
「

課
題

発
見

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
」

で
あ

る
が

，
昨

年
度

（
H
3
0
）

は
，

「
協

働
力

」
を

含
む

複
数

要
素

で
構

成
さ

れ
た

内
容

で
実

施
さ

れ
，

各
ク

ラ
ス

で
各

課
題

に
つ

い
て

実
践

的
な

学
修

を
通

し
て

，
協

働
力

が
養

わ
れ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

　
上

記
と

同
様

に
，

ク
ラ

ス
間

で
協

働
力

の
育

成
に

差
異

が
あ

る
可

能
性

が
懸

念
さ

れ
る

。
　

S
I
H
道

場
や

課
題

発
見

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
で

養
わ

れ
た

力
を

汎
化

さ
せ

る
た

め
に

，
授

業
内

に
お

い
て

協
働

作
業

の
場

を
設

け
る

な
ど

，
身

に
つ

け
た

実
践

力
を

さ
ら

に
伸

張
す

る
取

組
が

望
ま

れ
る

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
どち
らと
も
い
え
な
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

は
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

は
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

　
他

の
教

員
の

講
義

へ
の

参
加

率
を

高
め

，
教

員
間

の
連

携
や

協
力

を
さ

ら
に

進
め

た
い

。
　

読
書

レ
ポ

ー
ト

の
在

り
方

を
検

討
し

，
現

在
の

形
式

を
継

続
す

る
か

否
か

を
検

討
し

た
い

。

　
S
I
H
道

場
に

て
，

グ
ル

ー
プ

で
の

ワ
ー

ク
を

実
施

し
(
例

え
ば

上
記

の
早

期
体

験
に

て
）

，
自

己
の

考
え

な
ど

を
発

表
し

，
教

員
や

他
の

学
生

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
通

し
て

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
お

け
る

自
己

評
価

を
行

う
機

会
と

な
っ

た
。

　
ま

た
，

関
連

す
る

授
業

は
現

在
，

開
講

中
の

「
課

題
発

見
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

」
で

あ
る

が
，

昨
年

度
（

H
3
0
）

は
，

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
を

含
む

複
数

要
素

で
構

成
さ

れ
た

内
容

で
，

幾
つ

か
の

ク
ラ

ス
合

同
で

の
発

表
会

が
実

施
さ

れ
，

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

　
左

に
示

し
た

よ
う

に
，

一
部

の
ク

ラ
ス

で
は

合
同

で
発

表
会

が
実

施
さ

れ
て

お
り

，
統

一
し

た
基

準
で

の
評

価
が

な
さ

れ
て

い
る

と
想

定
さ

れ
る

が
，

ク
ラ

ス
ご

と
に

発
表

が
実

施
さ

れ
て

い
る

場
合

も
あ

り
，

評
価

基
準

や
到

達
度

が
ク

ラ
ス

間
で

異
な

っ
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。

　
課

題
発

見
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

で
は

，
ク

ラ
ス

間
で

の
差

異
を

明
ら

か
に

し
，

差
異

が
存

在
す

る
場

合
に

は
そ

れ
を

埋
め

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
，

1
年

次
後

期
以

降
の

講
義

等
に

お
い

て
，

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

取
り

入
れ

た
授

業
を

増
や

し
，

学
修

成
果

を
さ

ら
に

発
展

さ
せ

る
場

を
設

け
る

必
要

が
あ

る
。

は
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

は
い

は
い

は
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

は
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

は
い

どち
らと
も
い
え
な
い

（
後
期
授
業
で
も
実
施
）

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力
⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

　
飛

ぶ
ノ

ー
ト

，
M
o
o
d
l
e
，

e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

な
ど

の
利

用
率

は
高

ま
り

つ
つ

あ
る

と
実

感
で

き
る

が
，

よ
り

効
果

的
・

全
体

的
な

利
用

の
た

め
，

S
I
H
道

場
以

外
の

授
業

で
も

活
用

し
，

多
く

の
教

員
が

多
く

の
授

業
で

用
い

る
こ

と
で

よ
り

効
果

的
な

振
り

返
り

が
実

施
で

き
る

と
考

え
ら

れ
る

。

W
e
b
利

用
し

た
振

り
返

り
の

他
の

授
業

へ
の

応
用

を
図

り
，

日
頃

の
授

業
に

お
け

る
振

り
返

り
を

実
施

す
る

学
生

の
増

加
を

図
る

必
要

が
あ

る
（

本
年

度
ア

ン
ケ

ー
ト

で
6
1
％

が
振

り
返

り
を

実
施

し
て

い
る

と
回

答
）

。

　
W
e
b
を

利
用

し
て

学
生

へ
の

コ
メ

ン
ト

等
を

返
却

し
て

い
る

た
め

，
学

生
は

容
易

に
学

修
内

容
を

振
り

返
る

こ
と

が
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
，

総
合

科
学

入
門

講
座

で
は

，
受

講
者

全
員

が
す

べ
て

の
コ

メ
ン

ト
を

閲
覧

で
き

る
よ

う
に

し
た

た
め

，
振

り
返

り
の

動
機

付
け

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
ま

た
講

義
最

終
回

で
は

，
学

生
か

ら
の

問
題

提
起

・
質

問
を

受
け

て
，

担
当

教
員

が
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

を
行

い
，

総
括

を
図

っ
た

。

は
い

は
い

は
い

1.総合科学部
チ
ェッ
ク

は
い

は
い

は
い

　
例

年
通

り
，

教
務

委
員

・
学

生
委

員
へ

の
事

前
学

習
，

W
e
b

を
経

由
し

て
の

レ
ポ

ー
ト

返
却

に
よ

り
，

効
果

的
な

学
修

が
継

続
さ

れ
た

。
ま

た
，

昨
年

度
ま

で
の

反
省

点
を

活
か

し
，

早
期

体
験

実
施

日
の

予
定

に
余

裕
を

持
た

せ
，

課
題

提
出

を
早

め
る

措
置

を
講

じ
た

こ
と

に
加

え
，

事
前

講
義

と
大

塚
美

術
館

見
学

の
イ

ベ
ン

ト
進

行
に

内
容

的
・

時
間

的
継

続
性

を
持

た
せ

た
こ

と
で

，
よ

り
効

果
的

な
学

修
が

実
施

で
き

た
と

考
え

ら
れ

る
。

4

　
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

に
て

，
文

章
力

の
力

が
つ

い
た

と
の

コ
メ

ン
ト

が
多

く
寄

せ
ら

れ
，

S
I
H
道

場
の

中
で

成
果

が
あ

っ
た

学
修

内
容

の
一

つ
と

し
て

文
章

力
が

挙
げ

ら
れ

る
。

プ
レ

ゼ
ン

力
や

協
働

力
に

関
し

て
は

，
S
I
H
道

場
の

一
環

と
位

置
付

け
て

い
る

課
題

発
見

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
が

現
在

開
講

中
で

あ
り

，
そ

の
履

修
後

に
さ

ら
な

る
力

が
つ

い
た

と
，

主
観

的
に

も
客

観
的

に
も

評
価

が
上

が
る

と
推

察
さ

れ
る

。

　
早

期
体

験
を

は
じ

め
，

4
月

1
週

目
に

集
中

講
義

と
し

て
実

施
さ

れ
る

内
容

の
修

得
に

お
い

て
，

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

が
タ

イ
ト

で
あ

る
た

め
，

学
生

の
学

修
に

影
響

し
て

い
る

可
能

性
が

あ
る

。
　

ま
た

，
各

学
修

内
容

の
評

価
方

法
に

つ
い

て
，

複
数

の
評

価
者

が
い

る
場

合
に

客
観

性
が

保
た

れ
て

い
る

か
疑

問
で

あ
る

た
め

評
価

法
を

改
善

す
る

必
要

性
が

示
唆

さ
れ

る
。

　
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

緩
和

に
向

け
て

，
内

容
を

今
一

度
吟

味
し

，
必

要
な

内
容

を
厳

選
す

る
予

定
で

あ
る

。
ま

た
，

評
価

方
法

に
関

し
て

は
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
の

完
全

導
入

等
，

可
能

な
範

囲
で

統
一

化
を

図
る

方
法

を
検

討
し

て
い

る
。

は
い

　
例

年
と

異
な

る
タ

イ
ム

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

で
事

前
学

習
，

大
塚

美
術

館
見

学
を

実
施

し
た

た
め

，
学

生
の

グ
ル

ー
プ

分
け

や
昼

食
時

間
に

手
間

取
る

場
合

が
あ

っ
た

点
が

挙
げ

ら
れ

る
。

　
前

項
に

挙
げ

た
よ

う
に

，
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

事
前

調
整

を
徹

底
し

た
い

。
そ

の
際

，
4
月

初
頭

に
実

施
さ

れ
る

S
I
H
道

場
関

連
の

イ
ベ

ン
ト

・
日

程
の

改
善

も
考

慮
す

る
こ

と
と

す
る

。

　
総

合
科

学
入

門
講

座
で

，
合

理
的

な
結

論
を

出
す

技
術

を
身

に
つ

け
さ

せ
る

「
論

理
的

思
考

力
の

養
成

」
を

目
標

に
し

て
講

義
と

実
践

練
習

を
行

っ
た

。
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

シ
ス

テ
ム

の
活

用
な

ど
の

改
善

点
が

奏
功

し
，

単
位

取
得

し
た

学
生

の
平

均
点

が
8
5
点

（
昨

年
度

は
8
4
点

）
と

い
う

非
常

な
高

得
点

と
な

っ
た

。
作

文
の

評
価

は
，

教
科

書
『

コ
ピ

ペ
と

言
わ

れ
な

い
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
教

室
』

に
従

っ
て

行
っ

た
。

ま
た

，
お

お
む

ね
毎

回
の

講
義

終
了

時
に

，
内

容
を

復
習

す
る

マ
ー

ク
シ

ー
ト

式
の

小
テ

ス
ト

を
行

っ
た

。
　

ま
た

9
5
％

の
学

生
が

S
I
H
道

場
で

学
修

し
た

「
文

章
・

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

」
は

役
に

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

。

　
読

書
レ

ポ
ー

ト
に

関
し

て
，

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
て

い
る

も
の

の
複

数
の

教
員

の
評

価
が

統
一

化
さ

れ
て

い
る

か
，

不
明

で
あ

り
評

価
側

の
問

題
点

と
し

て
挙

げ
ら

れ
る

。
ま

た
，

学
内

の
シ

ス
テ

ム
の

契
約

満
了

等
に

よ
り

現
在

ま
で

の
制

度
で

実
施

で
き

る
か

ど
う

か
疑

問
で

あ
る

。
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S
IH

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（
概

要
の

み
）

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り

返
り

①
早

期
体

験

医
師

の
役

割
・
業

務
内

容
や

必
要

と
さ

れ
る

能
力

を
理

解
し

、
そ

れ
ら

と
関

連
づ

け
て

大
学

に
お

け
る

学
習

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

病
院

ル
ー

ル
に

つ
い

て
試

験
を

行
う

。
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
と

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

で
評

価
す

る
。

身
だ

し
な

み
、

診
療

現
場

で
の

ル
ー

ル
、

個
人

情
報

保
護

、
感

染
制

御
等

に
関

す
る

資
料

を
予

習
す

る
。

１
）
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
、

キ
ャ

リ
ア

形
成

、
診

療
現

場
で

の
ル

ー
ル

、
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ

ナ
リ

ズ
ム

等
に

関
す

る
授

業
。

省
察

を
テ

ー
マ

と
し

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

。
２

）
診

療
現

場
体

験
３

）
振

り
返

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

で
診

療
現

場
体

験
の

振
り

返
り

を
行

う
。

・
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
と

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

に
学

ん
だ

こ
と

を
記

入
し

、
そ

れ
に

対
す

る
教

員
コ

メ
ン

ト
お

よ
び

評
価

を
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
確

認
す

る
。

・
教

員
は

コ
メ

ン
ト

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

準
備

学
習

：
4
月

1
日

1
3
：
3
5
～

1
5
：
0
0
,

4
月

2
日

8
：
4
5
～

9
：

4
5
,

4
月

3
日

1
3
:0

0
～

1
7
:0

0
,

4
月

6
日

 8
:3

0
～

1
1
:0

0
, 
5
月

1
0
日

1
3
:0

0
～

1
6
:0

0
診

療
現

場
体

験
：
5
月

1
7
,2

4
日

1
3
:0

0
-

1
7
:0

0
振

り
返

り
W

S
：
5
月

3
1

日
 1

3
:0

0
-
1
6
:3

0

文
章

力

自
ら

の
経

験
を

も
と

に
こ

れ
か

ら
の

大
学

で
の

学
習

に
つ

い
て

自
分

自
身

が
考

え
た

こ
と

を
論

理
的

文
章

で
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

を
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

で
評

価
す

る

文
章

力
の

ビ
デ

オ
教

材
（
４

つ
の

観
点

）
「
主

張
の

根
拠

付
け

」
、

「
構

成
の

明
快

さ
」
、

「
文

章
表

現
の

適
切

さ
」
、

「
出

典
表

示
な

ど
」
の

視
聴

１
）
文

章
力

の
授

業
２

）
振

り
返

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

と
チ

ー
ム

医
療

入
門

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
終

了
後

に
自

分
の

意
見

を
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

ま
と

め
、

提
出

す
る

。

・
教

員
は

コ
メ

ン
ト

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。
・
レ

ポ
ー

ト
の

評
価

結
果

と
教

員
コ

メ
ン

ト
を

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
確

認
す

る
。

準
備

学
習

：
5
月

1
0
日

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
振

り
返

り
W

S
:5

月
3
1

日
1
3
:0

0
-
1
6
:3

0
チ

ー
ム

医
療

入
門

:
9
月

3
0
日

1
3
:0

0
-

1
7
:0

0

プ
レ

ゼ
ン

力
自

分
自

身
の

考
え

を
他

者
が

理
解

で
き

る
よ

う
に

効
果

的
に

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

て
評

価
す

る
（
教

員
に

よ
る

班
全

体
の

評
価

と
学

生
相

互
評

価
）
。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

の
ビ

デ
オ

教
材

（
３

つ
の

観
点

）
「
内

容
の

構
成

」
、

「
姿

勢
」
、

「
視

覚
資

料
」
の

視
聴

１
）
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
授

業
２

）
振

り
返

り
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

と
チ

ー
ム

医
療

入
門

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
で

、
各

テ
ー

マ
に

つ
い

て
K

J
法

で
作

成
し

た
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
各

班
が

発
表

し
討

議
を

行
う

。

・
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
や

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

に
学

ん
だ

こ
と

を
記

載
す

る
。

・
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
教

員
と

学
生

相
互

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。
・
教

員
は

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

中
で

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

準
備

学
習

：
5
月

1
0
日

1
3
:0

0
-
1
6
:0

0
振

り
返

り
W

S
:5

月
3
1

日
1
3
:0

0
-
1
6
:3

0
チ

ー
ム

医
療

入
門

:
9
月

3
0
日

1
3
:0

0
-

1
7
:0

0

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

て
評

価
す

る
（
教

員
に

よ
る

班
全

体
の

評
価

と
学

生
相

互
評

価
）
。

協
働

力
の

ビ
デ

オ
教

材
（
３

つ
の

観
点

）
「
協

働
の

た
め

の
ル

ー
ル

」
、

「
話

し
手

と
聞

き
手

の
ス

キ
ル

」
、

「
ア

イ
デ

ア
の

発
想

と
収

束
」
の

視
聴

振
り

返
り

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
と

チ
ー

ム
医

療
入

門
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
、

各
テ

ー
マ

に
つ

い
て

K
J
法

に
よ

り
班

単
位

で
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

各
班

の
発

表
と

討
議

の
際

に
は

追
加

発
現

等
に

よ
り

発
表

者
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

。

・
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

シ
ー

ト
や

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

に
学

ん
だ

こ
と

を
記

載
す

る
。

・
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
教

員
に

よ
る

評
価

を
確

認
す

る
。

・
教

員
は

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

中
で

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

振
り

返
り

W
S

:5
月

3
1

日
1
3
:0

0
-
1
6
:3

0
チ

ー
ム

医
療

入
門

:
9
月

3
0
日

1
3
:0

0
-

1
7
:0

0

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「
○

○
で

き
る

」
と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

、
学

生
と

教
員

間
の

コ
メ

ン
ト

の
や

り
取

り
を

行
う

。

「
①
早
期
体
験

」
の

よ
う

に
既

存
の

授
業

で
置

き
換

え
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

2.医学部医学科
授

業
実

施
枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・
基

準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

2.医学部医学科
チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

実
施

後
ア

ン
ケ

ー
ト

で
は

、
学

生
の

満
足

度
は

非
常

に
高

か
っ

た
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

・
振

り
返

り
の

重
要

性
に

つ
い

て
、

他
の

教
養

科
目

に
お

い
て

も
同

様
に

振
り

返
り

を
強

化
し

な
が

ら
、

科
目

間
で

有
機

的
に

連
携

を
図

る
。

振
り

返
り

の
重

要
性

に
つ

い
て

の
認

識
が

不
十

分
な

学
生

が
見

ら
れ

る
。

振
り

返
り

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
お

よ
び

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
に

よ
り

、
経

験
を

振
り

返
っ

て
一

般
化

・
概

念
化

し
、

次
の

学
修

に
活

か
し

て
い

く
サ

イ
ク

ル
を

学
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

早
期

体
験

臨
床

実
習

と
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
有

機
的

に
組

み
合

わ
せ

た
プ

ロ
グ

ラ
ム

に
よ

っ
て

、
経

験
か

ら
学

ぶ
力

を
修

得
す

る
第

一
歩

と
な

っ
た

。

開
始

時
に

設
定

し
た

目
標

に
対

し
て

、
ど

れ
だ

け
達

成
で

き
た

か
と

い
う

評
価

が
必

要
で

あ
る

。
開

始
時

の
目

標
設

定
と

終
了

時
の

自
己

評
価

・
相

互
評

価
を

行
わ

せ
る

。

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

・
診

療
科

間
で

学
生

へ
の

対
応

に
、

そ
の

時
間

や
内

容
に

格
差

が
あ

る
。

・
診

療
現

場
の

指
導

教
員

の
負

担
感

が
大

き
い

。
・

ア
ウ

ト
カ

ム
を

基
盤

と
し

た
振

り
返

り
や

評
価

が
不

十
分

で
あ

る
。

・
担

当
教

員
間

で
の

意
見

交
換

を
行

い
、

情
報

の
共

有
を

進
め

る
。

・
ア

ウ
ト

カ
ム

に
つ

い
て

の
達

成
度

評
価

表
を

作
成

し
、

学
生

に
よ

る
自

己
評

価
を

行
う

。

経
験

を
客

観
的

に
振

り
返

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
文

章
の

作
成

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

文
章

力
に

大
き

な
個

人
差

が
あ

る
。

・
文

章
に

関
す

る
系

統
的

な
教

育
が

な
い

。
・

評
価

側
の

意
見

交
換

な
ど

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。
・

科
学

的
文

章
作

成
に

つ
い

て
、

他
の

関
連

し
た

教
養

科
目

な
ど

と
の

連
携

を
有

機
的

に
図

る
。

・
評

価
担

当
委

員
の

意
見

交
換

を
実

施
す

る
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

作
成

し
た

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

基
に

発
表

す
る

手
法

を
参

加
者

全
員

が
体

験
で

き
た

。
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

関
す

る
形

成
的

評
価

も
必

要
で

あ
る

が
、

そ
の

た
め

の
担

当
教

員
数

が
不

十
分

で
あ

る
。

・
学
生
に
よ
る
自
己
評
価
と
学
生
間
の
ピ
ア
評
価
を
実
施
す
る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

K
J
法

を
用

い
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

手
法

を
学

ん
だ

。
・

自
分

た
ち

が
行

っ
た

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
そ

の
も

の
を

振
り

返
る

こ
と

が
必

要
で

あ
る

。
・

担
当

教
員

数
が

不
十

分
な

た
め

、
学

生
個

々
の

協
働

力
を

評
価

す
る

こ
と

が
困

難
で

あ
る

。

・
学
生
に
よ
る
自
己
評
価
と
学
生
間
の
ピ
ア
評
価
を
実
施
す
る
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

早
期

体
験

と
し

て
医

科
栄

養
学

科
の

８

研
究

室
の

い
ず

れ
か

を
訪

問
し

、
研

究

室
の

見
学

や
先

生
・

先
輩

の
話

を
聞

く
。

SI
H
道

場
（

チ
ー

ム
医

療
入

門
W

S）
に

お
け

る
講

演
を

聴
講

し
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ

プ
に

参
加

す
る

。

以
上

を
通

じ
て

、
医

科
栄

養
学

科
に

お

け
る

各
自

の
学

習
目

標
を

考
え

る
こ

と

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
。

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

と
振

り
返

り
レ

ポ
ー

ト
で

評
価

す
る

。

研
究

室
訪

問
前

に
研

究
室

の
H

Pな
ど

を

閲
覧

す
る

。

W
Sテ

ー
マ

に
関

す
る

資
料

を
閲

覧
す

る
。

研
究

室
の

訪
問

、
先

生
や

先
輩

の
話

を
聞

く
。

チ
ー

ム
医

療
入

門
W

Sの
講

演
の

聴

講
な

ら
び

に
W

Sに
参

加
す

る
。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記

入
す

る
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

早
期

体
験

2
0
1
9
年

9

月
27

日
9:

00
-1
2:
00

SI
H

道
場

「
チ

ー
ム

医

療
入

門
W

S」
20

19
年

9月
27

日
13

:0
0-

14
:2

0

文
章

力
プ

ロ
ダ

ク
ト

の
作

成
に

お
い

て
、

他
の

班
員

と
協

力
し

て
作

成
す

る
。

K
J法

で

出
た

意
見

を
ま

と
め

て
論

理
的

に
因

果

関
係

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

レ
ポ

ー
ト

お
よ

び
eポ

ー

ト
フ

ォ
リ

オ
（

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

）
で

評
価

す

る
。

文
章

力
の

ビ
デ

オ
教

材
（

４
つ

の
観

点
）

「
主

張
の

根
拠

付
け

」
・

「
構

成
の

明
快

さ
」

・
「

文
章

表
現

の
適

切
さ

」
・

「
出

典
表

示
な

ど
」

の
視

聴
。

・
W

S終
了

後
に

今
回

の
テ

ー
マ

に
つ

い

て
自

分
の

意
見

を
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

ま
と

め
、

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

登
録

す
る

。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記

入
す

る
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H

道
場

「
チ

ー
ム

医

療
入

門
W

S」
20

19
年

9月
27

日
14

:3
0-

17
:0

0

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
ロ

ダ
ク

ト
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

に
ツ

ー
ル

を

用
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま

た
、

他
の

班
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン

を
聞

い
て

討
議

に
参

加
す

る
こ

と
が

で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

の
ビ

デ
オ

教
材

（
3つ

の
観

点
）

「
内

容
の

構
成

」
・

「
姿

勢
」

・
「

視
覚

資
料

」
の

視
聴

。

３
〜

４
班

合
同

で
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
も

と
に

各
班

の
発

表
と

討
議

を
行

う
。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記

入
す

る
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H

道
場

「
チ

ー
ム

医

療
入

門
W

S」
20

19
年

9月
28

日
14

:3
0-

17
:0

0

協
働

力

W
Sを

能
動

的
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

W
Sに

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
他

学
部

・
学

科
の

学
生

と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

こ
と

が

で
き

る
、

ま
た

協
力

し
て

プ
ロ

ダ
ク

ト

を
作

成
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

K
J法

の
ビ

デ
オ

を
視

聴
す

る
。

講
演

内
容

を
参

考
に

し
て

W
Sの

テ
ー

マ

に
つ

い
て

班
単

位
で

W
Sを

行
い

、
プ

ロ

ダ
ク

ト
を

作
成

す
る

。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

学
ん

だ
こ

と
を

記

入
す

る
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H

道
場

「
チ

ー
ム

医

療
入

門
W

S」
20

19
年

9月
28

日
14

:3
0-

17
:0

0

3.医学部医科栄養学科

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

28



SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

3.医学部医科栄養学科

全
体

と
し

て
、

9
1
％

の
者

が
今

回
の

Ｓ
Ｉ

Ｈ
道

場
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

一
定

の
満

足
感

を
得

て
い

る
。

一
方

で
文

章
力

と
プ

レ
ゼ

ン
力

を
向

上
さ

せ
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

関
す

る
、

よ
り

一
層

の
理

解
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

文
章

力
と

プ
レ

ゼ
ン

力
に

関
し

て
、

よ
り

多
く

の
機

会
を

提
供

す
る

必
要

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

学
生

の
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

に
対

す
る

理
解

と
共

に
教

員
の

理
解

が
遅

れ
て

い
る

感
が

あ
る

。
教

員
に

対
し

て
の

教
育

・
研

修
も

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

今
回

得
ら

れ
た

結
果

で
良

い
点

を
さ

ら
に

継
続

す
る

必
要

が
あ

る
。

テ
ー

マ
設

定
が

悪
い

と
す

べ
て

の
成

果
が

得
ら

れ
に

く
い

こ
と

か
ら

、
今

後
テ

ー
マ

設
定

の
検

討
は

非
常

に
重

要
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。
教

員
に

対
し

て
の

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
対

す
る

理
解

促
進

の
た

め
に

、
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

の
担

当
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

固
定

せ
ず

に
、

で
き

る
だ

け
多

く
の

異
な

る
教

員
が

携
わ

る
よ

う
に

体
制

を
整

備
し

て
い

く
。

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

専
門

学
習

へ
の

興
味

関
心

が
と

て
も

高
ま

っ
た

、
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
高

ま
っ

た
が

そ
れ

ぞ
れ

1
9
％

、
7
4
％

で
合

わ
せ

て
9
3
%
で

あ
り

、
専

門
分

野
の

学
修

に
対

し
て

ど
う

築
け

る
の

か
と

い
う

点
で

は
非

常
に

効
果

が
高

か
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

早
期

体
験

の
た

め
の

事
前

学
習

に
積

極
的

に
取

り
組

ん
だ

者
と

ど
ち

ら
か

と
い

え
ば

積
極

的
に

取
り

組
ん

だ
者

が
そ

れ
ぞ

れ
1
0
％

と
3
8
％

で
あ

り
、

こ
の

こ
と

か
ら

早
期

体
験

を
意

義
あ

る
も

の
に

す
る

た
め

に
事

前
学

習
は

一
定

の
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

学
生

の
振

り
返

り
レ

ポ
ー

ト
に

対
す

る
教

員
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

全
体

で
共

有
で

き
る

よ
う

に
検

討
す

る
。

学
生

の
振

り
返

り
レ

ポ
ー

ト
に

対
す

る
教

員
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
は

、
そ

れ
ぞ

れ
担

当
の

教
員

が
個

別
に

行
っ

た
。

そ
の

た
め

教
員

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

状
況

が
お

互
い

に
わ

か
り

づ
ら

い
状

況
で

あ
っ

た
。

ま
た

全
体

の
状

況
が

分
か

り
に

く
い

点
も

問
題

点
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

振
り

返
り

の
意

義
に

つ
い

て
、

良
く

理
解

し
た

者
と

理
解

し
た

者
が

、
そ

れ
ぞ

れ
2
4
％

、
5
4
％

で
あ

っ
た

。
ま

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

・
ラ

ー
ニ

ン
グ

の
重

要
性

を
非

常
に

よ
く

理
解

し
た

者
と

理
解

し
た

者
が

、
そ

れ
ぞ

れ
2
4
％

、
6
4
％

で
あ

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

振
り

返
り

に
関

す
る

学
生

の
理

解
は

十
分

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

指
導

に
あ

た
っ

た
教

員
か

ら
は

、
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
が

わ
か

ら
な

い
と

い
う

意
見

が
一

部
に

あ
っ

た
。

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

指
導

教
員

に
こ

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
趣

旨
を

十
分

に
事

前
説

明
す

る
必

要
が

あ
る

。

あ
る

程
度

の
の

理
解

は
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

が
、

よ
り

一
層

の
理

解
の

た
め

に
は

、
さ

ら
な

る
訓

練
ま

た
は

到
達

目
標

の
再

設
定

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

よ
り

一
層

の
学

修
効

果
を

上
げ

る
た

め
に

、
到

達
目

標
の

再
設

定
と

共
に

、
明

確
な

基
準

説
明

が
必

要
で

あ
る

。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

グ
ル

ー
プ

を
代

表
し

て
各

グ
ル

ー
プ

数
名

ず
つ

発
表

を
行

っ
た

。
準

備
、

発
表

態
度

等
が

よ
か

っ
た

。
丁

寧
に

説
明

で
き

た
の

で
、

理
解

で
き

た
者

お
よ

び
理

解
で

き
た

者
が

そ
れ

ぞ
れ

1
0
％

、
6
4
％

で
あ

っ
た

。

今
後

は
、

よ
り

多
く

の
者

が
よ

く
理

解
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
、

よ
り

多
く

の
者

が
複

数
回

発
表

を
行

え
る

体
制

が
必

要
だ

と
考

え
ら

れ
る

。

発
表

の
学

習
方

法
に

は
、

よ
り

深
く

回
数

を
減

ら
し

て
発

表
す

る
こ

と
と

、
あ

る
程

度
の

準
備

で
回

数
を

多
く

発
表

す
る

方
法

が
あ

る
。

ま
す

、
回

数
は

少
な

く
て

も
で

き
る

だ
け

全
員

が
発

表
す

る
機

会
を

作
る

方
向

で
検

討
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

レ
ポ

ー
ト

等
の

学
術

的
文

章
を

書
く

際
に

必
要

な
準

備
や

基
本

的
な

ル
ー

ル
を

よ
く

理
解

で
き

た
者

、
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
理

解
で

き
た

者
が

、
そ

れ
ぞ

れ
7
％

、
5
5
％

で
あ

っ
た

。

他
者

と
協

力
し

て
取

り
組

む
際

の
留

意
点

を
良

く
理

解
し

た
者

、
理

解
し

た
者

が
そ

れ
ぞ

れ
3
6
％

、
6
0
％

で
あ

っ
た

。
特

に
他

者
と

協
力

し
て

ま
た

は
意

見
を

交
わ

し
な

が
ら

発
表

資
料

を
作

成
し

て
い

く
上

で
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
の

重
要

性
を

再
認

識
し

て
い

る
者

が
非

常
に

多
か

っ
た

。

良
く

達
成

で
き

た
と

考
え

ら
れ

る
。

今
回

良
く

達
成

で
き

た
理

由
と

し
て

、
今

回
の

テ
ー

マ
が

学
生

や
社

会
の

興
味

に
マ

ッ
チ

し
て

い
た

こ
と

も
考

え
ら

れ
る

。
次

年
度

も
学

生
や

社
会

に
マ

ッ
チ

し
た

テ
ー

マ
設

定
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

看
護
学
の
分
野
で
活
躍
す
る
看
護
職
の
活
動

の
現
場
を
知
る
とと
も
に
、大

学
に
お
け
る
学
習

方
法
に
つ
い
て
学
び
、専

門
職
へ
の
意
欲
を
持

つ
こと
が
で
き
る

レ
ポ
ー
トの
提
出

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「S
IH
道
場
とは
」の
視
聴

・「
大
学
で
の
学
び
（
論
文
の
書
き
方
・プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョン
）
」の
講
義
を
行
う。

・「
先
輩
か
らの
メッ
セ
ー
ジ
」と
して
、現

場
で
活
躍

して
い
る
看
護
師
・保
健
師
・助
産
師
・養
護
教

諭
お
よ
び
大
学
院
生
を
ゲ
ス
ト・
テ
ィー
チ
ャー
に
招

き
、新

入
生
に
対
して
講
演
及
び
デ
ィス
カッ
シ
ョン

を
行
う。

レ
ポ
ー
トを
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

文
章

力
大
学
に
お
け
る
レ
ポ
ー
ト作

成
の
方
法
を
知
る
と

とも
に
、論

理
的
な
文
章
を
構
成
す
る
こと
が
で

き
る

提
出
物
は
、ル
ー
ブ
リッ
クを
用

い
て
行
う

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「文
章
力
」の
視
聴

・レ
ポ
ー
トの
書
き
方
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
う。

・ル
ー
ブ
リッ
クを
用
い
た
ピ
ア
評
価
を
行
う。

レ
ポ
ー
トを
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

プ
レ

ゼ
ン

力
効
果
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
行
うた
め
の

基
本
的
な
手
法
・ツ
ー
ル
等
を
１
つ
以
上
説
明

す
る
こと
が
で
き
る
。ま
た
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン

の
評
価
が
で
き
る

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
に
対
す
る

学
生
間
の
相
互
評
価

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
力
」

の
視
聴

全
体
で
テ
ー
マ
を
設
定
し、
コン
テ
ン
ツ
、テ
クニ
ッ

ク、
ツ
ー
ル
の
3要

素
を
活
用
した
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョン
を
実
施
す
る
。ま
た
、学

生
同
士
が
相
互
に

評
価
を
行
う。

学
ん
だ
こと
を
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

協
働

力
他
者
と共

同
して
１
つ
の
課
題
に
取
り組

む
こと

が
で
き
る

e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
した

内
容
の
中
で
、他

者
と共

同
し

た
成
果
を
１
つ
以
上
説
明
して

い
る
。

反
転
授
業
コン
テ
ン
ツ
「協
同
力
」の
視
聴

医
療
・保
健
分
野
の
トピ
ック
ス
に
つ
い
て
KJ
法

ワ
ー
クを
実
施
し、
ル
ー
ブ
リッ
クを
用
い
た
ピ
ア
評

価
を
行
う。

学
ん
だ
こと
を
e-
ポ
ー
トフ
ォリ
オ
に
記
入
す
る
。教

員
は
コメ
ン
トを
フィ
ー
ドバ
ック
す
る
。

保
健
学
科
大
学
入
門

科
目
群
「大
学
入
門

講
座
」の
中
で
実
施

4.医学部保健学科看護学専攻

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

6
名

程
度

の
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
，

大
学

生
活

で
起

こ
り

う
る

生
活

上
の

困
難

事
例

を
も

と
に

，
問

題
点

の
抽

出
，

対
応

に
つ

い
て

文
献

を
用

い
な

が
ら

意
見

交
換

を
行

っ
た

．
事

例
検

討
に

お
い

て
話

し
合

う
ポ

イ
ン

ト
と

役
割

に
つ

い
て

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

を
行

い
，

事
前

に
コ

ン
テ

ン
ツ

の
視

聴
を

指
示

し
た

結
果

，
各

自
が

自
分

の
役

割
を

認
識

し
，

進
行

，
時

間
管

理
な

ど
行

う
こ

と
が

で
き

て
い

た
．

ま
た

，
お

互
い

へ
の

配
慮

や
意

見
の

集
約

と
い

っ
た

ワ
ー

ク
上

必
要

な
言

動
も

随
所

に
見

受
け

ら
れ

，
協

働
力

に
つ

い
て

十
分

な
学

修
成

果
が

得
ら

れ
た

と
考

え
る

．

特
に

な
し

．
特

に
な

し
．

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

教
員

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
工

夫
に

つ
い

て
検

討
す

る
．

い
ず

れ
の

グ
ル

ー
プ

の
発

表
も

手
元

の
原

稿
を

読
む

だ
け

と
い

う
こ

と
は

な
く
，

聴
き

手
側

が
引

き
込

ま
れ

る
よ

う
な

工
夫

が
随

所
に

み
ら

れ
る

プ
レ

ゼ
ン

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
（
P
P
T
の

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ
ン

の
工

夫
，

劇
や

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

ン
グ

を
行

う
，

聴
講

者
参

加
型

の
プ

レ
ゼ

ン
を

行
う

な
ど

）
．

ま
た

，
プ

レ
ゼ

ン
の

時
間

管
理

や
質

疑
応

答
も

適
切

に
対

応
で

き
て

い
た

．
学

生
か

ら
は

，
プ

レ
ゼ

ン
に

関
す

る
学

び
や

充
実

感
が

伺
え

る
コ

メ
ン

ト
が

あ
り

，
十

分
な

学
修

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
る

．

特
に

な
し

．
特

に
な

し
．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力
⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

左
記

を
次

年
度

担
当

者
に

引
き

継
ぐ

．
全

体
的

に
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
が

タ
イ

ト
で

あ
っ

た
た

め
，

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
に

十
分

な
時

間
が

と
れ

た
と

は
言

い
難

い
．

学
生

と
の

積
極

的
か

つ
建

設
的

な
意

見
交

換
が

で
き

る
よ

う
に

，
そ

の
点

を
考

慮
し

た
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
の

検
討

も
必

要
で

あ
る

．

プ
レ

ゼ
ン

後
の

講
評

お
よ

び
意

見
交

換
，

レ
ポ

ー
ト

内
容

の
添

削
等

で
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
機

会
を

設
け

た
た

め
，

各
テ

ー
マ

に
関

す
る

教
員

に
よ

る
補

足
説

明
が

で
き

，
学

修
内

容
の

深
化

や
今

後
の

課
題

の
明

確
化

に
も

つ
な

が
っ

た
と

思
わ

れ
る

．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

3.医学部保健学科看護学専攻
チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

授
業

「
先

輩
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
」
で

看
護

師
，

助
産

師
，

保
健

師
，

養
護

教
諭

，
大

学
院

生
と

し
て

活
躍

し
て

い
る

先
輩

か
ら

仕
事

内
容

や
実

践
の

様
子

を
聞

く
こ

と
に

よ
り

，
学

生
が

将
来

像
の

イ
メ

ー
ジ

を
持

て
る

よ
う

に
試

み
て

い
る

．
聴

講
後

，
資

格
取

得
の

方
法

な
ど

，
学

生
か

ら
各

教
員

に
質

問
に

行
く

な
ど

，
学

生
の

意
欲

の
向

上
，

早
期

の
動

機
づ

け
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

る
．

５
・４
・３
・２
・１

早
期

体
験

，
グ

ル
ー

プ
に

よ
る

協
働

学
習

の
早

期
か

ら
の

実
施

は
，

大
学

，
特

に
臨

地
実

習
が

多
く
あ

る
看

護
学

専
攻

に
お

い
て

必
要

で
あ

る
た

め
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

．

特
に

な
し

．
特

に
な

し
．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

特
に

な
し

．
同

様
の

授
業

の
継

続
を

行
う

．

テ
キ

ス
ト

と
教

員
が

作
成

し
た

レ
ポ

ー
ト

作
成

の
要

点
に

つ
い

て
解

説
し

，
更

に
事

前
課

題
と

し
て

コ
ン

テ
ン

ツ
の

視
聴

を
課

し
た

．
結

果
，

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
お

け
る

形
式

や
文

章
の

記
述

力
に

関
し

て
，

一
定

の
効

果
は

あ
っ

た
と

考
え

る
．

学
生

へ
の

リ
フ

レ
ク

シ
ョ
ン

の
た

め
，

レ
ポ

ー
ト

の
添

削
内

容
，

評
価

表
を

飛
ぶ

ノ
ー

ト
に

返
却

し
た

が
，

返
却

ま
で

に
時

間
を

要
し

た
た

め
学

生
が

ど
の

程
度

活
用

で
き

た
か

は
不

明
で

あ
る

（
返

却
ま

で
に

時
間

を
要

す
る

場
合

は
，

直
接

返
し

た
方

が
手

元
に

渡
る

分
，

学
生

が
き

ち
ん

と
目

を
通

す
率

は
高

い
か

も
し

れ
な

い
）
．

こ
の

点
に

つ
い

て
は

十
分

な
成

果
が

得
ら

れ
る

と
は

い
い

が
た

い
．
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S
IH

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（
概

要
の

み
）

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り

返
り

①
早

期
体

験

専
門

分
野

に
お

け
る

先
端

研
究

を
体

験
し

、
大

学
に

お
け

る
基

礎
学

修
の

重
要

性
を

理
解

す
る

。
医

療
に

お
け

る
診

療
放

射
線

技
師

の
重

要
性

や
今

後
の

役
割

を
理

解
す

る
。

講
演

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

聴
講

し
、

そ
の

レ
ポ

ー
ト

を
提

出
す

る
。

早
期

体
験

の
報

告
書

、
報

告
会

で
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

教
員

が
評

価
す

る
。

診
療

放
射

線
技

師
に

つ
い

て
事

前
学

習
を

行
う

。
研

究
室

で
実

施
し

て
い

る
先

端
研

究
の

内
容

を
調

査
す

る
。

診
療

放
射

線
技

師
の

各
専

門
分

野
の

認
定

技
師

お
よ

び
専

門
技

師
の

方
々

を
招

き
、

講
演

聴
講

し
、

学
生

と
演

者
の

先
生

と
の

間
で

議
論

を
交

わ
す

。
研

究
室

 (
ま

た
は

教
員

グ
ル

ー
プ

)
 

に
複

数
の

学
生

を
短

期
間

研
究

室
配

属
さ

せ
て

早
期

体
験

を
行

っ
た

の
ち

、
発

表
会

を
実

施
す

る

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

担
当

教
員

の
指

定
す

る
時

間
帯

に
実

施
す

る
。

文
章

力
論

理
的

文
章

を
作

成
す

る
際

に
注

意
す

べ
き

こ
と

を
一

つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

早
期

体
験

の
内

容
を

ま
と

め
た

レ
ポ

ー
ト

を
提

出
さ

せ
、

教
員

が
評

価
す

る
。

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

入
門

」
の

視
聴

。

短
期

研
究

室
体

験
に

お
け

る
指

導
を

通
し

て
文

章
力

向
上

を
図

る
。

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施
す

る
。

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

の
基

本
的

な
技

法
を

一
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

報
告

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
教

員
が

評
価

す
る

。

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

仕
方

」
の

視
聴

短
期

研
究

室
体

験
に

お
け

る
指

導
を

通
し

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

能
力

向
上

を
図

る
。

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H道

場
の

授
業

枠
内

で
実

施
す

る
。

協
働

力
他

者
と

協
働

し
て

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

早
期

体
験

期
間

中
の

学
習

状
況

を
配

属
先

の
教

員
が

評
価

す
る

。
チ

ー
ム

医
療

入
門

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

取
り

組
み

を
評

価
す

る
。

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

ア
イ

デ
ア

の
発

想
・

収
束

（
KJ

法
）

」
の

視
聴

。

短
期

研
究

室
配

属
で

協
働

作
業

を
体

験
さ

せ
、

課
題

解
決

の
た

め
の

協
働

力
の

重
要

性
を

認
識

さ
せ

る
。

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H道

場
の

授
業

枠
内

お
よ

び
チ

ー
ム

医
療

入
門

 (
IP

E)
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
実

施
す

る
。

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「○
○

で
き

る
」と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
、

学
生

と
教

員
間

の
コ

メ
ン

ト
の

や
り

取
り

を
行

う
。

「①
早
期
体
験

」の
よ

う
に

既
存

の
授

業
で

置
き

換
え

る
こ

と
も

可
能

で
す

。

5.医学部保健学科放射線技術科学専攻

授
業

実
施

枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・基
準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

5.医学部保健学科放射線技術科学専攻

短
期

研
究

室
訪

問
に

お
い

て
小

グ
ル

ー
プ

に
分

け
て

協
働

す
る

機
会

を
与

え
た

こ
と

で
、

課
題

に
対

し
て

協
働

す
る

体
験

を
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

特
に

な
し

。
特

に
な

し
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い

は
い

課
し
て
い
な
い

グ
ル

ー
プ

毎
に

行
っ

た
早

期
体

験
の

内
容

を
、

他
の

学
生

に
対

し
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
に

よ
り

、
聴

衆
に

受
け

取
り

方
を

意
識

し
た

発
表

の
体

験
が

で
き

た
こ

と
は

成
果

の
１

つ
で

あ
る

。
ま

た
、

多
く

の
質

問
が

な
さ

れ
る

よ
う

に
仕

向
け

た
こ

と
に

よ
り

、
実

際
に

多
く

の
質

問
が

活
発

に
行

わ
れ

た
こ

と
も

ま
た

、
大

き
な

成
果

の
１

つ
で

あ
っ

た
。

特
に

な
し

。
わ

か
ら

な
い

こ
と

が
あ

れ
ば

積
極

的
に

質
問

す
る

こ
と

を
当

た
り

前
に

な
る

環
境

づ
く

り
を

常
に

心
が

け
る

。

は
い

課
し
て
い
な
い

い
い
え

は
い

は
い

課
し
て
い
な
い

い
い
え

小
グ

ル
ー

プ
に

分
け

る
こ

と
に

よ
り

、
短

期
研

究
室

訪
問

の
体

験
内

容
の

差
が

生
じ

て
い

る
点

は
改

善
す

る
必

要
が

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。

短
期

研
究

室
訪

問
の

際
の

担
当

教
員

間
の

到
達

目
標

を
あ

る
程

度
足

並
み

を
揃

え
る

た
め

の
事

前
の

打
ち

合
わ

せ
を

行
う

と
良

い
。

早
期

体
験

の
報

告
書

及
び

感
想

を
通

じ
て

、
文

章
の

書
き

方
に

つ
い

て
の

指
導

が
個

別
に

与
え

ら
れ

る
こ

と
が

で
き

た
た

め
、

学
生

の
文

章
力

の
向

上
に

役
立

っ
た

の
で

は
な

い
か

と
思

う
。

特
に

な
し

。
学

生
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
短

期
研

究
室

訪
問

の
担

当
教

員
に

よ
っ

て
異

な
る

た
め

、
こ

れ
も

足
並

み
を

揃
え

る
検

討
が

必
要

。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

どち
らと
も
い
え
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

4

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

特
に

な
し

。
特

に
な

し
。

報
告

書
の

提
出

に
よ

り
、

S
I
H
道

場
で

の
自

ら
の

活
動

に
つ

い
て

整
理

で
き

た
も

の
と

思
う

。
どち
らと
も
い
え
な
い

は
い

い
い
え

6
-
9
月

の
期

間
に

訪
問

先
に

応
じ

て
フ

レ
キ

シ
ブ

ル
に

短
期

研
究

室
訪

問
を

行
う

こ
と

に
し

た
た

め
に

、
研

究
室

と
学

生
と

の
調

整
に

よ
り

時
間

が
確

保
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

。

短
期

研
究

室
訪

問
の

際
の

担
当

教
員

間
の

考
え

の
ば

ら
つ

き
が

残
っ

て
お

り
、

学
生

に
対

し
て

均
て

ん
化

で
き

る
よ

う
に

改
善

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

短
期

研
究

室
訪

問
の

際
の

担
当

教
員

間
の

事
前

打
ち

合
わ

せ
は

今
後

検
討

す
る

と
良

い
。

チ
ェッ
ク

は
い

は
い

どち
らと
も
い
え
な
い

研
究

室
の

早
期

体
験

・
短

期
訪

問
を

通
じ

て
基

礎
学

問
と

臨
床

応
用

の
関

係
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

、
今

後
の

学
習

意
欲

が
増

し
た

と
感

じ
て

い
る

。
基

礎
学

修
の

大
事

さ
を

実
感

し
て

も
ら

っ
た

点
は

大
き

な
成

果
で

あ
る

。
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S
IH

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（
概

要
の

み
）

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り

返
り

①
早

期
体

験

臨
床

検
査

分
野

に
お

け
る

先
端

研
究

（
現

場
）

と
大

学
に

お
け

る
学

習
に

つ
い

て
、

関
連

さ
せ

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

レ
ポ

ー
ト

提
出

・
S
I
H
道

場
の

理
解

・
「

先
輩

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

」
「

臨
床

検
査

技
師

の
仕

事
（

仮
、

準
備

中
）

」
の

内
容

紹
介

。
関

連
H
P
等

の
閲

覧
・

「
大

学
院

の
す

す
め

」
：

H
P
な

ど
で

各
分

野
の

研
究

内
容

を
調

査
し

て
お

く
。

・
S
I
H
道

場
の

目
的

･
実

施
の

流
れ

と
そ

の
対

応
(
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

に
つ

い
て

の
説

明
)
　

　
　

　
　

　
　

・
「

先
輩

か
ら

の
メ

ッ
セ

ー
ジ

」
「

臨
床

検
査

技
師

の
仕

事
と

医
療

に
お

け
る

役
割

（
一

部
は

準
備

中
）

」
を

聞
き

、
様

々
な

臨
床

検
査

の
分

野
を

知
り

、
自

分
の

進
路

に
つ

い
て

考
え

る
。

・
「

大
学

院
の

す
す

め
」

に
お

い
て

担
当

教
員

か
ら

大
学

院
の

研
究

概
要

を
聞

き
、

大
学

院
を

知
り

、
将

来
の

進
路

を
考

え
る

。

考
え

た
こ

と
に

つ
い

て
レ

ポ
ー

ト
提

出
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

文
章

力

論
理

的
文

章
の

作
成

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

に
お

い
て

、
注

意
す

べ
き

点
に

つ
い

て
1
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
文

章
力

」
の

の
動

画
を

視
聴

「
先

輩
か

ら
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
」

で
作

成
し

た
レ

ポ
ー

ト
に

つ
い

て
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

、
ポ

イ
ン

ト
確

認
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

の
基

本
的

な
手

法
・

ツ
ー

ル
等

を
1
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
」

の
動

画
を

視
聴

・
「

保
健

学
科

新
入

生
研

修
 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
で

実
施

し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

相
互

評
価

を
行

う
。

　
　

 
 
・

「
チ

ー
ム

医
療

入
門

」
で

実
施

し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

、
ポ

イ
ン

ト
確

認
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

を
用

い
る

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
協

働
力

」
の

の
動

画
の

視
聴

・
「

保
健

学
科

新
入

生
研

修
 
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

」
に

て
K
J
法

ワ
ー

ク
を

実
施

し
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

を
行

う
。

・
「

チ
ー

ム
医

療
入

門
」

に
て

K
J
法

ワ
ー

ク
を

実
施

し
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

を
行

う
。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

保
健

学
科

「
Ｓ

Ｉ
Ｈ

道
場

｝
内

で
実

施

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「
○

○
で

き
る

」
と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

、
学

生
と

教
員

間
の

コ
メ

ン
ト

の
や

り
取

り
を

行
う

。

「
①

早
期

体
験

」
の

よ
う

に
既

存
の

授
業

で
置

き
換

え
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

6.医学部保健学科検査技術科学専攻
授

業
実

施
枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・
基

準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

6.医学部保健学科検査技術科学専攻
チ
ェッ
ク

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

授
業

内
容

へ
の

満
足

度
は

良
く

、
疑

問
点

を
持

っ
た

学
生

か
ら

質
問

が
あ

っ
た

。
将

来
の

仕
事

内
容

を
早

期
に

学
習

す
る

こ
と

で
、

学
生

の
意

欲
も

上
昇

し
、

学
修

効
果

は
良

好
と

考
え

る
。

５
・４
・○
３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

特
に

な
し

特
に

な
し

学
生

と
教

員
と

の
間

で
建

設
的

な
意

見
交

換
が

で
き

た
。

学
生

間
で

の
意

見
交

換
も

あ
り

、
充

分
な

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
る

。

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

特
に

な
し

特
に

な
し

特
に

な
し

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

特
に

な
し

特
に

な
し

レ
ポ

ー
ト

提
出

で
学

生
個

々
の

記
述

や
考

察
に

向
上

が
認

め
ら

れ
、

学
修

効
果

は
あ

っ
た

と
思

え
る

。
特

に
な

し
レ
ポ
ー
ト
は
引
用
元
の
表
示
を
す
る
よ
う
に
指
導
し
た
い
。

学
修

効
果

は
良

好
と

考
え

る
。

特
に

な
し

特
に

な
し

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

○
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

グ
ル

ー
プ

内
で

の
意

見
と

り
ま

と
め

が
難

し
く

、
そ

の
困

難
を

乗
り

越
え

る
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

必
要

性
に

つ
い

て
は

気
づ

き
が

で
き

た
と

思
う

。

授
業

外
学

修
に

つ
い

て
は

、
も

う
少

し
時

間
を

か
け

る
べ

き
と

考
え

た
。

特
に

な
し

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・○
どち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

・
授

業
で

の
取

り
組

み
姿

勢
を

評
価

す
る

。
・

作
成

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

評
価

す
る

。

・
術

者
歯

磨
き

を
行

う
に

当
た

り
必

要
な

事
項

を
キ

ー
ワ

ー
ド

と
し

て
考

え
る

。

・
「

相
互

歯
磨

き
学

習
」

で
は

パ
ー

ト
ナ

ー
と

相
互

の
術

者
磨

き
を

行
い

、
学

ん
だ

こ
と

を
話

し
合

う
。

・
「

研
究

室
体

験
」

で
は

研
究

室
を

訪
問

し
、

各
講

座
が

取
り

組
ん

で
い

る
研

究
テ

ー
マ

に
つ

い
て

話
し

合
う

。

・
１

年
次

前
期

：
S
I
H
道

場
「

相
互

歯
磨

き
学

習
」

の
中

で
実

施
・

１
年

次
前

期
：

研
究

室
体

験
を

実
施

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
内

容
か

ら
評

価
す

る
。

身
だ

し
な

み
、

診
療

現
場

で
の

ル
ー

ル
、

個
人

情
報

取
り

扱
い

、
感

染
制

御
に

つ
い

て
予

習
す

る

「
診

療
現

場
体

験
」

と
し

て
、

ま
ず

個
人

情
報

・
感

染
防

御
に

つ
い

て
学

ん
だ

後
、

診
療

現
場

を
体

験
し

、
さ

ら
に

グ
ル

ー
プ

で
振

り
返

り
を

行
う

２
年

次
前

期
：

「
診

療
現

場
体

験
」

の
中

で
実

施

②
文

章
力

論
理

的
文

章
の

作
成

・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

に
お

い
て

、
注

意
す

べ
き

点
に

つ
い

て
1
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
提

出
さ

れ
た

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

を
評

価
す

る
。

与
え

ら
れ

た
資

料
（

課
題

）
に

対
す

る
事

前
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

。

・
「

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
入

門
」

で
は

、
担

当
教

員
は

学
生

か
ら

提
出

さ
れ

た
事

前
レ

ポ
ー

ト
に

対
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
。

学
生

は
重

要
ポ

イ
ン

ト
を

確
認

し
、

自
身

の
レ

ポ
ー

ト
を

授
業

中
に

校
正

し
、

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

の
書

き
方

を
学

ぶ
。

・
学

生
は

課
題

図
書

の
「

読
書

レ
ポ

ー
ト

」
を

提
出

す
る

。
・

提
出

さ
れ

た
「

読
書

レ
ポ

ー
ト

」
に

対
し

て
教

員
が

コ
メ

ン
ト

を
記

載
し

て
返

却
す

る
。

・
学

生
は

コ
メ

ン
ト

を
確

認
、

自
己

評
価

内
容

を
再

度
提

出
す

る
。

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

の
書

式
に

従
っ

て
記

載
し

て
提

出
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

１
年

次
前

期
：

S
I
H

道
場

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

入
門

」
「

読
書

レ
ポ

ー
ト

」
関

連
授

業
に

お
い

て
実

施

プ
レ

ゼ
ン

力

・
他

の
学

生
と

協
議

し
、

教
員

や
他

の
学

生
に

対
し

て
自

分
の

調
査

内
容

や
考

え
を

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

。

・
グ

ル
ー

プ
で

患
者

の
問

題
や

解
決

法
を

討
議

し
、

代
表

者
が

そ
の

討
議

内
容

を
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る
。

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
内

容
か

ら
評

価
す

る
。

与
え

ら
れ

た
課

題
に

関
す

る
予

習
を

行
う

。
「

P
B
L
・

T
B
L
入

門
」

の
課

題
に

関
す

る
予

習
を

行
い

、
講

義
時

間
に

グ
ル

ー
プ

で
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

り
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

１
年

次
前

期
：

S
I
H

道
場

「
P
B
L
・

T
B
L

入
門

」
の

中
で

実
施

他
者

と
協

同
し

て
1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
内

容
か

ら
評

価
す

る
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

用
い

る
手

法
に

関
す

る
事

前
資

料
の

内
容

を
理

解
す

る
。

「
新

入
生

研
修

」
で

は
、

歯
科

医
療

従
事

者
と

し
て

の
心

構
え

な
ど

の
課

題
に

つ
い

て
「

コ
ン

セ
ン

サ
ス

ゲ
ー

ム
」

や
「

ワ
ー

ル
ド

カ
フ

ェ
」

な
ど

に
よ

る
ワ

ー
ク

を
実

施
す

る
。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

１
年

次
前

期
：

S
I
H

道
場

「
新

入
生

研
修

」
の

中
で

実
施

・
W
S
を

能
動

的
に

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
W
S
に

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

他
学

部
学

生
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
が

取
る

こ
と

が
で

き
る

。
・

他
学

部
学

生
と

協
力

し
て

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。
K
J
法

の
ビ

デ
オ

を
視

聴
す

る
。

・
講

演
内

容
を

参
考

に
し

て
W
S
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
班

単
位

で
W
S
を

行
い

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

・
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
学

ん
だ

こ
と

を
記

入
す

る
。

1
年

次
前

期
：

「
チ

ー
ム

医
療

入
門

」
を

実
施

学
生
が
授
業
を
通
して
何
が
で
き
る
よ
うに
な
る
の
か
に

つ
い
て
具
体
的
に
明
記
す
る
。明

記
の
仕
方
とし
て

「○
○
で
き
る
」と
表
現
す
る
と良

い
。

反
転
授
業
の
形
式
で
設
計
し、
コン
テ
ン
ツ
を
使
用
す
る
こと

を
推
奨
す
る
。

ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
で
実
施
す
る
。

eポ
ー
トフ
ォリ
オ
を
活
用
し、
学
生
と

教
員
間
の
コメ
ン
トの
や
り取

りを
行

う。

「①
早
期
体
験
」の
よ
う

に
既
存
の
授
業
で
置
き

換
え
る
こと
も
可
能
で

す
。

7.歯学部（歯学科）
授
業
実
施
枠

内
容

到
達
目
標

注
意
点

評
価
方
法
・基
準

①
基

本
的

マ
ナ

ー
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

。
②

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
養

う
こ

と
が

で
き

る
。

③
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

・
マ

イ
ン

ド
を

も
っ

て
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

④
歯

科
医

師
の

役
割

・
業

務
を

理
解

し
そ

れ
ら

に
必

要
な

能
力

に
つ

い
て

考
え

る
。

早
期
体
験

①
学

ん
だ

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
で

話
し

合
う

。
ま

た
文

章
に

ま
と

め
、

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

協
働

力
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

①
基

本
的

マ
ナ

ー
を

守
る

こ
と

が
で

き
る

。
②

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

を
養

う
こ

と
が

で
き

る
。

③
ホ

ス
ピ

タ
リ

テ
ィ

・
マ

イ
ン

ド
を

も
っ

て
対

応
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

・
授

業
で

の
取

り
組

み
姿

勢
を

評
価

す
る

。
・

作
成

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
を

評
価

す
る

。

・
術
者
歯
磨
き
を
行
う
に
当

た
り
必
要
な
事
項
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
考
え
る
。

・
「

相
互

歯
磨

き
学

習
」

で
は

パ
ー

ト
ナ

ー
と

相
互

の
術

者
磨

き
を

行
い

、
学

ん
だ

こ
と

を
話

し
合

う
。

「
相

互
歯

磨
き

学
習

」
に

て
学

ん
だ

こ
と

を
文

章
に

ま
と

め
、

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

１
年

次
前

期
：

S
I
H

道
場

「
相

互
歯

磨
き

学
習

」
の

中
で

実
施

文
章

力
論

理
的

文
章

の
作

成
・

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
に

お
い

て
、

注
意

す
べ

き
点

に
つ

い
て

1
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

提
出

さ
れ

た
「

読
書

レ
ポ

ー
ト

」
を

評
価

す
る

。

与
え

ら
れ

た
資

料
（

課
題

）
に

対
す

る
事

前
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

す
る

。

・
「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
入

門
」
で
は
、
担
当
教
員
は
学
生
か
ら
提
出

さ
れ
た
事
前
レ
ポ
ー
ト
に
対
す
る
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
を
行
う
。
学
生
は
重
要
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
し
、
自
身
の
レ
ポ
ー
ト
を
授
業

中
に
校
正
し
、
「
読
書
レ
ポ
ー
ト
」
の
書

き
方
を
学
ぶ
。

・
学
生
は
課
題
図
書
の
「
読
書
レ
ポ
ー

ト
」
を
提
出
す
る
。

・
提
出
さ
れ
た
「
読
書
レ
ポ
ー
ト
」
に
対

し
て
教
員
が
コ
メ
ン
ト
を
記
載
し
て
返
却

す
る
。

・
学
生
は
コ
メ
ン
ト
を
確
認
、
自
己
評
価

内
容
を
再
度
提
出
す
る
。

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

の
書

式
に

従
っ

て
記

載
し

て
提

出
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
I
H
道

場
「

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

・
ラ

イ
テ

ィ
ン

グ
入

門
」

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

関
連

授
業

に
お

い
て

実
施

プ
レ

ゼ
ン

力
グ

ル
ー

プ
で

討
議

し
、

内
容

に
つ

い
て

整
理

し
て

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

課
題

に
対

す
る

事
前

学
習

ま
た

は
発

表
準

備
を

行
う

。

グ
ル

ー
プ

で
コ

ン
テ

ン
ツ

を
作

り
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

。

学
ん

だ
こ

と
は

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

用
紙

に
記

入
。

教
員

は
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

行
う

。

「
歯

科
衛

生
士

概
論

」
の

中
で

実
施

他
者

と
協

同
し

て
1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
内

容
か

ら
評

価
す

る
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

用
い

る
手

法
に

関
す

る
事

前
資

料
の

内
容

を
理

解
す

る
。

「
新
入
生
研
修
」
で
は
、
歯
科
医
療
従
事

者
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
の
課
題
に
つ
い

て
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
ゲ
ー
ム
」
や
「
ワ
ー

ル
ド
カ
フ
ェ
」
な
ど
に
よ
る
ワ
ー
ク
を
実

施
す
る
。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

１
年

次
前

期
：

S
I
H

道
場

「
新

入
生

研
修

」
の

中
で

実
施

・
W
S
を
能
動
的
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

・
W
S
に
積
極
的
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き

る
。

・
他
学
部
学
生
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
他
学
部
学
生
と
協
力
し
て

プ
ロ
ダ
ク
ト
を

作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
（

班
全

体
の

評
価

と
す

る
）

。

K
J
法

の
ビ

デ
オ

を
視

聴
す

る
。

・
講

演
内

容
を

参
考

に
し

て
W
S
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
班

単
位

で
W
S
を

行
い

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

・
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
学

ん
だ

こ
と

を
記

入
す

る
。

大
学

入
門

講
座

「
チ

ー
ム

医
療

入
門

」
の

中
で

実
施

7.歯学部（口腔保健学科）

授
業
実
施
枠

協
働

力

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

②
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

7.歯学部（共通）
チ
ェッ
ク

は
い

は
い

は
い

基
本

的
マ

ナ
ー

や
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

力
お

よ
び

ホ
ス

ピ
タ

リ
テ

ィ
・

マ
イ

ン
ド

の
理

解
・

修
得

が
目

標
で

あ
る

が
、

「
相

互
歯

磨
き

実
習

」
を

通
し

て
、

一
定

の
成

果
が

上
げ

ら
れ

た
と

推
察

さ
れ

る
。

ま
た

、
シ

ャ
ド

ー
イ

ン
グ

に
お

い
て

は
診

療
見

学
に

加
え

て
病

院
シ

ス
テ

ム
の

理
解

も
進

み
、

研
究

室
早

期
体

験
に

お
い

て
は

最
先

端
の

研
究

に
接

す
る

こ
と

で
生

命
科

学
の

重
要

性
が

理
解

で
き

た
よ

う
で

あ
る

。

4

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

冷
静

な
眼

で
自

ら
の

態
度

を
回

顧
で

き
て

い
る

な
ど

、
概

ね
良

好
な

結
果

が
得

ら
れ

て
い

る
と

推
察

さ
れ

、
次

年
度

も
継

続
し

て
実

施
で

き
る

よ
う

計
画

し
て

い
く

べ
き

で
あ

る
。

特
に

な
し

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

重
要

性
な

ど
、

第
三

者
的

な
目

線
か

ら
IP
E
-
W
S
で

の
自

ら
の

言
動

を
冷

静
に

回
顧

で
き

て
お

り
、

S
IH
道

場
の

趣
旨

が
あ

る
程

度
達

成
で

き
て

い
る

も
の

と
推

察
さ

れ
る

。

は
い

は
い

は
い

学
生

か
ら

は
S
IH
道

場
は

好
意

的
に

受
容

さ
れ

て
お

り
、

有
益

だ
っ

た
も

の
と

考
え

ら
れ

る
。

特
に

な
し

全
体

と
し

て
、

歯
学

部
で

は
概

ね
良

好
な

結
果

が
得

ら
れ

て
い

る
と

推
察

さ
れ

、
次

年
度

も
継

続
し

て
実

施
で

き
る

よ
う

計
画

し
て

い
く

べ
き

で
あ

る
。

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

特
に

な
し

複
数

年
で

同
一

の
内

容
を

実
施

し
て

い
る

た
め

、
準

備
・

実
施

体
制

が
一

定
化

し
て

い
る

た
め

、
教

員
の

負
担

も
軽

減
で

き
て

い
る

。
マ

ン
ネ

リ
化

を
危

惧
す

る
も

、
S
IH
道

場
と

し
て

の
目

的
達

成
に

は
効

果
的

な
手

段
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
も

継
続

し
て

実
施

で
き

る
よ

う
計

画
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。

「
ア

カ
デ

ミ
ッ

ク
・

ラ
イ

テ
ィ

ン
グ

入
門

」
の

講
義

に
お

い
て

、
論

理
的

な
文

章
の

書
き

方
や

表
記

・
表

現
・

文
章

構
成

を
学

び
、

「
読

書
レ

ポ
ー

ト
」

に
反

映
さ

せ
よ

う
と

い
う

努
力

が
感

じ
ら

れ
た

。
特

に
、

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
後

で
は

全
体

構
成

に
大

き
く

改
善

が
見

ら
れ

た
。

特
に

な
し

学
生

の
文

章
力

は
、

あ
ら

ゆ
る

点
で

大
学

入
学

ま
で

の
資

質
・

能
力

に
依

存
す

る
部

分
が

大
き

い
。

特
に

、
得

意
分

野
が

非
常

に
多

様
な

（
理

系
と

文
系

が
混

在
）

口
腔

保
健

学
科

で
は

特
に

顕
著

で
あ

る
。

大
学

生
活

の
中

で
個

々
の

力
量

を
伸

ば
す

た
め

に
も

継
続

し
て

実
施

で
き

る
よ

う
計

画
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。

IP
E
-
W
S
で

グ
ル

ー
プ

討
議

後
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

確
認

し
た

が
、

差
は

あ
る

も
の

の
平

均
的

に
高

い
レ

ベ
ル

で
あ

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

す
な

わ
ち

、
グ

ル
ー

プ
内

で
の

討
議

内
容

を
理

解
し

た
上

で
の

要
点

を
押

さ
え

た
的

確
な

結
論

導
出

を
試

み
、

聴
衆

の
一

定
の

理
解

を
得

よ
う

と
す

る
熱

意
を

感
じ

た
。

特
に

な
し

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

も
文

章
力

と
し

か
り

で
あ

り
、

大
学

入
学

ま
で

の
資

質
・

能
力

に
依

存
す

る
部

分
が

大
き

い
。

大
学

生
活

の
中

で
個

々
の

力
量

を
伸

ば
す

た
め

に
も

継
続

し
て

実
施

で
き

る
よ

う
計

画
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

は
い

新
入

生
研

修
に

お
い

て
、

初
対

面
の

者
同

士
に

よ
る

共
同

作
業

を
経

験
し

、
IP
E
-
W
S
で

グ
ル

ー
プ

討
議

に
お

い
て

、
初

対
面

な
が

ら
も

テ
ー

マ
に

対
す

る
結

論
の

導
出

に
向

け
た

議
論

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
努

力
・

姿
を

確
認

で
き

た
。

特
に

な
し

学
生

同
士

が
協

力
し

て
課

題
に

取
り

組
む

重
要

性
が

認
識

で
き

て
い

る
な

ど
、

良
好

な
結

果
が

得
ら

れ
て

い
る

と
推

察
さ

れ
、

次
年

度
も

継
続

し
て

実
施

で
き

る
よ

う
計

画
し

て
い

く
べ

き
で

あ
る

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い

は
い

は
い
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

早
期

体
験

と
し

て
講

演
等

を
聴

講
し

、
自

分
の

将
来

の
進

路
や

方
向

性
を

大
学

に
お

け
る

学
習

と
関

連
さ

せ
て

説
明

す
る

。

提
出

さ
れ

た
レ

ポ
ー

ト
に

よ
っ

て
目

標
到

達
を

チ
ェ

ッ
ク

す
る

。

・
反

転
授

業
コ

ン
テ

ン
ツ

「
S

IH
道

場
と

は
」
を

視
聴

す
る

。
・
「
チ

ー
ム

医
療

入
門

」
Ｗ

Ｓ
テ

ー
マ

に
関

す
る

資
料

を
閲

覧
す

る
。

S
IH

道
場

・
講

演
「
薬

局
で

働
く

」
「
働

く
っ

て
な

に
」

・
講

演
「
薬

害
に

つ
い

て
、

B
型

肝
炎

に
つ

い
て

」
・
「
薬

学
の

祖
を

学
ぶ

 ～
こ

こ
ろ

ざ
し

～
」

チ
ー

ム
医

療
入

門

学
ん

だ
こ

と
を

チ
ー

ム
医

療
入

門
で

の
プ

ロ
ダ

ク
ト

作
成

に
反

映
さ

せ
る

。
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

ー
リ

オ
で

教
員

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。

S
IH

道
場

，
チ

ー
ム

医
療

入
門

の
中

で
実

施

文
章

力
自

分
自

身
の

考
え

を
論

理
的

に
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
。

文
章

力
の

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
を

視
聴

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
・
学

ん
だ

こ
と

、
今

後
の

学
習

に
関

す
る

目
標

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
。

学
ん

だ
こ

と
を

レ
ポ

ー
ト

で
提

出
す

る
。

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

ー
リ

オ
で

教
員

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

中
で

実
施

プ
レゼ

ン力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
な

う
た

め
の

ツ
ー

ル
を

用
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
の

班
の

プ
レ

セ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

聞
い

て
討

議
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
。

プ
レ

ゼ
ン

力
の

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
を

視
聴

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
・
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
も

と
に

各
班

の
発

表
と

討
議

を
行

な
う

。

学
ん

だ
こ

と
を

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

に
記

載
す

る
。

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

ー
リ

オ
で

教
員

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

中
で

実
施

協
働

力

W
S

を
能

動
的

に
進

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
W

S
に

積
極

的
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
他

学
部

学
生

と
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
学

部
学

生
と

協
働

し
て

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
。

協
働

力
の

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
を

視
聴

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
・
講

演
内

容
を

参
考

に
し

て
W

S
テ

ー
マ

に
つ

い
て

班
単

位
で

W
S

を
行

い
，

プ
ロ

ダ
ク

ト
を

作
成

す
る

。

学
ん

だ
こ

と
を

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

に
記

載
す

る
。

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

ー
リ

オ
で

教
員

に
よ

る
評

価
を

確
認

す
る

。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

中
で

実
施

8.薬学部（共通）
到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

内
容

授
業
実
施
枠

②
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

8.薬学部（共通）

医
歯

薬
学

共
同

で
行

わ
れ

た
チ

ー
ム

医
療

入
門

の
た

め
、

薬
学

部
の

学
生

の
み

の
結

果
を

抽
出

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
班

に
対

す
る

評
価

で
は

あ
る

が
、

協
働

力
の

評
価

は
概

ね
高

く
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。

創
製

薬
科

学
科

の
学

生
は

将
来

チ
ー

ム
医

療
の

現
場

に
直

接
か

か
わ

る
こ

と
は

な
い

。
そ

れ
ら

の
学

生
も

有
意

義
な

経
験

と
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

に
捉

え
て

い
る

よ
う

だ
っ

た
。

し
か

し
S
I
H
道

場
の

柱
の

一
つ

で
あ

る
「

専
門

分
野

の
早

期
体

験
」

に
合

致
す

る
か

に
つ

い
て

は
、

少
々

疑
問

を
感

じ
る

。

チ
ー

ム
医

療
を

S
I
H
道

場
と

連
携

さ
せ

る
こ

と
を

前
提

と
す

る
な

ら
ば

、
創

製
薬

科
学

科
の

学
生

が
将

来
の

自
分

像
と

し
て

想
像

可
能

な
役

割
を

設
定

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

医
歯

薬
学

共
同

で
行

わ
れ

た
チ

ー
ム

医
療

入
門

の
た

め
、

薬
学

部
の

学
生

の
み

の
結

果
を

抽
出

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
班

に
対

す
る

評
価

で
は

あ
る

が
、

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

の
評

価
は

概
ね

高
く

、
目

標
は

達
成

さ
れ

て
い

る
と

考
え

る
。

プ
ロ

ダ
ク

ト
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

に
関

し
て

は
、

１
年

生
の

こ
の

時
期

で
あ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
十

分
に

満
足

で
き

る
レ

ベ
ル

と
考

え
る

。

今
回

学
ん

だ
こ

と
が

技
能

と
し

て
定

着
す

る
よ

う
に

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

作
成

に
参

加
す

る
機

会
を

一
度

き
り

で
は

な
く

引
き

続
き

提
供

で
き

な
い

か
検

討
し

た
い

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

薬
学

科
の

学
生

も
製

薬
企

業
で

働
く

可
能

性
も

あ
る

た
め

、
「

働
く

っ
て

な
に

？
」

に
関

し
て

は
、

創
製

薬
科

学
科

の
み

な
ら

ず
講

演
開

始
時

間
を

ず
ら

し
て

薬
学

科
の

希
望

者
に

も
聞

か
せ

る
の

も
良

い
か

も
し

れ
な

い
。

振
り

返
り

な
ど

を
今

後
行

い
、

改
善

点
が

あ
れ

ば
修

正
す

る
。

チ
ー

ム
医

療
入

門
の

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

か
ら

判
断

し
て

、
ほ

ぼ
全

員
の

文
章

力
の

ス
キ

ル
が

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
に

よ
る

合
格

点
を

越
え

て
い

た
こ

と
か

ら
、

目
標

は
達

成
さ

れ
て

い
る

と
考

え
る

。
ま

た
文

章
力

の
評

価
は

概
ね

高
く

、
目

標
は

達
成

さ
れ

て
い

る
と

考
え

る
。

文
章

と
し

て
は

良
く

書
け

て
い

た
と

し
て

も
、

ど
う

し
て

も
表

層
的

な
感

想
文

の
域

を
出

て
い

な
い

レ
ポ

ー
ト

も
多

い
。

例
え

ば
「

良
く

書
け

て
い

る
例

」
「

悪
い

例
」

な
ど

具
体

例
を

事
前

に
示

し
て

解
説

す
る

な
ど

の
対

応
を

検
討

し
た

い
。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

よ
り

多
く

の
評

価
者

が
F
D
へ

参
加

す
る

よ
う

促
し

て
い

き
た

い
。

あ
る

程
度

仕
方

の
な

い
こ

と
で

あ
る

が
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

て
も

チ
ー

ム
医

療
の

振
り

返
り

に
関

す
る

教
員

の
温

度
差

や
考

え
方

の
違

い
が

学
生

の
評

価
に

反
映

さ
れ

て
し

ま
っ

て
い

る
よ

う
で

あ
っ

た
。

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
に

よ
り

一
連

の
S
I
H
道

場
授

業
全

体
の

把
握

と
考

証
が

で
き

、
そ

れ
に

対
す

る
教

員
の

評
価

や
コ

メ
ン

ト
を

学
生

に
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

で
き

た
と

考
え

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

チ
ー

ム
医

療
の

実
施

後
、

薬
学

部
学

生
は

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

良
か

っ
た

か
の

問
い

・
他

学
部

・
他

学
科

の
学

生
と

学
ぶ

機
会

が
必

要
か

の
問

い
に

対
し

て
い

ず
れ

も
「

全
く

そ
う

思
う

」
と

、
「

そ
う

思
う

」
の

和
が

８
０

％
以

上
で

あ
っ

た
。

こ
の

こ
と

か
ら

本
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
、

全
体

と
し

て
ポ

ジ
テ

ィ
ブ

な
評

価
を

得
た

と
考

え
る

。

将
来

医
療

の
現

場
に

直
接

か
か

わ
る

こ
と

は
な

い
創

製
薬

科
学

科
の

学
生

も
積

極
的

な
意

義
を

見
い

だ
し

参
加

で
き

る
よ

う
な

内
容

を
盛

り
込

め
れ

ば
本

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

価
値

は
さ

ら
に

高
ま

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。

創
製

薬
科

学
科

の
学

生
も

積
極

的
な

意
義

を
見

い
だ

し
参

加
で

き
る

よ
う

な
内

容
に

つ
い

て
検

討
し

て
い

き
た

い
。

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

薬
学

科
は

「
薬

局
で

働
く

」
、

創
製

薬
科

学
科

は
「

働
く

っ
て

な
に

？
」

と
異

な
る

講
演

を
同

時
並

行
で

聴
講

し
た

。
ま

た
全

国
薬

害
被

害
者

団
体

連
絡

協
議

会
（

薬
被

連
）

講
師

２
名

と
弁

護
団

に
よ

る
「

薬
害

に
つ

い
て

」
と

「
B
型

肝
炎

に
つ

い
て

」
の

講
演

お
よ

び
、

映
画

「
薬

学
の

祖
を

学
ぶ

〜
こ

こ
ろ

ざ
し

〜
」

を
視

聴
し

た
。

こ
れ

ら
の

学
修

を
通

し
て

、
薬

剤
師

や
創

薬
研

究
者

と
し

て
の

具
体

的
な

イ
メ

ー
ジ

お
よ

び
、

薬
物

の
内

包
す

る
「

薬
」

と
「

毒
」

の
両

義
性

を
理

解
し

た
。
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S
IH

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（
概

要
の

み
）

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り

返
り

①
早

期
体

験

①
【
専

門
知

】
a)

基
本

的
な

測
量

が
で

き
る

b)
自

然
の

恵
み

と
災

い
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

②
【
協

働
力

】
仲

間
と

共
に

協
力

し
て

課
題

を
解

決
す

る
こ

と
が

で
き

る

①
【
専

門
知

】
a)

測
量

し
た

地
点

と
の

誤
差

が
±

〇
c
m

以
内

b)
レ

ポ
ー

ト
（
資

料
②

）

②
【
協

働
力

】
グ

ー
グ

ル
フ

ォ
ー

ム
（
資

料
①

）

①
【
専

門
知

】
事

前
に

測
量

の
仕

方
を

勉
強

し
て

く
る

②
【
協

働
力

】
反

転
授

業
用

の
動

画
（
協

働
）
を

視
聴

し
て

く
る

①
【
専

門
知

】
・
牟

岐
少

年
自

然
の

家
で

想
定

さ
れ

て
い

る
津

波
の

基
準

水
位

の
位

置
を

計
測

す
る

・
自

然
の

恵
み

に
関

す
る

実
習

・
教

員
に

よ
る

講
義

②
【
協

働
力

】
自

然
の

恵
み

と
災

い
に

つ
い

て
班

員
で

協
働

し
学

ぶ

・
当

日
：
グ

ー
グ

ル
フ

ォ
ー

ム
（
資

料
①

）
で

回
答

し
，

評
価

結
果

を
学

生
と

共
有

す
る

・
課

題
：
レ

ポ
ー

ト
（
資

料
②

）

・
4
月

6
，

7
日

の
S

IH
道

場
体

験
合

宿

文
章

力

正
し

い
，

問
題

設
定

，
論

理
構

成
，

引
用

，
体

裁
，

表
現

で
文

章
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

．

資
料

④
（
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
）
で

評
価

反
転

授
業

用
の

動
画

（
文

章
）
を

視
聴

し
て

く
る

・
S

T
E
M

演
習

中
に

，
作

成
し

た
レ

ポ
ー

ト
を

教
員

と
学

生
で

資
料

④
（
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
表

）
を

用
い

て
評

価
を

す
る

．
・
教

員
に

よ
る

解
説

・
各

研
究

室
で

行
う

S
T

E
M

授
業

プ
レ

ゼ
ン

力

各
研

究
室

の
専

門
分

野
と

共
通

テ
ー

マ
（
自

然
の

恵
み

と
災

い
）
を

掛
け

合
わ

せ
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
，

調
査

研
究

を
行

い
，

そ
の

成
果

を
ポ

ス
タ

ー
に

ま
と

め
，

発
表

を
行

う
．

資
料

③
で

評
価

反
転

授
業

用
の

動
画

（
プ

レ
ゼ

ン
）
を

視
聴

し
て

く
る

・
グ

ー
グ

ル
フ

ォ
ー

ム
（
資

料
③

）
で

回
答

し
，

評
価

結
果

を
学

生
と

共
有

す
る

．

・
各

研
究

室
で

行
う

S
T

E
M

授
業

協
働

力

・
個

人
の

長
所

と
短

所
を

活
か

し
，

全
員

が
役

割
を

持
ち

，
共

通
目

標
の

達
成

に
向

け
て

，
協

同
的

に
課

題
解

決
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

．

資
料

③
と

資
料

⑤
で

評
価

反
転

授
業

用
の

動
画

（
協

働
）
を

視
聴

し
て

く
る

・
S

IH
：
グ

ー
グ

ル
フ

ォ
ー

ム
（
資

料
①

）
で

回
答

し
，

評
価

結
果

を
学

生
と

共
有

す
る

．
・
S

T
E
M

：
資

料
③

で
振

り
返

り

・
4
月

6
，

7
日

の
S

IH
道

場
体

験
合

宿

・
各

研
究

室
で

行
う

S
T

E
M

授
業

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「
○

○
で

き
る

」
と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。

9.理工学部理工学科社会基盤デザインコース

授
業

実
施

枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・基
準

60



SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

9.理工学部理工学科社会基盤デザインコース
チ
ェッ
ク

は
い

は
い

は
い

「
S
I
H
道

場
の

「
早

期
体

験
」

は
専

門
科

目
の

学
修

に
お

い
て

役
に

立
っ

て
い

る
」

と
い

う
問

い
に

，
9
5
%
の

学
生

が
役

立
っ

た
と

回
答

し
て

い
た

．
簡

単
な

測
量

を
事

前
学

習
を

さ
せ

て
，

グ
ル

ー
プ

で
実

習
に

と
り

く
ん

だ
．

事
前

学
習

に
は

Y
o
u
t
u
b
e
あ

る
い

は
ネ

ッ
ト

上
で

教
材

を
自

主
的

に
活

用
さ

せ
た

．
レ

ポ
ー

ト
を

見
る

と
多

く
の

学
生

が
満

足
を

覚
え

，
専

門
的

知
識

を
得

た
こ

と
に

満
足

し
て

い
る

様
子

が
う

か
が

え
た

．

5

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

次
年

度
の

担
当

者
に

課
題

を
説

明
，

引
き

継
ぐ

学
習

の
ふ

り
か

え
り

は
学

習
の

定
着

の
た

め
に

重
要

で
あ

る
．

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

余
裕

を
持

た
せ

て
，

振
り

返
り

に
つ

い
て

も
説

明
す

る
よ

う
に

す
る

．

「
日

頃
か

ら
授

業
で

学
修

し
た

こ
と

に
つ

い
て

振
り

返
り

を
行

っ
て

い
る

」
と

い
う

問
い

に
，

7
9
％

の
学

生
し

か
行

っ
て

い
る

と
回

答
し

て
い

な
い

．
G
o
o
g
l
e
フ

ォ
ー

ム
を

用
い

て
，

振
り

返
り

を
し

，
教

員
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
し

た
が

，
振

り
返

り
の

意
義

な
ど

の
説

明
は

で
き

な
か

っ
た

．

い
い
え

は
い

は
い

「
S
I
H
道

場
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

全
体

的
に

大
学

で
の

学
修

に
お

い
て

役
に

立
っ

て
い

る
」

と
い

う
問

い
に

対
し

て
，

9
1
％

の
学

生
が

役
立

っ
た

と
回

答
し

て
い

る
．

ま
た

レ
ポ

ー
ト

内
容

か
ら

も
S
I
H
の

講
義

に
満

足
し

た
よ

う
に

う
か

が
え

た
．

事
前

学
習

を
課

し
た

専
門

教
科

の
内

容
を

含
ん

だ
グ

ル
ー

プ
学

習
は

お
お

む
ね

学
習

目
標

を
達

成
し

た
と

思
わ

れ
る

．
し

か
し

，
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

十
分

に
準

備
周

知
で

き
な

か
っ

た
こ

と
，

振
り

返
り

の
意

義
を

説
明

で
き

て
い

な
い

こ
と

な
ど

の
課

題
も

あ
っ

た
．

次
年

度
の

担
当

者
に

課
題

を
説

明
，

引
き

継
ぐ

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

どち
らと
も
い
え
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

事
前

学
習

の
内

容
を

実
習

前
に

グ
ル

ー
プ

内
で

「
学

び
合

う
」

時
間

を
設

け
る

こ
と

．
次

年
度

の
担

当
者

に
引

き
継

ぐ
．

「
S
I
H
道

場
で

学
修

し
た

「
文

章
・

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

」
は

役
に

立
っ

て
い

る
」

と
い

う
問

い
に

対
し

て
，

8
1
％

の
学

生
が

役
に

立
っ

た
と

回
答

し
て

お
り

，
一

定
の

効
果

は
見

ら
れ

た
．

文
章

力
の

評
価

は
，

コ
ー

ス
全

員
の

教
員

が
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

基
に

分
担

し
て

行
っ

た
．

レ
ポ

ー
ト

課
題

を
課

し
た

が
，

十
分

な
指

導
も

し
て

お
ら

ず
，

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

表
を

用
い

た
指

導
な

ど
今

後
の

課
題

で
あ

る
．

次
年

度
の

担
当

者
に

課
題

を
説

明
，

引
き

継
ぐ

「
S
I
H
道

場
で

学
修

し
た

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
は

役
に

立
っ

て
い

る
」

へ
の

質
問

に
対

し
，

役
立

っ
た

と
9
3
％

の
学

生
が

回
答

し
，

役
立

た
な

い
と

い
う

学
生

は
い

な
か

っ
た

．
グ

ル
ー

プ
で

の
学

習
内

容
を

，
グ

ル
ー

プ
で

ま
と

め
発

表
し

た
．

そ
れ

を
教

員
が

評
価

し
た

が
，

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
明

確
に

は
示

さ
な

か
っ

た
．

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

表
を

作
成

し
，

そ
れ

に
基

づ
き

，
評

価
を

行
う

こ
と

．
次

年
度

の
担

当
者

に
課

題
を

説
明

，
引

き
継

ぐ

は
い

は
い

どち
らと
も
い
え
な
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

「
S
I
H
道

場
で

学
修

し
た

「
他

者
と

の
協

働
」

は
役

に
立

っ
て

い
る

」
と

い
う

問
い

に
対

し
，

9
1
%
の

学
生

が
役

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

．
レ

ポ
ー

ト
の

自
由

記
述

で
も

，
み

ん
な

と
力

を
合

わ
せ

て
取

り
組

ん
だ

こ
と

へ
肯

定
的

に
捉

え
る

意
見

を
多

く
見

か
け

る
こ

と
が

で
き

た
．

入
学

し
て

間
も

な
い

時
に

，
グ

ル
ー

プ
学

習
を

課
し

た
が

，
効

果
的

な
学

習
内

容
で

あ
っ

た
と

思
わ

れ
る

．

協
働

力
に

つ
い

て
，

評
価

で
き

て
い

な
い

．
今

後
，

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

表
を

作
成

し
，

評
価

す
る

こ
と

が
課

題
で

あ
る

．
次

年
度

の
担

当
者

に
課

題
を

説
明

，
引

き
継

ぐ

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い

は
い

は
い
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

1.
 社

会
生

活
の

中
で

機
械

工
学

が
果

た
し

て

い
る

役
割

の
一

端
を

理
解

す
る

．
2.

 も
の

作
り

の
基

本
を

理
解

す
る

．

3.
 プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
方

法
を

修
得

す

る
．

実
習

へ
の

取
り

組
み

態
度

を
3
0
点

，
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

状
況

と
内

容
を

7
0
点

と
し

て
評

価
す

る
．

実
習

手
順

書
を

事
前

に
確

認
し

，
内

容
を

理
解

し
て

か
ら

実
習

に
臨

む
よ

う
に

指
導

す
る

．

安
全

に
つ

い
て

の
考

え
方

を
ま

ず
取

り
上

げ
，

工
作

機
械

類
を

使
用

し
た

も
の

作
り

，
デ

ィ
ー

ゼ
ル

エ
ン

ジ
ン

と
サ

ー
ボ

モ
ー

タ
の

分
解

・
組

立
・
運

転
を

実
習

す
る

と
と

も
に

，
性

能
試

験
や

材
料

試
験

を
行

い
，

こ
れ

か
ら

学
ぶ

機
械

工
学

・
技

術
の

具
現

方
法

の
一

部
を

体
験

す
る

．

当
日

の
実

習
内

容
を

確
認

し
，

注
意

が
必

要
だ

っ
た

点
や

手
順

の
意

味
な

ど
の

振
り

返
り

を
レ

ポ
ー

ト
に

記
載

さ
せ

る
．

機
械

工
学

専
門

科
目

「
機

械
科

学
実

験
1」

の
中

で
実

施

文
章

力
自

ら
が

果
た

し
た

役
割

，
反

省
点

な
ど

を
客

観
的

に
振

り
返

る
文

章
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

．
レ

ポ
ー

ト
の

文
章

を
評

価
す

る
．

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「
文

章
力

」
の

動
画

を
視

聴
す

る
。

集
中

研
修

時
に

理
論

的
な

文
章

の
書

き
方

に
関

す
る

指
導

を
行

う
．

集
中

研
修

を
振

り
返

っ
て

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
す

る
．

SI
H

道
場

「
集

中
研

修
」
お

よ
び

機
械

工
学

専
門

科
目

「
機

械
科

学
実

験
1」

の
中

で
実

施

プ
レゼ

ン力
自

ら
の

主
張

を
理

論
的

に
分

か
り

や
す

く
相

手
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
．

デ
ィ

ベ
ー

ト
で

の
発

表
技

術
を

評
価

す
る

．
反

転
授

業
コ

ン
テ

ン
ツ

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
の

動
画

を
視

聴
す

る
。

大
学

で
の

事
前

説
明

時
に

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

方
法

や
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
法

に
つ

い
て

指
導

を
行

う
．

各
デ

ィ
ベ

ー
ト

終
了

後
に

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

内
容

に
つ

い
て

教
員

が
コ

メ
ン

ト
し

て
学

生
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
．

SI
H

道
場

「
集

中
研

修
」
の

枠
内

で
実

施

協
働

力
同

じ
グ

ル
ー

プ
の

学
生

と
協

働
し

て
準

備
作

業
を

行
う
こ

と
が

で
き

る
．

レ
ポ

ー
ト

の
記

述
内

容
及

び
実

際
の

デ
ィ

ベ
ー

ト
準

備
作

業
を

評
価

す
る

．

大
学

で
の

事
前

説
明

時
に

グ
ル

ー
プ

内
で

の
役

割
を

決
め

さ
せ

，
資

料
収

集
等

の
事

前
準

備
を

行
わ

せ
る

．

集
中

研
修

時
に

グ
ル

ー
プ

作
業

を
行

わ
せ

，
立

論
・
反

論
の

組
み

立
て

を
共

同
で

行
わ

せ
る

．

各
デ

ィ
ベ

ー
ト

時
に

立
論

・
反

論
の

組
み

立
て

に
つ

い
て

教
員

が
逐

次
コ

メ
ン

ト
し

て
学

生
に

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
．

SI
H

道
場

「
集

中
研

修
」
お

よ
び

機
械

工
学

専
門

科
目

「
機

械
科

学
実

験
1」

の
中

で
実

施

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

10.理工学部理工学科機械科学コース
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

10.理工学部理工学科機械科学コース
チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

機
械

加
工

，
エ

ン
ジ

ン
等

の
分

解
・

組
立

・
運

転
，

材
料

試
験

等
の

実
習

お
よ

び
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

・
指

導
を

通
じ

，
目

標
と

し
た

「
社

会
生

活
の

中
で

機
械

工
学

が
果

た
し

て
い

る
役

割
の

一
端

を
理

解
す

る
．

」
及

び
「

も
の

作
り

の
基

本
を

理
解

す
る

」
を

達
成

で
き

た
も

の
と

考
え

て
い

る
．

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

振
り

返
り

の
意

義
や

方
法

に
つ

い
て

の
説

明
時

間
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
が

，
現

状
で

は
非

常
に

タ
イ

ト
な

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

で
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
実

施
さ

れ
て

い
る

．
そ

の
た

め
，

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

時
間

配
分

を
見

直
し

，
不

必
要

と
思

わ
れ

る
行

事
を

削
減

す
る

必
要

が
あ

る
．

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
・

評
価

や
デ

ィ
ベ

ー
ト

後
の

講
評

を
通

じ
て

振
り

返
り

を
行

っ
た

．
た

だ
し

，
振

り
返

り
は

習
慣

化
が

重
要

で
あ

る
た

め
，

専
門

課
程

ま
で

学
年

が
進

ん
だ

時
点

で
振

り
返

り
の

習
慣

の
有

無
及

び
成

績
で

学
修

効
果

を
判

断
す

る
他

な
い

．
そ

の
た

め
，

現
時

点
で

は
学

修
効

果
の

有
無

は
言

及
で

き
な

い
．

「
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
」

の
レ

ポ
ー

ト
課

題
と

し
て

学
生

生
活

の
過

ご
し

方
に

つ
い

て
設

計
さ

せ
た

．
全

て
の

レ
ポ

ー
ト

を
評

価
す

る
と

と
も

に
将

来
設

計
に

関
す

る
ア

ド
バ

イ
ス

を
記

載
し

て
学

生
に

返
却

し
た

．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

令
和

元
年

度
の

授
業

設
計

は
，

学
生

が
到

達
目

標
を

達
成

す
る

た
め

に
お

お
む

ね
十

分
で

あ
っ

た
と

言
え

る
．

昨
年

度
の

改
善

点
を

ク
リ

ア
で

き
て

い
な

い
た

め
，

昨
年

と
同

様
の

改
善

点
を

挙
げ

る
．

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

再
設

計
・

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
日

程
の

再
検

討
・

デ
ィ

ベ
ー

ト
事

前
準

備
時

間
の

確
保

・
早

期
体

験
レ

ベ
ル

の
再

検
討

・
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
の

再
設

計
・

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
日

程
の

再
検

討
 

・
デ

ィ
ベ

ー
ト

事
前

準
備

時
間

の
確

保
 
・

早
期

体
験

レ
ベ

ル
の

再
検

討

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

S
I
H
道

場
科

目
「

機
械

科
学

実
験

１
」

に
お

い
て

，
安

全
教

育
と

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
期

限
を

厳
守

す
る

指
導

を
徹

底
し

て
お

り
，

そ
の

効
果

は
現

れ
て

い
る

．
「

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

」
に

お
け

る
演

習
課

題
で

卒
業

後
に

何
を

し
た

い
か

を
明

確
に

持
っ

て
い

る
学

生
が

3
割

程
度

い
る

一
方

で
，

無
計

画
で

こ
れ

か
ら

考
え

る
と

い
う

学
生

が
2
割

弱
存

在
し

て
い

る
現

状
が

明
ら

か
と

な
っ

た
．

し
た

が
っ

て
，

早
い

段
階

で
将

来
の

人
生

設
計

図
が

描
け

る
よ

う
な

継
続

的
指

導
が

必
要

と
思

わ
れ

る
．

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

さ
ら

に
，

「
レ

ポ
ー

ト
の

書
き

方
」

の
演

習
課

題
で

明
ら

か
と

な
る

学
生

の
将

来
設

計
の

情
報

を
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
へ

連
絡

し
，

指
導

の
ツ

ー
ル

と
し

て
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
．

資
料

を
用

い
な

が
ら

論
理

的
な

文
章

の
書

き
方

に
関

す
る

指
導

を
行

い
，

研
修

を
含

め
た

大
学

入
門

講
座

全
体

の
振

り
返

り
を

行
わ

せ
た

．
ま

た
，

評
価

基
準

と
し

て
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
も

学
生

に
配

付
し

た
．

そ
の

結
果

，
ほ

と
ん

ど
の

学
生

が
注

意
点

や
評

価
点

を
意

識
し

た
文

章
の

作
成

を
行

え
た

．
ま

た
，

内
容

に
つ

い
て

も
到

達
目

標
で

あ
る

「
自

ら
が

果
た

し
た

役
割

，
反

省
点

な
ど

を
客

観
的

に
振

り
返

る
文

章
を

書
く

こ
と

が
で

き
る

．
」

を
ほ

と
ん

ど
の

学
生

が
満

足
で

き
た

．
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
を

用
い

る
こ

と
で

，
評

価
を

行
っ

た
4
人

の
教

員
間

の
評

価
基

準
の

ば
ら

つ
き

を
低

減
さ

せ
た

．

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
の

仕
組

み
を

構
築

す
る

必
要

が
あ

る
．

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
初

日
に

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

班
分

け
，

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

方
法

・
評

価
基

準
及

び
テ

ー
マ

の
説

明
を

行
っ

た
．

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
2
日

目
の

集
中

研
修

の
時

間
枠

内
で

デ
ィ

ベ
ー

ト
を

行
わ

せ
た

．
昨

年
度

は
，

1
回

目
・

2
回

目
と

も
に

同
じ

テ
ー

マ
で

対
戦

チ
ー

ム
を

変
え

て
デ

ィ
ベ

ー
ト

を
行

っ
た

が
，

2
回

目
は

意
見

も
出

尽
く

し
惰

性
的

に
な

る
と

の
意

見
が

あ
っ

た
の

で
，

本
年

度
は

2
テ

ー
マ

用
意

し
た

．
デ

ィ
ベ

ー
ト

は
昨

年
よ

り
も

盛
り

上
が

る
効

果
が

あ
っ

た
．

積
極

的
に

参
加

す
る

学
生

と
消

極
的

な
学

生
が

見
ら

れ
る

．
消

極
的

な
学

生
で

も
自

主
的

に
参

加
を

促
す

何
ら

か
の

工
夫

が
必

要
と

思
わ

れ
る

．
ま

た
，

本
コ

ー
ス

は
1
学

年
あ

た
り

1
0
0
人

を
超

え
る

学
生

が
在

籍
す

る
た

め
，

個
人

個
人

に
十

分
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
の

機
会

と
時

間
を

確
保

す
る

こ
と

は
難

し
い

現
状

で
あ

る
．

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

意
見

の
集

約
や

論
理

組
立

等
の

デ
ィ

ベ
ー

ト
の

準
備

を
通

じ
て

，
到

達
目

標
で

あ
る

協
働

作
業

の
重

要
性

を
学

生
に

体
験

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

た
．

ま
た

，
事

後
の

自
己

評
価

か
ら

も
他

人
と

の
意

見
の

す
り

合
わ

せ
が

重
要

で
あ

る
こ

と
を

多
く

の
学

生
が

認
識

し
て

い
た

．
し

た
が

っ
て

，
一

定
の

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

．

積
極

的
に

参
加

す
る

学
生

と
消

極
的

な
学

生
が

見
ら

れ
る

．
消

極
的

な
学

生
で

も
自

主
的

に
参

加
を

促
す

何
ら

か
の

工
夫

が
必

要
と

思
わ

れ
る

．

本
年

度
の

内
容

を
同

条
件

下
で

継
続

し
て

行
い

，
数

年
を

か
け

て
学

修
効

果
の

有
無

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
．

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

ｖ ｖ

ｖ

ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ

ｖ ｖ

ｖ ｖ ｖ ｖ ｖ

ｖ

ｖ
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

話
題

と
な

っ
て

い
る

科
学

技
術

あ
る

い
は

社
会

的
に

重
要

な
技

術
な

ど
に

つ
い

て
理

解
し

，
大

学
で

の
学

習
内

容
と

の
関

連
を

説
明

で
き

る
．

出
席

状
況

．
参

加
し

た
教

員
と

の
対

話
が

で
き

て
い

る
こ

と
．

高
校

卒
業

ま
で

の
経

験

研
究

者
で

あ
る

大
学

教
員

の
研

究
を

知
る

．
各

自
の

興
味

あ
る

科
学

技
術

が
、

大
学

で
の

学
習

内
容

と
ど

の
よ

う
に

関
連

す
る

か
を

調
査

す
る

．

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
で

自
己

評
価

す
る

．
自

己
評

価
に

対
し

て
教

員
が

コ
メ

ン
ト
を

記
入

す
る

．

S
IH

道
場

(研
修

旅
行

)

文
章

力
大

学
4年

間
で

取
り

組
み

た
い

こ
と

を
文

章
で

表
現

で
き

る
．

論
理

的
，

科
学

的
な

思
考

力
で

書
け

て
い

る
こ

と
．

M
oo

dl
e上

の
自

習
ビ

デ
オ

を
閲

覧
す

る
．

テ
キ

ス
ト
「ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
入

門
」の

記
載

内
容

を
理

解
す

る
．

各
自

の
興

味
あ

る
科

学
技

術
を

論
理

的
か

つ
科

学
的

に
整

合
性

の
あ

る
文

章
で

表
現

す
る

．

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
で

自
己

評
価

す
る

．
自

己
評

価
に

対
し

て
教

員
が

コ
メ

ン
ト
を

記
入

す
る

．
S

IH
道

場

プ
レ

ゼ
ン

力
ク

ラ
ス

メ
ー

ト
の

前
で

自
己

紹
介

で
き

る
．

誠
実

に
分

か
り

や
す

く
説

明
で

き
て

い
る

こ
と

．

M
oo

dl
e上

の
自

習
ビ

デ
オ

を
閲

覧
す

る
．

テ
キ

ス
ト
「ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
入

門
」の

記
載

内
容

を
理

解
す

る
．

自
己

紹
介

を
行

う
．

そ
の

際
，

各
自

の
興

味
あ

る
科

学
技

術
を

口
頭

で
論

理
立

て
て

説
明

す
る

．

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
で

自
己

評
価

す
る

．
自

己
評

価
に

対
し

て
教

員
が

コ
メ

ン
ト
を

記
入

す
る

．
S

IH
道

場

協
働

力
研

修
旅

行
に

て
協

働
で

清
掃

活
動

な
ど

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
．

グ
ル

ー
プ

メ
ン

バ
を

思
い

や
り

,活
動

に
対

し
て

積
極

的
な

貢
献

が
で

き
て

い
る

こ
と

．

M
oo

dl
e上

の
自

習
ビ

デ
オ

を
閲

覧
す

る
．

テ
キ

ス
ト
「ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
入

門
」の

記
載

内
容

を
理

解
す

る
．

研
修

旅
行

に
て

清
掃

活
動

や
地

引
き

網
な

ど
を

行
う

．
積

極
性

を
持

っ
て

活
動

に
参

加
す

る
．

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
で

自
己

評
価

す
る

．
自

己
評

価
に

対
し

て
教

員
が

コ
メ

ン
ト
を

記
入

す
る

．

S
IH

道
場

(研
修

旅
行

)

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

11.理工学部理工学科応用化学システムコース
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

11.理工学部理工学科応用化学システムコース
チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

該
当

し
な

い

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

本
年

度
と

同
様

に
実

施
す

る
特

に
な

し
グ

ル
ー

プ
協

働
を

通
じ

て
調

べ
た

内
容

を
、

さ
ら

に
レ

ポ
ー

ト
に

文
章

で
ま

と
め

る
訓

練
を

行
い

、
自

分
が

以
前

に
書

い
た

要
旨

を
改

善
す

る
こ

と
で

振
り

返
り

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

そ
の

レ
ポ

ー
ト

を
教

員
が

読
ん

で
学

生
に

コ
メ

ン
ト

を
返

す
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
こ

と
に

よ
り

、
再

度
の

振
り

返
り

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

該
当

し
な

い
該

当
し

な
い

興
味

を
持

っ
た

テ
ー

マ
に

関
し

て
学

習
し

た
結

果
に

つ
い

て
、

意
図

し
た

構
造

を
持

っ
た

文
章

で
伝

え
る

た
め

の
訓

練
が

で
き

た
。

特
に

な
し

本
年

度
と

同
様

に
実

施
す

る

自
ら

資
料

調
査

を
し

て
研

究
し

た
内

容
を

、
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト

・
ス

ラ
イ

ド
を

使
っ

て
、

他
の

人
た

ち
に

伝
え

る
訓

練
が

で
き

た
。

特
に

な
し

本
年

度
と

同
様

に
実

施
す

る

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

一
つ

の
研

究
テ

ー
マ

に
対

し
て

、
少

人
数

の
グ

ル
ー

プ
で

取
り

組
ん

だ
。

各
自

の
分

担
を

決
め

て
リ

サ
ー

チ
を

行
い

、
そ

の
結

果
を

持
ち

寄
っ

て
ま

と
め

る
こ

と
で

協
働

力
を

高
め

る
訓

練
が

で
き

た
。

特
に

な
し

本
年

度
と

同
様

に
実

施
す

る

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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S
IH

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（
概

要
の

み
）

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り

返
り

①
早

期
体

験

自
身

の
専

門
分

野
に

お
け

る
先

端
研

究
（現

場
）と

大
学

に
お

け
る

学
習

に
つ

い
て

、
関

連
さ

せ
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

レ
ポ

ー
ト

の
提

出
・プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

コ
ン

テ
ン

ツ
の

提
出

S
T

EM
演

習
に

お
い

て
電

気
電

子
工

学
の

演
習

を
行

う
。

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
T

EM
演

習
の

授
業

枠
内

で
実

施

文
章

力

論
理

的
文

章
の

作
成

・レ
ポ

ー
ト

の
作

成
に

お
い

て
、

注
意

す
べ

き
点

に
つ

い
て

1つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

提
出

物
を

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
に

基
づ

き
評

価

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
＜

文
章

力
＞

の
視

聴
・ク

イ
ズ

の
解

答

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

に
つ

い
て

の
説

明
を

行
う

。

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

プ
レ

ゼ
ン

力

効
果

的
な

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

た
め

の
基

本
的

な
手

法
・ツ

ー
ル

等
を

1つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

提
出

物
を

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
に

基
づ

き
評

価

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
＜

プ
レ

ゼ
ン

力
＞

の
視

聴
・

ク
イ

ズ
の

解
答

研
究

室
見

学
の

報
告

に
つ

い
て

5人
程

度
の

班
に

分
か

れ
て

ポ
ス

タ
ー

形
式

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
。

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1つ
の

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

提
出

物
を

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
に

基
づ

き
評

価

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
＜

協
働

力
＞

の
視

聴
・ク

イ
ズ

の
解

答

研
究

室
見

学
の

報
告

に
つ

い
て

5人
程

度
の

班
に

分
か

れ
て

ポ
ス

タ
ー

形
式

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う

学
ん

だ
こ

と
を

e-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「○
○

で
き

る
」と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
、

学
生

と
教

員
間

の
コ

メ
ン

ト
の

や
り

取
り

を
行

う
。

「①
早

期
体

験
」の

よ
う

に
既

存
の

授
業

で
置

き
換

え
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

12.理工学部理工学科電気電子システムコース

授
業

実
施

枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・基
準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

チ
ェッ
ク

どち
らと
も
い
え
な
い

は
い

は
い

　
S
T
E
M
演

習
に

つ
い

て
，

実
験

・
実

習
科

目
の

体
験

と
理

解
と

い
う

目
的

は
十

分
に

達
成

で
き

て
い

る
と

思
わ

れ
る

．
ま

た
研

究
室

見
学

に
つ

い
て

も
，

最
先

端
研

究
の

現
場

を
体

験
で

き
て

よ
か

っ
た

と
い

う
意

見
が

多
く

あ
り

，
こ

れ
か

ら
の

専
門

科
目

に
興

味
も

持
っ

て
頂

い
た

よ
う

に
思

う
．

各
研

究
室

見
学

の
詳

細
な

実
施

日
等

は
，

各
班

員
と

担
当

教
員

に
お

願
い

し
て

い
た

の
で

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

観
点

か
ら

意
義

が
あ

っ
た

よ
う

に
思

う
．

3

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

　
振

り
返

り
の

意
義

だ
け

で
な

く
，

振
り

返
り

に
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
あ

る
M
a
h
a
r
a
を

利
用

す
る

場
合

，
そ

の
使

い
方

等
に

つ
い

て
十

分
な

引
継

ぎ
が

重
要

で
あ

る
と

思
わ

れ
る

．
M
a
h
a
r
a
の

使
い

方
に

つ
い

て
も

，
ビ

デ
オ

視
聴

が
あ

れ
ば

良
い

よ
う

に
思

う
．

　
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
あ

る
M
a
h
a
r
a
に

対
す

る
学

生
の

理
解

度
（

ア
ク

セ
ス

リ
ス

ト
）

が
良

く
な

か
っ

た
．

ま
た

M
a
h
a
r
a
の

検
索

ツ
ー

ル
能

力
が

低
く

，
思

い
の

ほ
か

学
生

を
探

す
の

に
多

く
の

時
間

を
取

ら
れ

た
．

こ
の

点
が

改
善

さ
れ

れ
ば

と
思

う
．

　
授

業
外

で
も

内
容

の
理

解
を

深
め

る
た

め
，

S
I
H
道

場
の

ビ
デ

オ
視

聴
を

案
内

し
た

．
毎

回
，

授
業

後
に

は
，

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
M
a
h
a
r
a
を

使
い

学
修

の
振

り
返

り
を

行
っ

た
．

学
修

効
果

を
高

め
る

た
め

，
教

員
も

M
a
h
a
r
a
上

に
コ

メ
ン

ト
を

書
く

よ
う

努
め

た
．

は
い

どち
らと
も
い
え
な
い

は
い

　
新

入
生

に
と

っ
て

座
学

で
は

な
い

学
修

（
研

究
室

見
学

や
S
T
E
M
演

習
）

を
体

験
し

た
意

義
は

大
き

く
，

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果
を

拝
見

す
る

と
，

多
く

の
学

生
は

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

（
文

章
力

，
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
，

協
働

力
）

や
振

り
返

り
の

重
要

性
を

理
解

で
き

て
い

た
と

思
わ

れ
る

．

　
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
あ

る
M
a
h
a
r
a
に

対
す

る
学

生
の

理
解

度
（

特
に

ア
ク

セ
ス

リ
ス

ト
の

理
解

）
が

悪
く

，
提

出
況

が
決

し
て

よ
く

な
か

っ
た

．
 
M
a
h
a
r
a
上

で
特

定
の

学
生

を
検

索
す

る
ツ

ー
ル

が
な

く
，

1
0
7
名

の
学

生
の

中
か

ら
特

定
の

学
生

を
順

次
検

索
す

る
の

に
時

間
を

要
し

た
．

検
索

性
能

が
向

上
す

れ
ば

，
良

い
教

育
ア

プ
リ

に
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
う

．

　
S
I
H
道

場
内

容
（

早
期

体
験

，
プ

レ
ゼ

ン
力

，
協

働
力

，
振

り
返

り
）

だ
け

で
な

く
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
M
a
h
a
r
a
の

使
い

方
等

に
つ

い
て

十
分

な
引

継
ぎ

が
必

要
で

あ
る

よ
う

に
思

う
．

ま
た

，
研

究
室

見
学

の
意

義
等

を
十

分
に

引
き

継
ぐ

必
要

性
が

あ
る

よ
う

に
思

う
．

更
に

，
継

続
し

て
S
I
H
道

場
担

当
者

の
負

担
軽

減
策

が
望

ま
れ

る
．

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

　
研

究
室

見
学

は
，

時
間

的
な

制
約

や
理

解
度

を
深

め
る

た
め

，
1
つ

の
班

は
１

つ
の

研
究

室
し

か
見

学
に

行
け

な
い

．
ポ

ス
タ

ー
発

表
で

聴
講

す
る

こ
と

が
可

能
で

あ
る

が
，

多
く

の
研

究
室

へ
見

学
で

き
る

実
施

方
法

を
検

討
す

る
必

要
性

が
あ

る
よ

う
に

思
う

．

　
研

究
室

見
学

の
実

施
日

程
や

実
施

場
所

を
早

く
固

め
，

各
先

生
の

丁
寧

で
わ

か
り

や
す

い
高

度
な

専
門

性
の

ご
指

導
等

を
頂

け
る

よ
う

に
し

た
い

．
ま

た
，

担
当

教
員

間
の

十
分

な
引

継
ぎ

が
重

要
で

あ
る

よ
う

に
思

う
．

　
S
T
E
M
演

習
レ

ポ
ー

ト
（

全
1
4
回

）
の

作
成

，
添

削
，

再
提

出
を

通
じ

，
論

理
的

文
章

の
作

成
力

が
身

に
付

い
た

こ
と

が
確

認
で

き
る

と
思

わ
れ

る
．

ま
た

，
早

期
体

験
個

人
レ

ポ
ー

ト
で

も
，

教
員

か
ら

の
レ

ポ
ー

ト
添

削
や

講
評

を
通

じ
て

実
験

レ
ポ

ー
ト

に
求

め
ら

れ
る

内
容

が
理

解
で

き
た

よ
う

に
思

わ
れ

る
．

　
文

章
力

は
S
T
E
M
演

習
レ

ポ
ー

ト
添

削
が

大
部

分
を

占
め

て
い

る
．

S
I
H
道

場
担

当
者

が
必

ず
し

も
担

当
し

な
い

．
そ

れ
故

に
，

S
I
H
道

場
と

し
て

修
得

し
た

文
章

力
は

早
期

体
験

個
人

レ
ポ

ー
ト

の
内

容
か

ら
評

価
す

る
し

か
な

く
，

適
切

な
の

か
ど

う
か

疑
問

で
あ

る
．

　
S
I
H
道

場
の

講
義

で
の

書
き

方
な

ど
の

概
論

を
実

施
し

た
が

，
実

践
的

な
書

き
方

の
指

導
に

は
S
T
E
M
演

習
を

利
用

す
る

方
式

を
継

続
し

た
ほ

う
が

良
い

よ
う

に
思

う
．

継
続

性
の

た
め

に
は

，
担

当
教

員
間

で
の

十
分

な
引

継
ぎ

が
重

要
で

あ
る

よ
う

に
思

う
．

は
い

は
い

どち
らと
も
い
え
な
い

は
い

は
い

12.理工学部理工学科電気電子システムコース

　
早

期
体

験
（

研
究

室
見

学
）

の
た

め
の

班
分

け
（

3
-
4
名

か
ら

な
る

1
-
2
7
班

）
を

行
い

，
協

働
力

等
に

つ
い

て
班

員
間

で
議

論
を

行
い

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

践
し

た
．

学
生

は
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
重

要
性

を
理

解
で

き
て

い
た

と
思

わ
れ

る
．

　
授

業
内

で
ポ

ス
タ

ー
を

作
る

こ
と

が
難

し
く

，
多

く
の

班
が

授
業

外
で

行
っ

た
よ

う
で

あ
る

．
班

員
の

時
間

調
整

が
難

し
く

苦
労

し
た

よ
う

で
あ

る
．

授
業

時
間

や
部

屋
の

確
保

が
重

要
で

あ
る

と
思

う
が

，
他

の
科

目
へ

の
影

響
も

あ
り

難
し

い
と

思
わ

れ
る

．

　
研

究
室

見
学

の
日

程
や

場
所

等
を

早
く

固
め

，
入

学
時

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
か

ら
期

間
を

開
け

な
い

よ
う

に
配

慮
す

る
と

と
も

に
，

プ
レ

ゼ
ン

資
料

作
成

の
期

間
を

十
分

と
る

必
要

性
が

あ
る

．
加

え
て

，
担

当
教

員
間

で
の

十
分

な
引

継
ぎ

が
重

要
で

あ
る

よ
う

に
思

う
．

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い

は
い

は
い

　
研

究
室

見
学

の
報

告
を

各
班

が
ポ

ス
タ

ー
発

表
で

行
っ

た
．

一
方

，
す

べ
て

の
班

の
ポ

ス
タ

ー
を

聴
講

し
，

他
班

の
発

表
内

容
の

評
価

も
行

い
内

容
の

理
解

を
深

め
た

．
聴

講
者

か
ら

の
質

問
に

対
し

て
も

丁
寧

に
回

答
し

て
い

た
の

で
，

ア
ク

テ
ィ

ブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

を
実

践
で

き
て

い
た

よ
う

に
思

う
．

　
昨

年
度

と
同

様
に

担
当

講
義

等
と

重
な

り
，

ポ
ス

タ
ー

を
聴

講
で

き
な

い
教

員
が

複
数

名
い

た
．

プ
レ

ゼ
ン

発
表

の
日

程
を

早
く

決
め

，
早

く
周

知
す

る
必

要
性

が
あ

る
よ

う
に

思
う

．
あ

る
い

は
，

ポ
ス

タ
ー

発
表

だ
け

で
な

く
，

時
間

と
場

所
に

制
約

を
受

け
な

い
e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
利

用
し

た
発

表
も

良
い

か
も

し
れ

な
い

．

　
多

く
の

教
員

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
に

プ
レ

ゼ
ン

発
表

の
日

程
を

早
く

固
め

，
早

く
周

知
す

る
必

要
性

が
あ

る
．

担
当

教
員

間
で

の
十

分
な

引
継

ぎ
が

重
要

で
あ

る
よ

う
に

思
う

．
あ

る
よ

う
に

思
う

．
あ

る
い

は
，

時
間

と
場

所
に

制
約

を
受

け
な

い
S
N
S
を

利
用

し
た

発
表

（
双

方
向

に
コ

メ
ン

ト
記

入
）

も
良

い
か

も
し

れ
な

い
．

は
い

は
い

79



  
SI

H
 

 
SI

H
 

SI
H

 
 

 
 

 
 

 
 

3
A4

1
 

 
SI

H
 

 
SI

H
 

 
 

 

 

 

 
SI

H
 

 
 

 
 

 
1

 
2

 
 

3
 

3
 

 
 

 
 

 
3

SI
H

 
SI

H
 

 
10

0
 

SI
H

 
 

e
 

SI
H

 
 

3
SI

H
 

SI
H

 
 

 

80



 
 

 
5

 
 

 
SI

H
 

15
 

M
oo

dl
e

 
e

 
15

 
 

 
5

 
 

 
 

 

 
 

M
oo

dl
e

 
 

 
5

 
 

 
70

 
 

 

 

5
 

 
 

M
oo

dl
e

 
 

 
5

 
 

 
 

70
 

 
 

5
 

 
 

SH
I

 
e

 
 

e
SI

H
 

SI
H

 

 

81



S
IH

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（
概

要
の

み
）

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り

返
り

①
早

期
体

験
情

報
光

シ
ス

テ
ム

コ
ー

ス
に

お
い

て
取

り
組

ん
で

い
る

最
先

端
の

研
究

内
容

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
．

出
席

状
況

と
レ

ポ
ー

ト
の

内
容

に
よ

り
評

価
す

る
．

情
報

系
，

光
系

で
の

先
端

研
究

に
つ

い
て

調
査

し
て

お
く

．

コ
ー

ス
内

の
研

究
室

を
見

学
し

，
研

究
紹

介
を

聴
講

す
る

．
ま

た
，

配
属

実
習

（
情

報
系

）
，

も
の

づ
く

り
体

験
（
光

系
）
を

す
る

．

学
ん

だ
こ

と
を

レ
ポ

ー
ト

作
成

に
よ

り
振

り
返

る
．

「
情

報
光

シ
ス

テ
ム

セ
ミ

ナ
ー

」
の

中
で

実
施

文
章

力
論

理
的

文
章

の
作

成
・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

に
お

い
て

，
注

意
す

べ
き

点
に

つ
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
．

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
．

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
文

章
力

」
の

動
画

を
視

聴
．

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

に
つ

い
て

の
講

義
を

行
う

．
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

た
ピ

ア
評

価
，

ポ
イ

ン
ト

確
認

．

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
．

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

プ
レ

ゼ
ン

力
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
た

め
の

基
本

的
な

手
法

・
ツ

ー
ル

に
つ

い
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

．

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る
．

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
」
の

動
画

を
視

聴
．

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
ス

キ
ル

に
つ

い
て

の
講

義
を

行
う

．
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

た
ピ

ア
評

価
，

ポ
イ

ン
ト

確
認

．

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
．

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

．
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

を
用

い
る

．

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
協

働
力

」
の

動
画

を
視

聴

専
門

分
野

の
ト

ピ
ッ

ク
ス

に
つ

い
て

K
J
法

ワ
ー

ク
を

実
施

し
，

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

を
行

う
．

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
．

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
．

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「
○

○
で

き
る

」
と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

を
活

用
し

、
学

生
と

教
員

間
の

コ
メ

ン
ト

の
や

り
取

り
を

行
う

。

「①
早

期
体

験
」の

よ
う

に
既

存
の

授
業

で
置

き
換

え
る

こ
と

も
可

能
で

す
。

13.理工学部理工学科情報光システムコース

授
業

実
施

枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・
基

準

82



SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

13.理工学部理工学科情報光システムコース

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

9
0
%
の

学
生

が
S
I
H
道

場
の

「
他

者
と

の
協

働
」

は
役

に
立

っ
て

い
る

と
回

答
し

て
い

る
。

自
由

記
述

に
お

い
て

も
，

「
協

働
力

の
大

切
さ

を
知

れ
た

」
「

協
働

作
業

が
し

や
す

く
な

っ
た

」
な

ど
の

記
述

が
見

ら
れ

，
効

果
が

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

特
に

な
し

本
年

度
と

同
様

に
進

め
る

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

8
4
%
の

学
生

が
S
I
H
道

場
の

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
は

役
に

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

。
自

由
記

述
に

お
い

て
も

，
「

プ
レ

ゼ
ン

の
重

要
性

を
理

解
で

き
た

」
「

発
表

し
や

す
く

な
っ

た
」

と
い

う
記

述
が

見
ら

れ
，

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

ア
ン

ケ
ー

ト
の

自
由

記
述

に
お

い
て

，
準

備
期

間
の

違
い

を
改

善
す

べ
き

と
の

意
見

が
見

ら
れ

た
。

グ
ル

ー
プ

数
が

多
い

た
め

グ
ル

ー
プ

毎
に

準
備

に
使

え
る

期
間

が
異

な
っ

て
し

ま
う

の
は

あ
る

程
度

仕
方

な
い

も
の

の
，

最
初

に
発

表
す

る
グ

ル
ー

プ
に

対
し

て
も

十
分

な
準

備
期

間
を

確
保

す
る

必
要

が
あ

る
。

今
年

度
は

発
表

の
た

め
の

授
業

回
数

を
増

や
し

た
が

，
発

表
練

習
の

時
間

も
含

め
た

余
裕

の
あ

る
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル
を

再
検

討
す

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

一
部

事
前

学
習

を
課

す
こ

と
を

行
っ

た
が

，
効

果
の

検
証

が
行

え
な

か
っ

た
。

事
前

学
習

の
実

施
と

効
果

の
検

証
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

8
7
%
の

学
生

が
S
I
H
道

場
の

「
文

章
・

レ
ポ

ー
ト

の
書

き
方

」
は

役
に

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

。
ま

た
自

由
記

述
に

お
い

て
，

「
レ

ポ
ー

ト
を

書
く

際
に

と
て

も
役

立
っ

た
」

と
い

う
記

述
が

見
ら

れ
，

効
果

が
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

等
を

用
い

た
評

価
が

行
え

な
か

っ
た

。
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
等

を
用

い
た

評
価

の
実

施
。

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

学
生

の
振

り
返

り
に

対
す

る
教

員
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
を

充
実

さ
せ

る
な

ど
，

自
主

的
な

振
り

返
り

を
促

す
方

法
を

検
討

す
る

。

一
方

で
，

日
頃

か
ら

授
業

で
学

習
し

た
こ

と
に

つ
い

て
振

り
返

り
を

行
っ

て
い

る
と

回
答

し
た

学
生

は
6
8
%
で

あ
り

，
3
2
%

の
学

生
は

自
主

的
な

振
り

返
り

が
実

践
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

わ
か

る
。

一
因

と
し

て
，

教
員

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
や

や
不

十
分

で
あ

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

る
。

ア
ン

ケ
ー

ト
で

「
学

修
（

体
験

）
を

振
り

返
る

こ
と

の
重

要
性

を
理

解
し

た
」

と
回

答
し

た
学

生
は

全
体

の
8
5
%
に

達
し

，
振

り
返

り
の

重
要

性
は

理
解

さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

8
5
%
の

学
生

が
，

S
I
H
道

場
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
に

満
足

で
き

，
大

学
で

の
学

修
に

お
い

て
役

に
立

っ
て

い
る

と
回

答
し

て
い

る
。

ま
た

，
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

重
要

性
を

理
解

し
た

と
い

う
学

生
も

9
1
%
に

達
し

た
。

与
え

た
課

題
に

対
し

，
グ

ル
ー

プ
毎

に
異

な
る

解
決

策
に

発
展

す
る

こ
と

を
期

待
し

た
が

，
ど

の
グ

ル
ー

プ
も

似
た

よ
う

な
発

表
に

な
っ

て
し

ま
っ

た
。

多
様

性
を

持
た

せ
る

工
夫

が
必

要
と

考
え

ら
れ

る
。

グ
ル

ー
プ

毎
に

異
な

る
課

題
を

与
え

る
。

も
し

く
は

複
数

の
課

題
か

ら
選

択
す

る
仕

組
み

に
す

る
な

ど
，

課
題

の
与

え
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
，

8
4
%
の

学
生

が
，

S
I
H
道

場
の

早
期

体
験

は
専

門
科

目
の

学
習

に
役

立
っ

て
い

る
と

回
答

し
て

い
る

。
ま

た
，

8
2
%
の

学
生

が
専

門
分

野
へ

の
興

味
関

心
が

高
ま

っ
た

と
回

答
し

て
お

り
，

一
定

の
効

果
は

あ
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

自
分

の
専

門
分

野
に

お
け

る
先

端
研

究

（
現

場
）

を
体

験
し

、
大

学
に

お
け

る

学
習

と
関

連
さ

せ
て

説
明

す
る

こ
と

が

で
き

る
。

早
期

体
験

の
報

告
会

で
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

教
員

が
評

価
す

る
。

研
究

室
訪

問
す

る
以

前
に

、
そ

の
分

野
に

つ
い

て
調

べ
て

み
る

。
応

用
理

数
コ

ー
ス

教
員

の
研

究
室

を
訪

問
す

る
際

の
手

順
や

マ
ナ

ー
等

の
指

導
を

行
う
。

学
ん

だ
こ

と
を

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

記
入

す
る

。
教

員
は

コ
メ

ン
ト

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

文
章

力
論

理
的

文
章

を
作

成
す

る
際

に
注

意
す

る
べ

き
こ

と
を

一
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

研
究

室
訪

問
で

得
た

知
識

等
を

ま
と

め
た

レ
ポ

ー
ト

を
作

成
さ

せ
、

教
員

が
評

価
す

る
。

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

文
章

力
」

の
４

つ
の

動
画

を
視

聴
す

る
。

論
理

的
な

文
章

の
書

き
方

に
関

す
る

指
導

を
行

う
。

学
ん

だ
こ

と
を

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
に

記
入

す
る

。
教

員
は

コ
メ

ン
ト

を
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

プ
レ

ゼ
ン

力
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
た

め
の

基
本

的
な

手
法

・
ツ

ー
ル

等

を
一

つ
以

上
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

報
告

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
教

員
が

評
価

す
る

。

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

」
の

３
つ

の
動

画
を

視
聴

す

る
。

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

行
う

に
あ

た
っ

て
の

注
意

点
を

指
導

す
る

。
学

ん
だ

こ
と

を
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
す

る
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

協
働

力
他

者
と

協
働

し
て

一
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

報
告

会
の

た
め

の
資

料
作

成
お

よ
び

報
告

会
で

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
通

し
て

グ
ル

ー
プ

活
動

に
つ

い
て

教
員

が
評

価
す

る
。

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「
協

働

力
」

の
３

つ
の

動
画

を
視

聴
す

る
。

グ
ル

ー
プ

で
話

し
合

い
を

行
う

際
の

注
意

点
を

指
導

す
る

。
学

ん
だ

こ
と

を
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
す

る
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

SI
H
道

場
の

授
業

実

施
枠

内
で

実
施

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

14.理工学部理工学科応用理数コース
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

14.理工学部理工学科応用理数コース
チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

に
も

見
ら

れ
る

よ
う

に
、

研
究

室
訪

問
で

専
門

分
野

に
触

れ
る

こ
と

に
よ

り
、

大
学

に
お

け
る

学
習

に
対

す
る

意
欲

が
増

し
た

と
思

わ
れ

る
。

自
分

の
興

味
あ

る
分

野
だ

け
で

な
く

、
ま

っ
た

く
知

ら
な

い
分

野
の

研
究

室
に

行
く

こ
と

で
、

視
野

が
広

が
っ

た
と

感
じ

た
学

生
も

多
く

い
た

。

５
・４
・３
・２
・１

研
究

室
訪

問
を

題
材

に
し

て
・

協
働

力
・

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

・
文

章
力

の
重

要
さ

を
身

を
も

っ
て

知
る

こ
と

で
、

こ
れ

か
ら

大
学

で
身

に
付

け
て

行
く

べ
き

こ
と

を
明

確
に

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

多
く

の
教

員
の

協
力

を
得

て
、

概
ね

良
好

に
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

今
後

改
善

し
た

ら
よ

い
と

思
う

点
は

、
上

記
に

挙
げ

た
通

り
で

あ
る

。

内
容

と
し

て
は

現
在

の
も

の
で

十
分

と
思

わ
れ

る
。

た
だ

、
盛

り
込

み
す

ぎ
と

思
わ

れ
る

。
時

間
内

で
消

化
し

た
り

、
高

校
の

詰
込

み
か

ら
思

考
を

重
ん

じ
る

大
学

の
学

習
へ

と
変

換
さ

せ
る

た
め

に
は

、
も

う
少

し
テ

ー
マ

を
絞

り
行

う
べ

き
と

考
え

る
。

施
設

の
問

題
や

限
ら

れ
た

時
間

で
行

う
必

要
が

あ
る

な
ど

の
制

約
が

多
く

、
対

応
が

難
し

い
も

の
も

あ
る

が
、

上
記

の
内

容
を

検
討

し
て

い
く

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

訪
問

先
を

考
え

る
の

に
ブ

レ
イ

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
を

用
い

て
い

る
が

、
何

か
他

に
良

い
方

法
が

あ
れ

ば
変

更
し

た
い

。
た

だ
、

下
記

協
働

力
に

は
、

こ
の

手
法

は
良

い
と

ア
ン

ケ
ー

ト
か

ら
は

読
み

取
れ

る
。

研
究

室
訪

問
の

時
間

を
「

２
０

分
／

研
究

室
」

と
し

て
設

定
し

た
が

、
時

間
が

足
り

な
い

と
感

じ
た

学
生

が
多

く
い

た
の

で
、

訪
問

す
る

研
究

室
の

数
と

の
バ

ラ
ン

ス
を

考
え

な
が

ら
、

時
間

の
見

直
し

も
行

い
た

い
。

よ
り

効
果

的
な

話
し

合
い

が
で

き
る

よ
う

、
ブ

レ
ー

ン
ス

ト
ー

ミ
ン

グ
を

含
め

工
夫

し
た

い
。

時
間

設
定

に
関

し
て

は
、

対
応

し
て

く
だ

さ
る

教
員

の
負

担
の

こ
と

も
考

え
な

が
ら

検
討

し
て

い
き

た
い

。

研
究

室
訪

問
ご

と
の

振
り

返
り

な
ど

、
文

章
を

書
く

機
会

を
設

定
し

た
こ

と
で

、
文

章
を

考
え

る
力

が
付

い
た

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

、
研

究
室

訪
問

依
頼

の
際

に
、

メ
ー

ル
で

各
教

員
に

問
い

合
わ

せ
る

よ
う

に
指

導
を

行
う

こ
と

で
、

正
し

い
書

き
方

な
ど

に
つ

い
て

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

提
出

さ
れ

た
文

章
の

多
く

に
対

し
て

チ
ェ

ッ
ク

作
業

を
行

う
こ

と
が

で
き

な
か

っ
た

。
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

こ
と

で
よ

り
高

い
学

習
成

果
が

得
ら

れ
た

と
思

わ
れ

る
。

時
間

配
分

の
検

討
を

行
い

、
振

り
返

り
の

時
間

を
充

分
に

確
保

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
用

紙
な

ど
に

よ
る

振
り

返
り

は
行

っ
た

が
、

話
し

合
い

を
す

る
機

会
は

少
な

か
っ

た
（

設
定

は
し

た
が

時
間

が
足

り
な

か
っ

た
）

。
学

生
同

士
で

話
し

合
う

機
会

を
増

や
す

こ
と

が
で

き
た

ら
と

思
う

。

振
り

返
り

の
大

切
さ

を
あ

る
程

度
理

解
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力
⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

す
べ

て
の

文
章

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
こ

と
は

負
担

的
に

難
し

い
と

思
わ

れ
る

。
研

究
室

訪
問

の
振

り
返

り
シ

ー
ト

な
ど

提
出

す
る

も
の

の
精

査
が

必
要

と
考

え
る

。
チ

ェ
ッ

ク
を

行
う

な
ど

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

の
機

会
を

増
や

す
こ

と
を

検
討

し
た

い
。

他
者

に
自

分
の

考
え

を
伝

え
る

こ
と

の
大

切
さ

と
難

し
さ

を
感

じ
取

り
、

プ
レ

ゼ
ン

を
行

う
と

き
の

注
意

点
に

つ
い

て
十

分
な

理
解

が
で

き
た

と
思

わ
れ

る
。

準
備

の
時

間
が

短
か

っ
た

こ
と

。
一

度
に

複
数

の
プ

レ
ゼ

ン
を

行
っ

た
の

で
、

声
が

入
り

交
じ

り
、

聞
き

取
り

に
く

い
状

況
で

あ
っ

た
。

プ
レ

ゼ
ン

で
、

資
料

が
小

さ
く

見
え

に
く

い
状

況
で

あ
っ

た
。

準
備

時
間

に
関

し
て

は
、

日
程

調
整

な
ど

で
十

分
に

対
応

可
能

と
思

わ
れ

る
の

で
、

検
討

を
し

て
い

く
。

他
の

改
善

し
た

い
点

は
、

以
前

か
ら

上
が

っ
て

い
る

問
題

で
あ

り
、

現
状

で
は

対
応

が
難

し
い

と
思

わ
れ

る
が

、
今

後
も

検
討

し
て

い
く

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

興
味

や
考

え
が

異
な

る
学

生
同

士
で

協
働

し
な

が
ら

研
究

室
訪

問
を

行
っ

た
り

し
た

こ
と

で
、

協
働

作
業

の
重

要
さ

を
知

り
、

ま
た

多
く

の
新

し
い

興
味

を
持

つ
こ

と
が

で
き

た
と

思
わ

れ
る

。

概
ね

良
好

で
あ

り
、

特
に

は
な

い
。

特
に

な
し

。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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SI
H

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（

概
要

の
み

）

事
前
学
習

授
業

③
学

習
の

振
り返

り

①
早
期
体
験

自
身

の
専

門
分

野
に

関
連

し
た

伝
統

技
術

の
実

際
や

絵
画

に
登

場
す

る
農

水
畜

産
物

や
農

業
・
食

品
・
医

療
文

化
と

大
学

に
お

け
る

学
習

に
つ

い
て

、
関

連
さ

せ
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

作
成

レ
ポ

ー
ト

の
提

出

学
外

研
修

で
体

験
し

た
伝

統
技

術
や

絵
画

に
登

場
す

る
農

水
畜

産
物

や
農

業
・
食

品
・
医

療
文

化
に

つ
い

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
利

用
し

て
自

主
的

に
調

べ
る

。

１
．

学
外

研
修

→
研

修
し

た
内

容
に

つ
い

て
調

査
し

、
レ

ポ
ー

ト
と

し
て

文
章

に
ま

と
め

る
。

２
．

学
外

研
修

→
研

修
し

た
内

容
に

つ
い

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
K

J
法

ワ
ー

ク
を

行
う

。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

文
章

力
論

理
的

文
章

の
作

成
・
レ

ポ
ー

ト
の

作
成

に
お

い
て

、
注

意
す

べ
き

点
に

つ
い

て
1
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

提
出

物
に

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
：
「
３

.
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

よ
う

」
に

あ
る

「
文

章
力

」
に

関
す

る
ビ

デ
オ

コ
ン

テ
ン

ツ
の

視
聴

早
期
体
験

１
の

内
容

に
対

し
て

作
成

し
た

レ
ポ

ー
ト
に

つ
い

て
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

、
ポ

イ
ン

ト
確

認
、

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

プ
レゼ

ン力
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
た

め
の

基
本

的
な

手
法

・
ツ

ー
ル

等
を

1
つ

以
上

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

る

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
：
「
３

.
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

よ
う

」
に

あ
る

「
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

力
」
に

関
す

る
ビ

デ
オ

コ
ン

テ
ン

ツ
の

視
聴

早
期
体
験

２
の

内
容

に
対

し
て

作
成

し
た

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

に
つ

い
て

、
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
を

用
い

た
ピ

ア
評

価
、

ポ
イ

ン
ト

確
認

、
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

協
働

力
他

者
と

協
同

し
て

1
つ

の
課

題
に

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

を
用

い
る

反
転

授
業

コ
ン

テ
ン

ツ
：
「
３

.
ラ

ー
ニ

ン
グ

ス
キ

ル
を

身
に

つ
け

よ
う

」
に

あ
る

「
協

働
力

」
に

関
す

る
ビ

デ
オ

コ
ン

テ
ン

ツ
の

視
聴

早
期
体
験

２
の

内
容

に
対

し
て

K
J
法

ワ
ー

ク
を

実
施

し
、

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

を
用

い
た

ピ
ア

評
価

を
行

う
。

学
ん

だ
こ

と
を

e
-
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

に
記

入
。

教
員

は
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

の
授

業
枠

内
で

実
施

授
業
実
施
枠

②

内
容

到
達
目
標

評
価
方
法
・基
準

15．生物資源産業学部
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

15.生物資源産業学部
チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

本
年

度
は

早
期

体
験

の
た

め
の

学
外

研
修

と
し

て
、

本
学

部
の

研
究

領
域

（
微

生
物

発
酵

技
術

）
で

あ
り

本
県

の
古

典
産

業
で

あ
る

藍
染

め
の

体
験

、
お

よ
び

世
界

的
名

画
に

現
れ

る
本

学
部

の
研

究
領

域
の

一
部

で
あ

る
農

業
・

食
品

・
調

理
等

の
文

化
的

学
習

を
実

施
し

、
そ

れ
ら

を
題

材
と

し
て

、
S
I
H

道
場

に
お

い
て

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

の
各

要
素

の
学

修
と

そ
の

振
り

返
り

を
行

っ
た

。
事

前
学

習
を

促
し

た
こ

と
か

ら
、

現
場

で
の

研
修

内
容

の
把

握
も

良
好

で
あ

っ
た

。
そ

の
結

果
、

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
、

回
答

し
た

8
0
%
以

上
の

学
生

か
ら

「
早

期
体

験
で

専
門

分
野

に
対

す
る

興
味

関
心

が
高

ま
っ

た
」

、
「

S
I
H
道

場
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

全
体

的
に

満
足

で
き

る
も

の
で

あ
っ

た
」

等
の

肯
定

的
な

回
答

が
あ

っ
た

。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

本
学

部
で

は
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
タ

ー
を

含
め

S
I
H
担

当
教

員
が

毎
年

入
れ

替
わ

る
こ

と
か

ら
、

教
員

全
て

に
対

し
て

、
「

M
a
h
a
r
a
」

に
替

わ
る

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

の
使

い
方

の
習

熟
を

図
る

た
め

の
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
よ

う
な

F
D
活

動
も

考
え

て
い

き
た

い
。

本
年

度
も

振
り

返
り

は
全

て
「

M
a
h
a
r
a
」

を
使

用
し

て
行

っ
た

。
こ

れ
は

学
生

に
と

っ
て

は
S
I
H
道

場
の

到
達

目
標

を
達

成
す

る
た

め
だ

け
で

な
く

、
大

学
の

情
報

サ
イ

ト
を

利
用

す
る

こ
と

に
習

熟
す

る
た

め
に

も
役

立
っ

た
と

思
わ

れ
る

。
一

方
、

そ
の

利
用

に
不

慣
れ

な
教

員
も

見
ら

れ
た

。
こ

れ
は

e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

の
使

用
が

ま
だ

教
員

に
十

分
普

及
し

て
い

な
い

こ
と

を
示

し
て

お
り

、
日

常
的

な
講

義
等

に
お

け
る

使
用

の
啓

蒙
が

必
要

と
感

じ
ら

れ
た

。

振
り

返
り

の
意

義
や

そ
の

ス
キ

ル
に

つ
い

て
は

解
説

を
行

い
、

S
I
H
道

場
の

振
り

返
り

に
必

要
と

な
る

課
題

提
出

物
の

評
価

・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

は
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

「
M
a
h
a
r
a
」

を
用

い
て

行
っ

た
。

こ
れ

ら
を

基
に

学
生

は
S
I
H
道

場
の

振
り

返
り

を
行

い
、

振
り

返
り

の
重

要
性

を
認

識
し

、
日

々
の

学
修

に
お

け
る

振
り

返
り

の
基

本
的

な
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
た

と
考

え
ら

れ
る

。
こ

れ
は

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
、

「
学

修
（

体
験

）
を

振
り

返
る

こ
と

の
重

要
性

を
理

解
し

た
」

の
項

目
に

8
8
%
の

学
生

が
肯

定
的

に
回

答
し

た
こ

と
か

ら
も

推
察

さ
れ

る
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

本
年

度
も

学
外

研
修

前
に

事
前

学
習

を
促

す
指

導
が

さ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

多
く

の
新

入
生

は
学

外
研

修
へ

の
心

構
え

・
準

備
を

し
、

学
外

研
修

に
意

欲
的

に
取

り
組

ん
で

、
そ

の
到

達
目

標
を

達
成

で
き

た
。

従
っ

て
本

年
度

の
S
I
H
道

場
の

取
り

組
み

は
、

概
ね

満
足

で
き

る
も

の
に

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
れ

は
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
「

S
I
H
道

場
の

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
は

全
体

的
に

満
足

で
き

る
も

の
で

あ
っ

た
」

の
項

目
に

対
し

て
、

8
0
%
の

新
入

生
が

肯
定

的
な

評
価

を
し

た
こ

と
か

ら
も

推
察

さ
れ

る
。

し
か

し
な

が
ら

、
研

修
先

に
つ

い
て

は
設

定
に

若
干

の
課

題
を

残
し

た
こ

と
も

踏
ま

え
、

評
価

は
4
と

し
た

。

本
年

度
は

学
外

研
修

先
に

専
門

分
野

関
連

企
業

の
研

修
が

盛
り

込
め

な
か

っ
た

こ
と

が
あ

り
、

こ
れ

は
改

善
が

必
要

と
考

え
ら

れ
る

。
ま

た
教

員
全

員
へ

の
e
ポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

シ
ス

テ
ム

の
利

用
の

普
及

も
、

今
後

の
課

題
と

し
て

挙
げ

ら
れ

る
。

本
学

部
の

現
行

の
S
I
H
道

場
プ

ロ
グ

ラ
ム

自
体

は
数

年
間

の
経

験
を

経
て

、
一

定
の

効
果

を
あ

げ
る

も
の

に
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
し

か
し

学
外

研
修

先
に

つ
い

て
は

、
毎

年
そ

の
選

定
に

困
難

が
生

じ
て

い
る

。
受

入
れ

企
業

が
担

う
負

担
か

ら
毎

年
の

受
入

れ
が

困
難

な
場

合
や

研
修

時
期

に
よ

っ
て

は
都

合
が

つ
か

な
い

等
の

問
題

も
多

く
な

っ
て

き
て

い
る

。
今

後
、

現
在

の
研

修
形

態
を

続
け

る
場

合
に

は
、

所
在

地
が

近
く

て
研

修
受

入
れ

可
能

な
新

た
な

企
業

を
開

拓
す

る
作

業
が

重
要

に
な

っ
て

き
て

い
る

。
こ

れ
を

次
期

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

タ
ー

に
引

き
継

ぐ
こ

と
に

し
た

い
。

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
. 概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
で

は
好

評
価

で
あ

っ
た

も
の

の
、

本
年

度
の

学
外

研
修

は
専

門
に

関
す

る
技

術
体

験
（

藍
染

め
体

験
）

と
文

化
学

習
（

大
塚

国
際

美
術

館
鑑

賞
）

の
み

に
止

ま
っ

た
。

専
門

分
野

に
関

連
す

る
企

業
等

の
社

会
現

場
の

学
外

研
修

に
つ

い
て

も
実

施
が

望
ま

れ
た

が
、

本
年

度
は

研
修

候
補

企
業

自
体

の
研

修
期

間
と

本
研

修
の

実
施

日
が

重
な

っ
た

り
、

候
補

企
業

の
最

大
受

入
れ

人
員

制
限

や
所

在
地

等
と

の
関

係
で

実
施

で
き

な
か

っ
た

。
こ

の
点

は
次

年
度

に
お

い
て

検
討

を
加

え
て

改
善

を
行

い
た

い
。

本
年

度
は

学
外

研
修

に
関

す
る

情
報

を
学

生
に

事
前

周
知

し
、

事
前

学
習

と
準

備
を

促
し

た
こ

と
か

ら
、

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
に

お
い

て
も

「
S
I
H
道

場
の

目
標

を
理

解
し

て
学

修
し

た
」

や
「

授
業

外
（

事
前

ま
た

は
、

事
後

）
に

お
い

て
学

習
を

行
っ

た
」

の
項

目
で

高
い

肯
定

的
回

答
が

得
ら

れ
た

。
し

か
し

無
視

で
き

な
い

数
の

事
前

学
修

が
不

十
分

な
学

生
も

い
た

こ
と

か
ら

、
こ

の
よ

う
な

事
前

周
知

を
次

年
度

は
さ

ら
に

強
化

し
て

い
き

た
い

。
ま

た
左

欄
に

も
記

載
し

た
よ

う
に

、
関

連
企

業
へ

の
研

修
に

つ
い

て
は

次
年

度
か

ら
復

活
で

き
る

よ
う

に
検

討
・

準
備

を
進

め
た

い
。

昨
年

度
と

同
様

に
、

S
I
H
道

場
の

学
外

研
修

終
了

後
に

、
こ

の
研

修
を

通
し

て
学

び
た

い
と

考
え

て
い

た
こ

と
（

事
前

）
、

実
際

に
現

場
で

学
ん

だ
こ

と
（

事
後

）
、

今
後

の
目

標
な

ど
に

つ
い

て
、

S
I
H
道

場
学

外
研

修
を

総
括

し
た

課
題

レ
ポ

ー
ト

の
作

成
を

行
っ

た
。

そ
の

結
果

、
学

生
は

、
学

外
研

修
先

の
事

前
学

習
や

実
際

の
現

場
で

の
体

験
の

印
象

に
加

え
、

事
後

に
調

査
し

た
事

柄
等

も
含

め
て

文
章

と
し

て
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

た
。

学
生

ア
ン

ケ
ー

ト
で

も
「

レ
ポ

ー
ト

等
の

学
術

的
文

章
を

書
く

際
に

必
要

な
準

備
や

基
本

的
な

ル
ー

ル
を

理
解

し
た

」
と

す
る

学
生

が
約

8
0
%
程

い
た

こ
と

か
ら

、
S
I
H
道

場
で

の
解

説
や

大
学

サ
イ

ト
の

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

に
関

す
る

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
視

聴
等

を
通

し
て

、
文

章
作

成
時

に
お

け
る

書
き

方
、

組
み

立
て

方
な

ど
の

基
本

的
な

ス
キ

ル
に

つ
い

て
学

修
で

き
た

と
考

え
ら

れ
る

。

学
生

の
提

出
し

た
レ

ポ
ー

ト
へ

の
教

員
の

コ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

は
、

担
当

す
る

教
員

毎
で

記
載

す
る

内
容

や
分

量
に

や
や

バ
ラ

ツ
キ

が
見

ら
れ

た
こ

と
か

ら
、

コ
メ

ン
ト

記
載

に
関

す
る

標
準

的
な

基
準

も
、

事
前

に
教

員
間

で
協

議
す

る
こ

と
が

必
要

と
考

え
ら

れ
た

。

本
年

度
も

、
文

章
力

に
関

し
て

は
S
I
H
道

場
実

施
後

に
学

習
結

果
や

体
験

を
ま

と
め

る
レ

ポ
ー

ト
を

作
成

さ
せ

、
そ

れ
を

評
価

し
た

。
そ

の
結

果
、

概
ね

良
好

な
成

果
が

得
ら

れ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
た

た
め

、
こ

れ
を

継
続

し
て

い
く

。
し

か
し

そ
れ

に
加

え
て

、
教

員
の

コ
メ

ン
ト

作
成

に
つ

い
て

は
学

生
へ

ア
ド

バ
イ

ス
す

べ
き

ポ
イ

ン
ト

な
ど

の
基

準
の

設
定

も
考

え
て

い
き

た
い

。

昨
年

度
と

同
様

に
、

各
学

生
が

学
外

研
修

に
お

い
て

の
早

期
体

験
を

通
し

て
学

ん
だ

こ
と

、
感

じ
た

こ
と

、
得

た
こ

と
等

を
ま

と
め

、
3
班

に
分

け
た

そ
れ

ぞ
れ

の
班

の
学

生
と

担
当

教
員

を
前

に
し

て
、

各
人

が
1
〜

2
分

間
ず

つ
壇

上
に

お
い

て
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

っ
た

。
そ

の
過

程
に

お
い

て
、

聴
衆

に
対

し
て

自
分

の
意

見
を

明
確

に
述

べ
る

こ
と

、
そ

の
た

め
に

は
準

備
や

予
行

が
必

要
な

こと
、

ま
た

、
他

者
の

意
見

と
自

分
の

意
見

と
の

類
似

点
や

相
違

点
も

踏
ま

え
て

プ
レ

ゼ
ン

す
る

こ
と

等
の

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

の
基

本
的

ス
キ

ル
が

概
ね

修
得

で
き

た
と

考
え

ら
れ

る
。

こ
れ

は
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

の
「

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
を

効
果

的
に

行
う

た
め

に
必

要
な

準
備

・
姿

勢
・

資
料

を
理

解
し

た
」

の
項

目
に

8
0
%
以

上
の

肯
定

的
回

答
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
も

推
察

さ
れ

る
。

S
I
H
道

場
の

授
業

進
行

を
記

載
し

た
プ

リ
ン

ト
を

配
付

し
て

の
説

明
や

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

の
視

聴
な

ど
も

行
っ

て
い

た
の

で
、

学
生

は
事

前
に

準
備

を
行

っ
て

プ
レ

ゼ
ン

に
臨

ん
で

い
た

。
し

か
し

、
準

備
状

況
は

各
学

生
で

大
き

な
差

が
あ

る
よ

う
に

見
え

た
。

こ
の

点
は

改
善

が
必

要
と

思
わ

れ
る

。

次
年

度
は

事
前

準
備

の
重

要
性

を
よ

り
明

確
に

解
説

し
、

各
人

が
大

学
サ

イ
ト

で
の

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

に
関

す
る

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

を
復

習
の

た
め

に
視

聴
す

る
こ

と
の

重
要

性
も

強
調

し
促

す
よ

う
に

す
る

。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

昨
年

度
と

同
様

に
、

学
外

研
修

の
学

習
体

験
を

今
後

の
学

び
に

ど
う

活
用

し
て

い
く

の
か

に
つ

い
て

、
K
J
法

に
よ

っ
て

各
班

毎
に

グ
ル

ー
プ

討
論

を
行

い
、

意
見

を
集

約
・

分
析

し
て

グ
ル

ー
プ

発
表

を
行

っ
た

。
3
班

の
各

々
で

5
〜

6
名

か
ら

な
る

6
グ

ル
ー

プ
を

作
成

し
グ

ル
ー

プ
討

議
を

行
っ

た
が

、
K
J
法

に
お

け
る

各
人

の
役

割
や

グ
ル

ー
プ

討
議

の
や

り
方

も
理

解
が

早
く

、
短

時
間

内
に

活
発

な
討

議
が

な
さ

れ
た

。
学

生
は

こ
の

過
程

で
協

働
作

業
の

重
要

性
や

具
体

的
な

ス
キ

ル
も

学
修

で
き

た
と

考
え

ら
れ

る
。

実
際

に
学

生
ア

ン
ケ

ー
ト

に
お

い
て

も
、

「
他

者
の

意
見

を
聞

き
取

り
、

そ
れ

を
ま

と
め

た
発

表
を

し
た

こ
と

は
、

講
義

の
中

で
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
す

る
と

き
に

役
立

っ
て

い
る

」
、

「
他

者
と

協
力

す
る

こ
と

の
大

切
さ

を
学

べ
た

」
等

の
コ

メ
ン

ト
が

あ
り

、
ア

ン
ケ

ー
ト

項
目

の
「

１
つ

の
課

題
に

対
し

て
、

他
者

と
協

力
し

て
取

り
組

む
際

の
留

意
点

を
理

解
し

た
」

に
つ

い
て

も
9
1
%
と

高
い

肯
定

的
回

答
が

あ
っ

た
。

班
に

よ
り

、
ま

た
グ

ル
ー

プ
に

も
よ

る
が

、
議

論
が

白
熱

す
る

傾
向

が
見

ら
れ

、
予

定
時

間
を

超
過

し
て

し
ま

う
こ

と
も

少
な

か
ら

ず
あ

っ
た

。
従

っ
て

、
発

表
の

時
間

配
分

や
議

論
の

収
束

/
取

り
纏

め
の

重
要

性
を

、
事

前
に

担
当

教
員

か
ら

明
確

に
指

導
し

て
お

く
こ

と
が

必
要

と
な

る
。

本
学

部
で

は
協

働
力

と
プ

レ
ゼ

ン
力

の
両

方
の

ス
キ

ル
を

学
修

す
る

た
め

に
K
J
法

を
採

用
し

た
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

行
っ

て
い

る
が

、
K
J
法

に
よ

る
グ

ル
ー

プ
内

の
協

働
作

業
に

よ
る

議
論

と
取

り
纏

め
、

さ
ら

に
そ

の
結

果
発

表
や

討
論

の
た

め
に

は
十

分
な

時
間

を
と

る
こ

と
が

必
要

で
あ

る
。

現
在

の
時

間
配

分
で

は
、

3
班

（
約

3
5
人

）
に

分
か

れ
て

、
個

人
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
9
0
分

、
K
J
法

（
要

素
洗

い
出

し
、

取
り

纏
め

、
発

表
）

で
9
0
分

の
時

間
配

分
に

な
っ

て
い

る
。

次
年

度
は

こ
れ

を
変

更
し

、
個

人
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
少

し
コ

ン
パ

ク
ト

に
ま

と
め

、
そ

の
時

間
枠

の
後

半
に

K
J
法

の
説

明
と

要
素

洗
い

出
し

（
要

素
カ

ー
ド

の
書

き
出

し
）

を
行

っ
て

準
備

し
、

次
の

時
間

枠
で

は
す

ぐ
に

取
り

纏
め

に
入

っ
て

、
結

果
発

表
と

そ
の

討
論

に
多

く
の

時
間

を
割

り
当

て
る

時
間

設
定

に
す

る
こ

と
も

検
討

し
た

い
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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S
IH

道
場

必
須

項
目

設
計

表
（概

要
の

み
）

事
前

学
習

授
業

③
学

習
の

振
り

返
り

①
早

期
体

験

医
療

現
場

で
活

躍
し

て
い

る
専

門
家

の
講

演
を

聴
講

し
、

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
し

て
自

分
自

身
を

振
り

返
り

、
今

後
の

自
分

の
学

習
の

あ
り

方
に

つ
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

他
学

部
・学

科
学

生
と

の
合

同
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

で
の

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
に

つ
い

て
班

毎
に

ル
ブ

ー
リ

ッ
ク

評
価

を
行

い
、

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

で
個

別
に

評
価

す
る

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
テ

ー
マ

に
関

連
し

た
資

料
を

閲
覧

す
る

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

テ
ー

マ
に

沿
っ

た
専

門
家

の
講

演
を

聴
講

す
る

。
他

学
部

・学
科

学
生

と
合

同
で

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

行
い

、
テ

ー
マ

に
つ

い
て

の
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

、
振

り
返

り
レ

ポ
ー

ト
に

学
ん

だ
こ

と
を

記
入

す
る

。
教

員
は

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

を
評

価
し

、
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
す

る
。

S
IH

道
場

「チ
ー

ム
医

療
入

門
」平

成
31

年
9

月
30

日
13

:0
0-

17
:0

0

文
章

力

今
後

の
自

分
の

学
習

の
あ

り
方

に
つ

い
て

レ
ポ

ー
ト

に
ま

と
め

る
こ

と
が

で
き

る
。

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

で
評

価
す

る
。

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「文
章

力
」の

動
画

を
視

聴
。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
終

了
後

に
、

今
回

の
テ

ー
マ

に
つ

い
て

自
分

の
意

見
を

振
り

返
り

レ
ポ

ー
ト

と
し

て
ま

と
め

、
提

出
す

る
。

教
員

は
振

り
返

り
レ

ポ
ー

ト
を

評
価

し
、

コ
メ

ン
ト

に
よ

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
行

う
。

S
IH

道
場

「チ
ー

ム
医

療
入

門
」平

成
31

年
9

月
30

日
13

:0
0-

17
:0

0

プ
レ

ゼ
ン

力

グ
ル

ー
プ

で
討

議
し

た
結

果
を

他
の

グ
ル

ー
プ

に
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

で
き

る
。

代
表

者
の

発
表

を
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
表

を
用

い
て

評
価

す
る

。
（班

全
体

の
評

価
と

す
る

）。

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
力

」の
動

画
を

視
聴

３
～

４
班

合
同

で
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
も

と
に

各
班

の
発

表
と

討
議

を
行

う
。

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

を
作

成
し

、
教

員
か

ら
の

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

結
果

を
eポ

ー
ト

フ
ォ

リ
オ

で
確

認
す

る
。

S
IH

道
場

「チ
ー

ム
医

療
入

門
」平

成
31

年
9

月
30

日
13

:0
0-

17
:0

0

協
働

力

他
者

と
協

力
し

て
、

テ
ー

マ
に

つ
い

て
討

議
（意

見
交

換
）し

、
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
で

き
る

。

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

評
価

表
を

用
い

て
評

価
す

る
（班

全
体

の
評

価
と

す
る

）

反
転

授
業

ビ
デ

オ
コ

ン
テ

ン
ツ

「協
働

力
」の

動
画

や
K

J
法

の
動

画
を

視
聴

す
る

。

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
の

テ
ー

マ
に

つ
い

て
班

単
位

で
K

J法
を

用
い

て
プ

ロ
ダ

ク
ト

を
作

成
す

る
。

リ
フ

レ
ク

シ
ョ

ン
シ

ー
ト

を
作

成
す

る
。

教
員

か
ら

の
ル

ー
ブ

リ
ッ

ク
評

価
結

果
を

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
で

確
認

す
る

。

S
IH

道
場

「チ
ー

ム
医

療
入

門
」平

成
31

年
9

月
30

日
13

:0
0-

17
:0

0

学
生

が
授

業
を

通
し

て
何

が
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
に

つ
い

て
具

体
的

に
明

記
す

る
。

明
記

の
仕

方
と

し
て

「○
○

で
き

る
」と

表
現

す
る

と
良

い
。

反
転

授
業

の
形

式
で

設
計

し
、

コ
ン

テ
ン

ツ
を

使
用

す
る

こ
と

を
推

奨
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ブ
・ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
で

実
施

す
る

。

eポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
を

活
用

し
、

学
生

と
教

員
間

の
コ

メ
ン

ト
の

や
り

取
り

を
行

う
。

「①
早
期
体
験

」の
よ

う
に

既
存

の
授

業
で

置
き

換
え

る
こ

と
も

可
能

で
す

。

16.医療教育開発センター

授
業

実
施

枠

②

内
容

到
達

目
標

注
意

点

評
価

方
法

・基
準
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SI
H

道
場

 プ
ロ

グ
ラ

ム
設

計
評

価
シ

ー
ト

要
素

学
生
の
学
修
効
果
・成
果

改
善
し
た
い
点

次
年
度
に
向
け
た
対
応

16.医療教育開発センター
チ
ェッ
ク

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

他
学
科
の
学
生
と討

議
し、
発
表
す
る
機
会
が
あ
り、
目
標
は
達
成
して
い

る
と考

え
られ

た
。

５
・４
・３
・２
・１

⑱
学
生
が
振
り返

った
内
容
に
つ
い
て
教
員
が
フィ
ー
ドバ
ック
を

行
った

変
更
は
予
定
して
い
な
い
。

特
に
な
し

お
お
む
ね
達
成
で
き
た
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

総
合
的
に
概
ね
十
分
で
あ
る
と考

え
られ

た
。

チ
ー
ム
医
療
入
門
は
、将

来
チ
ー
ム
医
療
を
実
践
す
る
た
め
の
準
備
教
育

の
第
一
段
階
とし
て
位
置
づ
け
られ

、医
・歯
・薬
学
部
の
教
員
が
チ
ュー

ター
とし
て
参
加
して
い
る
。毎

年
、初

め
て
参
加
す
る
教
員
も
多
い
。事

前
に
説
明
を
行
って
い
る
が
、説

明
か
らW

S当
日
ま
で
、日

程
に
余
裕
が
な

か
った
た
め
、も
う少

し時
間
に
余
裕
を
持
った
説
明
会
の
日
程
を
組
み
た

い
。

教
員
に
対
す
る
説
明
会
を
、本

年
度
よ
りも
早
く実
施
す
る
。

総
合

⑤
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

協
働

力

⑪
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た⑦
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た ⑧
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

⑫
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

プ
レ

ゼ
ン

力

⑨
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

振
り返

り

⑯
振
り返

りの
意
義
や
方
法
に
つ
い
て
、学

生
に
説
明
す
る
、ま
た

は
テ
キ
ス
トの
利
用
な
どで
理
解
を
促
した

⑰
各
授
業
（
体
験
を
含
む
）
の
最
後
や
SI
H
道
場
の
終
了
時
に

学
生
が
振
り返

る
時
間
を
設
け
た

⑲
実
施
し
た
SI
H
道
場
プ
ロ
グ
ラム
を
総
合
的
に
見
て
、今

年
度
の
授

業
設
計
は
、学

生
が
到
達
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、｛

5.
十
分
で

あ
った
、4
.概
ね
十
分
で
あ
った
、3
.ふ
つ
う、
2.
や
や
不
十
分
で
あ
っ

た
、1
.不
十
分
で
あ
った
}。

※
その
他
、他

の
授
業
との
接
続
・発
展
内
容
・授
業
運
営
等
の
課
題
が
あ
り

まし
た
らお
書
きく
だ
さい
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

項
目

①
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

③
学
生
に
課
した
事
前
学
習
は
、学

生
の
早
期
体
験
を
意
義
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
効
果
的
だ
った

④
設
計
した
到
達
目
標
を
学
生
は
達
成
す
る
こと
が
で
き
た

早
期

体
験

②
設
計
した
内
容
は
、専

門
分
野
の
学
修
に
対
して
学
生
を
動

機
づ
け
る
とい
う点

で
効
果
的
だ
った

ラ
ー

ニ
ン

グ
ス

キ
ル

文
章

力

⑩
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑥
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

特
に
な
し

変
更
は
予
定
して
い
な
い
。

お
お
む
ね
達
成
で
き
た
。

特
に
な
し

変
更
は
予
定
して
い
な
い
。

W
Sで
作
成
した
プ
ロダ
クト
を
他
の
班
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
で
き
て
い
た
。
特
に
な
し

変
更
は
予
定
して
い
な
い
。

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

W
S形

式
の
プ
ログ
ラム
で
あ
る
。与

え
られ

た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、討

議
し、

プ
ロダ
クト
を
作
成
して
い
た
。

特
に
な
し

変
更
は
予
定
して
い
な
い
。

⑮
学
生
の
評
価
は
、ル
ー
ブ
リッ
ク等

で
基
準
を
明
確
に
して
行
っ

た
は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

⑬
設
計
した
ア
クテ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
型
授
業
は
、学

生
の
学
修
に

とっ
て
効
果
的
で
あ
った

⑭
学
生
に
課
した
授
業
外
学
修
（
事
前
、ま
た
は
事
後
）
は
、

学
生
の
学
修
に
とっ
て
効
果
的
で
あ
った

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

設
計
し
て
い
な
い

は
い
・ど
ち
らと
も
い
え
な
い
・い
い
え

課
し
て
い
な
い
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令和元年度 SIH道場振り返りシンポジウム実施報告 

1）開催趣旨 

各学部・学科での「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」を振り返り、取組内容およ
び成果と課題を共有し、次年度のプログラム改善に繋げる。 
 

2）実施概要 

日時：令和元年 11 月 15日（金）16:30～19:00（16:00 受付開始） 
場所：常三島キャンパス 総合科学部地域連携プラザ 2階地域連携大ホール（けやきホール） 
参加対象：大学、短大、高等専門学校、高等学校の教職員及び学生 
【令和元年度 SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～振り返りシンポジウムポスター】 

 

3）開催報告 

最初に、宮崎隆義教授（大学教育再生加速プログラム実施専門委員会副委員長）が開会の
挨拶を行った。次に「令和元年度 SIH 道場の総括」として、塩川奈々美特任助教が、大学
教育に対する社会のニーズの変化、SIH 道場の目的および令和元年度の各プログラムの取
組み概要について紹介すると共に、令和元年度の学生アンケート結果について説明を行っ
た。続いて、「SIH 道場授業設計コーディネーターによる実施報告」として、コーディネー
ターを代表して上月康則教授（理工学部理工学科社会基盤デザインコース）と友竹正人教授
（医学部保健学科看護学専攻）が報告を行い、各学部学科の授業設計コーディネーターによ
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る「ポスター発表」が行われた。その後、「SIH 道場受講生からの報告」として SIH道場評
価・改善 WG の学生から各学部学科で取り組まれた SIH 道場に関する意見が述べられた。
その後の「ディスカッション」には宮崎隆義教授、上月康則教授、塩川奈々美特任助教、SIH
道場評価・改善WG 委員 2 名（安田結月さん（総合科学部）・中野剛志君（理工学部社会基
盤デザインコース））が登壇し、吉田博講師の司会のもと、SIH 道場の役割や効果、持続可
能な SIH 道場の実施方法に関するディスカッションを展開した。 

本シンポジウムには、学内教職員、学生および外部評価委員の 72 名が参加し、今年度の
SIH 道場の課題を踏まえ、次年度に向けた改善点を検討する機会となった。 

4）ディスカッションのまとめ 

ディスカッションは、シンポジウムで共有されてきた SIH 道場の実施報告やアンケート
結果、学生からの意見などを踏まえて、さまざまな立場の参加者間で議論を行い、次年度以
降のプログラム改善に繋げることが目的である。登壇者は、教養教育院より宮崎隆義教授・
教養教育院長（大学教育再生加速プログラム実施専門委員会副委員長）、授業設計コーディ
ネーターより理工学部社会基盤デザインコース上月康則教授、各プログラムの実施支援の
立場より高等教育研究センター教育改革推進部門の塩川奈々美特任助教、受講者の立場よ
り理工学部社会基盤デザインコースの中野剛志君、総合科学部安田結月さんの 5名であり、
司会は高等教育研究センター教育改革推進部門の吉田博講師が務めた。 
ディスカッションでは、事前に会場参加者に配付された「EQシート」を活用し、SIH道

場振り返りシンポジウム全体や「SIH 道場評価・改善 WG 委員」の学生に向けた質問を受
け付けた。 
まず、参加学生から「SIH道場の活動意義について、どの程度各学部学科で周知されてい

るのか。SIH 道場の意義について担当の先生から説明がなかった。」とする質問がなされ、
授業設計コーディネーター代表として上月教授より「社会基盤デザインコースでは、1泊 2
日でプログラム。少人数で担当しているから情報共有はなされている。」との回答が得られ
た。次に同じく参加学生から「SIH 道場の活動内容や量が各学部学科で大きな差があるのは
なぜか。」との質問がなされ、SIH 道場の実施・支援を担当する塩川特任助教から「教員の
規模による。授業に割ける人数に違いがある。各学部学科でどこまで目指すのか、目標が違
うため、実施日数や時間にも差が出てくる。」と回答された。これらの質問により、SIH 道
場実施の意義理解が十分に学生に伝わっていない状況があることが明らかとなった。 
次に、「SIH 道場の早期体験について受講後に振り返ることがあるか」という質問がな

され、受講生を代表して中野君、安田さんが「友達作りのきっかけになったし、その友人
と振り返ることがあった。」と回答した。SIH 道場設計の必須項目である「早期体験」を
通じて、入学時点の学生にとって、専門分野を体験するだけでなく、友人作りのきっかけ
となってい
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ることがわかった。 
また、「教養や専門の授業などでどれぐらいの割合で AL を行うのが良いか。」との質問に

は塩川特任助教は「AL をどう想定するのかにもよる。AL をどのような目的で利用するの
かによる。」と回答し、教養教育院の宮崎教授は「AL ではコミュニケーション能力が養われ
るが、知識の習得には至らないのではないかという問題がある。ALをしながら学生が自ら
知識を取り入れていくことが求められる。初年次から教養に触れるにあたり、SIH道場の基
本的な部分で多くの教員が関わり、ALを身に付けてもらっている。学生がもつ潜在的な能
力を伸ばすために、効果的に AL を実施できればと思う。」との意見が述べられた。学生視
点からの回答も求められ、安田さんが「AL をどう活用するか。授業を実施する教員が学生
に学びを与えられるよう問題提起をし、働きかける。その手段として ALが実施されれば効
果的である。割合は知識と AL の割合は７：３、８：２など。」と述べた。AL の普及・導入
が求められる中、学修の目的に応じた効果的な導入が求められている。 
「人的・経済的コストの観点から持続可能な内容にするためにはどういう工夫が可能で

しょうか。低コストでも効果の高いコンテンツに関して何かアイデアはありますか。」とい
う質問には上月教授が回答し、コースで伝統的に行っている合宿の費用について、学友会に
よる補助や、安く利用できる宿泊施設の活用、学生による 1000 円程度の自己負担、企業か
らの支援を募るなどコースでできる努力を行っている旨を説明した。 
「満足度に何が影響しているのか。分析しているか。」という質問には塩川特任助教が指

名され、昨年度の自由記述の解析の結果から、各コースの SIH 道場授業内容のうち、満足
度の高いものは何なのかについて一定の偏りが確認されたことを報告した。 
この他、SIH 道場で学んだことが専門課程で活かされているという実感があるかどうか

について質問がなされ、司会の吉田講師がフロアの参加教員に意見が求めた。「SIH 道場の
事業が始まる前と後とで学生に違いは感じられるか」の問いかけにフロア参加者は「変わっ
たと思う（２名）」「変わっていないと思う（10 名以上）」となり、SIH道場の効果について
検討を重ねる必要があることが明らかとなった。 
今後の SIH 道場の運用を行っていくためには、各学部学科の SIH 道場授業設計コーディ

ネーターを含めた授業担当者による SIH 道場の積極的な活用が求められる。学生たちの学
びが一単位の枠組みに収まらなければならないということではなく、SIH 道場を契機とし
他科目へ波及させ、その学び・学ぶ姿勢が将来的な学修の深化へと続くよう、連携を図る必
要性が示唆された。継続的かつ発展可能な SIH 道場の運用を目指し、教員、学生双方との
議論を重ねていきたい。 
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5）令和元年度 SIH道場振り返りシンポジウム 参加者アンケート集計結果 

開催日時：令和元年 11月 15 日（金）16:30～19:00 
参加者数：72 名（うち運営スタッフ 10 名） 
アンケート回答者数：51 名（回収率：70.8%） 
 
問 1. 回答者の所属について 

 

問 2. 振り返りシンポジウムについて 

 
 
 

1.教員(SIH道場授業関係者)

29%

2.教員(AP委員)

2%

3.教員(1~2に該当しない)

8%4.職員

12%

5.学生

43%

6.AP外部評価委員

6%

63%

43%

47%

65%

53%

33%

49%

43%

31%

43%

4%

8%

10%

4%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問2-(1).シンポジウムへの参加によって、SIH道場全体の
取組への理解が深まった

問2-(2).シンポジウムへの参加によって、所属の教育プロ
グラムの成果や課題が理解できた

問2-(3).シンポジウムへの参加によって、他の教育プログラ
ムの取組や成果が理解できた

問2-(4).シンポジウムへの参加によって、学生の感想・成
果が理解できた

問2-(5).シンポジウムは全体的に満足できるものであった

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる

2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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問 3. 振り返りシンポジウムに参加した感想 

 
問 4. 参加してよかった点，今後の改善点（自由記述） 
 SIH 道場について改めて理解を深めることができた点。 
 SIH 道場が今後更に有意義な授業になるシンポジウムだと思いました。 
 他学部の先生のお話から、学習に対する意識やコミュニケーション力を高めるために

様々な工夫をされていることが分かりました。 
 私自信は大学（高等教育）において、こういう活動をする意義を見出すことができませ

ん。高校や中学校でやるべきことかなと思いました。他の医療人と交流できたのは良か
ったという感想は多かった。 

 登壇中に周りを見回すと寝ている大人の方が多かったので次回からは注意して頂きた
いです。 

 学生に圧がかかっていたように感じた 
 学生からの意見のうち、上級生（学部 2～4年）にサポートに入ってもらいたいという

言葉が印象に残った。補助金終了後も何らかの形でつなげて頂きたい。 
 振り返りを教員と学生が共有できるという場があるのは良いと思う。互いの意見を聞

くことで、それぞれの視点で物事を考えられ、より実り多いものになっていくと思った。 
 他学部の取り組みを参考に改善について考えてゆきたい。 
 〇〇先生が発表された社会基盤コースの取組みが非常に良かった。学生にとっても非

常に有効な取り組みになっていると思う。他の学部でも、マネしやすいので、広く紹介
してはどうでしょうか。 

 教員間のふり返りが必要。 
 よかった：単純に、他の授業とは違い、多くの先生方が形作っていることを理解できた

点。改善点：時間管理。"簡けつに"という言葉が目立ち、本来あるべき意見を少しけず
っている気もする。重要な部分が伝わらないおそれがある。 

 ポスター発表で他学部の SIH 道場の取り組みを知ることができた。SIH 道場受講生か
らの報告とディスカッションのときの質問に抽象的な内容が多く答えることが少し難
しかった。 

 改めて SIH道場について考える機会になりました。ありがとうございました。 

52%

49%

36%

44%

49%

57%

4%

2%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

問3-(1).所属で実施されているSIH道場の成果や課題を
振り返ることができた

問3-(2).学生(あるいは教員)の視点でSIH道場の成果
や課題を考えることができた

問3-(3).他の学科で実施されている取組を参考して今後
の改善を図っていきたい

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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 学生の発言は良いですね
 他の学部が SIH 道場で何をしたのかたくさん聞けてよかった。私の学部では、グルー

プ発表の後の教授の評価があまり厳しくなかったので、もっと厳しく言ってほしかっ
たです。

 大学の講義をうけると、もっと生徒が自発的に受けることのできる講義にできるので
はないか思う。生徒の意見をしっかりと教員に伝えてほしいなと思いました。

 ・小グループに分けた、グループディスカッションを取り入れると、より、ふりかえり
が充実すると思う。・SIHに積極的に取り組んでいる学科もあり、今後の取り組みが改
善できる可能性があることが分かった。・栄養の教授が後半見当たらなかった。（熱心で
ないことがはっきりわかった）。

 他学科や教員の意見を聞き、SIH 道場についての理解を深めることができた。
 SIH 道場の目的を再認識し、これからの学生生活にどう活かしていけば良いのか理解

できた。
 SIH 道場をどのように先生方がプログラムして、目的をもっているかが分かってよか

った。
 SIH 道場のとり組みについて、学部、学科、専攻で差があると知り、それは塩川先生が、

教員の人数の差であるとおっしゃっていたが、栄養と比べると、放射はとても貴重な体
験をすることができたと考えるので、それは差がありすぎると考えた。

 学生の様々な意見を聞くいい機会でした。
 他の学部がどのような活動をしたのかが分かった。また、生徒と教師の双方向の授業が

良いと改めて思った。
 他学部・他学科・他専攻・他コースの SIH の取り組みを聞き、参考なる点もたくさん

ありこれからの学びにつなげていきたいと思った。教授の方とのディスカッションも
勉強になり有意義な時間であった。

 他学部の人の話が聞けてよかった。
 他のコースの取組を具体的に聞けたこと 学生のコメントも参考になった
 受講生の姿、成長している姿が
 他の人の意見が聞けたこと。と他学部で SIHとして行っていることを知れたこと。
 学生さんの意見を聞けたのは、有意義でした。
 やはり振り返りが、異なる意見や観点を持った方といっしょにできたことが有意義で

した。
 ・学生の意見がきけたことがよかった。 ・多くの教員、学生が参加できる時間帯に開

催してほしい
 参加者が少ないので参加者を増やす必要があるように思う。
 SIH 道場プログラムに対する学生の生の意見が聞けた。シンポジウムは有意義であっ

たが、参加人数が少ないと感じた。これらが学科・コースで共有されれば、本プログラ
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ムが、さらに充実したものになると考えられる。 

問 5. 所属の SIH 道場を体験しての感想及び意見（自由記述） 
 やらないよりもやって良かったと思う。
 MRI を使って脳機能についての研究体験を行いました。卒研の時には、さらに深く学

習することができるということで今後の学習に意欲的に取り組みたいと思いました。
 総合科学部と他の学部とは教育に関する考え方が違うのでこういう活動は、他学部に

任せた方が良いのではないでしょうか。
 喋る機会を頂けて非常に有難かったです。
 もっと意義のあるコンテンツに改善できないものか。2 学科合同に無理があるのか。と

いう感想です。
 やったわりに実感がうすい。「無くても良い」「怠い」という意見を友人への聴き取りで

聴いた。実を言うと、僕自信にも憶えていることが少ない。いくら重要でも、生徒にと
って面白くなければ効果がない。☆アンケートの信ぴょう性が低い。「どちらでもない」
を取り入れ、本当に「どちらかというと良い/悪い」と思っている実教をハアクすべき。

 大学入学前のプログラムだったこともあり戸惑いもあったが大学での学びの基盤とな
ったことを実感している。

 SIH 道場の実施の効果はある（はず）だと思うが、3年生あたりを見て、SIH 道場がは
じまった年の前後よりも、改組に伴う入学生の質（？）の違いが大きすぎて、SIH 道場
の効果が分からなかった。改組後入学した学生（光）のモチベーションアクテイブィテ
ィは以前に比べ低いが、SIH のおかげで、ましなのかもしれないと思う。

 藍染体験は、生物資源産業学部にとても関係している内容だったので、来年度も続けて
ほしい。

 生徒だけでなく、教員も SIH 道場の内容を理解して講義をすると、よりよい講義にな
ると思う。

 ・プログラムに関して、担当教師（教授）があまり積極的ではない、と感じた。・人数
に応じた取り組み方をしっかりと決めてほしい。（人数が足りないなら、上級生を活用
すれば良いと思う）・担当者アンケー回答率が悪く、0%の学科もあったため、生徒と同
様に聞き取り調査を行うべきだと思う。そこで、担当者と生徒との認識や満足度のずれ
が見えるようになる。

 アクティブ・ラーニングを通して学科やプレゼンについて学べ、同じ学科の友人もでき
て充実した学生生活をおくることができるきっかけを作ってくれたように思う。個人
的にはとても良かった。

 将来に向けての心構えができた。
 私の所属では地引き網をして、友達がたくさんでき、協働性がついてとてもよかった。
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しかし、大学で必要なレポートの知識等は教えてもらえなかったため、そのプログラム
を組み込む必要があると感じた。 

 私は早期研究室体験を通して、芳賀研究室で、min-max 補正と、Z-score補正を用いて
両者の補正の特徴とその差が有意であるかを調べた。その結果を他の研究室で体験を
していて、基礎知識のない放射線校の仲間に分かりやすく伝える発表をするために、画
像や実際に用いた結果を power point にまとめ、発表した。そのときに班全員で、1 つ
の研究結果をみんあに分かりやすく伝えるために、議論したことは、プレゼンテーショ
ン能力の向上やコミュニケーション能力の向上に役立ったと考える。また、1年のうち
に将来の仕事像が見えたことは、今後のモチベーションにつながったと思う。

 お世話になりました。勉強になりました。
 友達ができるきっかけとなった。大学でどのような学びをするのかが分かって良かっ

た。
 学部生の 3，4 年生の意見も聞きたかったです。（SIH 道場で学んだことが活かせてい

るのか、自分の成長も実感できているか）来年以降も、ふり返りシンポが開かれるなら、
卒業生にもアンケートを取っていただき、結果を公表してほしいです。

 学んだこと（レポート・プレゼンテーションなどのアクティブ・ラーニング）をこの機
のみならず、これからに活かしていきたいと考える。

 先生たちの研究内容が知れてよかった。
 SIH で、レポートに関して点数や評価をしっかりしてほしいという意見があったが、そ

れをしてもらって全員が自分で反省し改訂するのか、疑問に思った。自分で、見直した
り、本で調べることが大事だと思う。何でもかんでもつめ込むのは良くない。

 シンポジウムを通じて、何故アクティブ・ラーニングが「本当」に必要なのかの真の意
味をほとんどの教員は全く理解していないのがわかった。

 特にありません
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３．SIH 道場の成果と課題 
３－１．学生・教員対象 SIH 道場アンケート結果 

１）SIH 道場の成果検証

大学教育再生加速プログラム事業全体としては，各部局からの委員で構成される AP 実施

専門委員会（委員長は教育担当理事）が事業計画に基づき運営を統括し事業を推進してい
る。

SIH 道場については，プログラム改善につなげるための評価指標を策定し，これに沿ってア

ンケート調査等の効果検証を行っている。SIH 道場において学生は，①専門分野の早期体験

により学修や研究への意欲を高め，②ラーニングスキル（文章力・プレゼンテーション力・

協働力）の修得により大学での学びの基礎固めを行い，③学修の振り返りにより主体的

に計画を立て学び続ける習慣を身につける。他方教員にとって SIH 道場は OJT 型の FD と
しての機能を持ち，①アクティブ・ラーニングの実質化，②反転授業，ルーブリックによる

評価法の修得，③教育経験の省察を行うなどのティーチングスキルをつける場となる。

SIH 道場では，「学生と教員が共に学び合う」ため，SIH 道場の成果検証においては，学

生と教員がそれぞれの目標に到達したかを把握することが必要となる。そのため，各学部の

SIH 道場の終了後には学生および教員対象のアンケートをそれぞれ実施してきた。平成 30
年度からは，これら「受講後」の学生・教員アンケートに加えて，SIH 道場の受講前に実施

する「受講前」学生アンケートを導入し，SIH 道場の受講前後で学生の大学の学びに対する

意識がどのように変化するのかを検証できる体制をとった。さらに，調査項目にはこれまで

の調査項目に加え，ベネッセ教育総合研究所が 2008 年・2012 年・2016 年に実施した「大

学生の学習・生活実態調査」に共通する項目を採用したことにより，全国の大学生と徳島大

学の新入生の特徴について比較検討することが可能となった。

　これらのアンケートの結果については，SIH 道場の実施支援を担当している高等教育研

究センター教育改革推進部門が集計及びとりまとめを行い，結果を各プログラムに返却し

ている。これらの結果や学生の学修成果を踏まえて，各プログラムの SIH 道場授業設計

コーディネーターは，「プログラム設計評価シート」のフォーマットに従い，必須項目の到達

度チェックをするとともに，学生の学修成果や改善点，次年度に向けた対応を記述する。次年

度の授業設計コーディネーターは，これに基づきプログラム改善を行うことができる。
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２）SIH 道場学生アンケート結果概要 
令和元年度のアンケート回答者数は以下の通りである。

【受講前】1,320 名中 1,146 名（87％） 
【受講後】1,320 名中  941 名（71％） 
令和元年度 SIH 道場受講生における受講後学生アンケートの結果を見てみると，SIH 道

場のプログラム満足度は大学全体で 81%であった（受講後学生アンケート問 3-⑩）。昨年度

（平成 30 年度）が 87%であったことを鑑みると SIH 道場満足度の低下が懸念されるが，

SIH 道場のプログラム満足度は科目開講当時（平成 27 年度）から 80%台を維持しており，

平年並みの結果とみることができる。さらに，令和元年度 SIH 道場受講生は「SIH 道場の

目標を理解して学修を行った」（受講後学生アンケート問 3-①）とする学生が大学全体で

86%にのぼり，多くの学生が授業の趣旨を理解して授業に臨んでいることがわかる。 
続いて，今年度の取組について SIH 道場の授業設計必須指標である「早期体験」「文章力」

「プレゼンテーション力」「協働力」「振り返り」に着目して結果を見てみたい。

「早期体験」については，受講後に「専門分野（学科での学修・研究）に対する興味関心

が高まった」（受講後学生アンケート問 3-②）とする学生が大学全体で 85%にのぼり，この

肯定的な意見について学科別にみても 70％～98％と全体的に高い割合で回答が得られてい

る。

さらに，「文章力」「プレゼンテーション力」「協働力」「振り返り」について，受講前後の

学生アンケートの結果を比較したところ 1，

「文章力」 34%→48%（＋14％） 
「プレゼン力」38％→48％（＋10％） 
「協働力」 76％→80％（＋4％） 
「振り返り」 46％→52％（＋6％） 

の結果が得られており，令和元年度 SIH 道場受講を通じて，受講前よりも各スキルについ

て能力が向上した・身についたとする学生が増えていることが明らかとなった。

これらの結果から，令和元年度 SIH 道場のプログラムは概ね適切に運用されており，学

生達がラーニングスキルを身に付ける契機としての役割を果たしているものと言える。令

和 2 年度以降は，こうした取組が学部学科コース単位にゆだねられることから，プログラ

ムの改善や学生の大学での学びの導入としての役割を果たしているのかどうか，検証の機

会をもつことを検討する必要があるだろう。

1 「文章力」「プレゼンテーション力」「協働力」「振り返り」に関する各数値は受講前学生アン

ケートの設問（2-1，2-2，2-3，2-4）と受講後学生アンケートの設問（問 2：2-1，2-2，2-3，
2-4）によるものである。 
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令和元年度 SIH 道場 受講前学生アンケート 

回答者の所属について 

有効アンケートの状況＜令和元年１０月１５日＞ 

 

 

プログラム名 受講者 回答者数 回答率 
総合科学部 182 179 98% 
医学部医学科 114 110 96% 
医学部医科栄養学科 51 14 27% 
医学部保健学科看護学科専攻 73 63 86% 
医学部保健学科放射技術専攻 37 37 100% 
医学部保健学科検査技術科学専攻 17 17 100% 
歯学部 55 23 42% 
薬学部 89 86 97% 
理工学部理工学科社会基盤デザインコース 93 82 88% 
理工学部理工学科社会機械科学コース 116 101 87% 
理工学部理工学科応用化学システムコース 76 72 95% 
理工学部理工学科電気電子システムコース 106 106 100% 
理工学部理工学科情報光システムコース 138 138 100% 
理工学部理工学科応用理数コース 68 67 99% 
生物資源産業学部生物資源産業学科 105 51 49% 
合計 1320 1146 87% 
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2-2.自分の考えを口頭による説明や資料を用いて、効果的に相手に伝える
ことができる。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-3.１つの課題に対して、他者と協力して取り組むことができる。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-4.日常的に自身の学修内容等を振り返り、改善点を見出し向上を図っ
ている。

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザイン…
10.理工学部機械科学コース
11.理工学部応用化学システ…
12.理工学部電気電子システ…
13.理工学部情報光システム…
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-5.授業内容の意味を理解しようするとき、自分がすでに知っていることと結
びつけて考えている。5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザイン…
10.理工学部機械科学コース
11.理工学部応用化学システ…
12.理工学部電気電子システ…
13.理工学部情報光システム…
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2-6.授業で学ぶ新しい考えを理解するとき、それらを現実生活と関連付けて
いる。5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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令和元年度 SIH 道場 受講後学生アンケート 

回答者の所属について 

有効アンケートの状況＜令和２年２月５日＞ 

 
プログラム名 受講者 回答者数 回答率 

総合科学部 182 75 41％ 
医学部医学科 114 83 73％ 
医学部医科栄養学科 51 42 82％ 
医学部保健学科看護学科専攻 73 57 78％ 
医学部保健学科放射技術専攻 37 31 84％ 
医学部保健学科検査技術科学専攻 17 13 76％ 
歯学部 55 39 71％ 
薬学部 89 78 88％ 
理工学部理工学科社会基盤デザインコース 93 88 95％ 
理工学部理工学科社会機械科学コース 116 98 84％ 
理工学部理工学科応用化学システムコース 76 70 92％ 
理工学部理工学科電気電子システムコース 106 50 47％ 
理工学部理工学科情報光システムコース 138 106 77％ 
理工学部理工学科応用理数コース 68 67 99％ 
生物資源産業学部生物資源産業学科 105 44 42％ 
合計 1320 941 71％ 
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問 1. 大学教育について、あなたは次にあげる A、Bのどちらの考え方に近いですか？ 
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-1. 
A.あまり興味がなくても、単位を楽に取れる授業がよい
B.単位を取るのが難しくても、自分の興味のある授業がよい
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-2. 

A.出席や平常点を重視して成績評価する授業がよい
B.定期試験や論文・レポートなどを重視して成績評価する授業がよい
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0. 大学全体
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-3.
A.応用・発展的内容は少ないが、基礎・基本が中心の授業がよい
B.基礎・基本は少ないが、応用・発展的内容の授業がよい
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-4. 
A.教員が知識・技術を教える講義形式の授業が多いほうがよい
B.学生が自分で調べて発表する演習形式の授業が多いほうがよい
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4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-5. 
A.大学では幅広い分野の知識や技術を身につけたほうがよい
B.大学では特定の専門分野の知識や技能を身につけたほうがよい
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41%
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4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-6. 

A.大学での学習の方法は、大学の授業で指導をうけるのがよい
B.あまり系統立って学べなくても、自由に選択履修できるほうがよい
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7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-7. 
A.大学での学習の方法は、大学の授業で指導をうけるのがよい
B.大学での学習の方法は、学生が自分で工夫するのがよい
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-8. 
A.学生は将来やりたいことを決めて、授業をうけるほうがよい
B.学生は授業を通じて、将来やりたいことをみつけるほうがよい
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5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-9. 
A.授業以外でも、大学の教員は積極的に学生と交流するほうがよい
B.授業以外では、大学の教員は必要以上に学生と交流しなくてもよい
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5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-10. 
A.学生生活については、大学の教員が指導・支援するほうがよい
B.学生生活については、学生の自主性に任せるほうがよい
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9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-11.

A.就職については､大学の指導･支援にもとづいて活動する方がよい
B.就職については､学生の自主性にもとづいて活動する方がよい
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4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-12. 
A.高校までに習得すべき基礎学力の不足は､大学が授業で指導すべきだ
B.高校までに習得すべき基礎学力の不足は､学生が自主的に補うべきだ
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4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-13. 
A.大学では答えのない問題について､自分なりの解を探求する学びが重要だ
B.大学では既にある学問の知識について､体系的に修得する学びが重要だ
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33%

19%
19%

31%
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26%
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44%
33%

22%
33%
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16%

71%
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0. 大学全体
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

1-14. 
A.学生が知識や技能を身につけられるかどうかは､大学の教育の責任だ
B.学生が知識や技能を身につけられるかどうかは､学生自身の責任だ
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問 2.自身の学習について、当てはまる項目を「5.全くそう思う」〜「1.全くそう思わない」のうち

当てはまるものを１つ選んで下さい。 
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43%
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-1. 自分の考えを文書による表現で、効果的に相手に伝えることができる

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-2. 自分の考えを口頭による説明や資料を用いて、効果的に相手に伝えることができる

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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0. 大学全体
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-3. １つの課題に対して、他者と協力して取り組むことができる

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-4. 日常的に自身の学修内容等を振り返り、改善点を見出し向上を図っている

5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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8.薬学部
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10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-5. 授業内容の意味を理解しようするとき、自分がすでに知っていることと結びつけて考

えている
5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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5.医学部保健学科（放射）

6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部

8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース

10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース

12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース

14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

2-6. 授業で学ぶ新しい考えを理解するとき、それらを現実生活と関連付けている
5.全くそう思う 4.そう思う 3.どちらとも言えない 2.そう思わない 1.全くそう思わない
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問 3.SIH 道場のプログラムについて、「4.とても当てはまる」～「1.まったく当てはまらない」のう

ち当てはまるものを１つ選んでください。 
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9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

① SIH道場の目標を理解して学修を行った
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

②早期体験で専門分野（学科での学修・研究）に対する興味関心が高まった

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

③レポート等の学術的文章を書く際に必要な準備や基本的なルールを理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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6.医学部保健学科（検査）
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9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

④プレゼンテーションを効果的に行うために必要な準備・姿勢・資料を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑤１つの課題に対して、他者と協力して取り組む際の留意点を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑥課題等の評価の基準がわかった（ルーブリック・チェックリストなどが示されていた）

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑦学修（体験）を振り返ることの重要性を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑧授業外（事前または、事後）において学修を行った
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑨自ら考え抜く能動的学修（アクティブ・ラーニング）の重要性を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑩ SIH道場のプログラムは全体的に満足できるものであった

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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問 4. 
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11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

①SIH道場の「早期体験」は専門科目の学修において役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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11.理工学部応用化学システムコース
12.理工学部電気電子システムコース

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

② SIH道場で学修した「文章・レポートの書き方」は役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

③SIH道場で学修した「プレゼンテーション」は役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

④SIH道場で学修した「他者との協働」は役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑤日頃から授業で学修したことについて振り返りを行っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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14.理工学部応用理数コース

15.生物資産業学部

⑥SIH道場のプログラムは全体的に大学での学修において役に立っている

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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問 5.  
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15.生物資産業学部

1日平均するとどれくらい授業時間外に学習を行っていますか。当てはまるものを１つ

選んで下さい。

1時間~2時間未満 1時間より短い 2時間~3時間未満 3時間以上 全くしていない
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令和元年度 SIH 道場 教員アンケート 

３）SIH 道場教員アンケート結果概要 
教員アンケートは，各学部・学科の SIH 道場終了後に実施している。教員は，到達目標

に関連する，「1.SIH 道場の目標理解」「2～4.アクティブ・ラーニング型授業の意義理解・

実施・導入」「5～7.反転授業の意義理解・実施・導入」「8～10.ルーブリックの意義理解・

使用・導入」「11～13.学生の学修の振り返り」「14～16.自らの教育の振り返り」「17.SIH 道

場の満足度」についての 17 設問に 4 件法（一部 5 件法）で回答した（回答率 27%）。 
 主だった項目について結果を確認すると，「1.SIH 道場の目標理解」については，「とても

当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」を選択した教員が，最も高いプログラムでは

100%，最も低いプログラムにおいて 85%，大学全体では 96%となっており，多くのプログ

ラムで，SIH 道場の意義や目標についての理解が進んでいる結果になった。過去 5 年間の

継続的な取組によって，SIH道場に対する意義理解は十分に浸透しているものと思われる。 
「2～4.アクティブ・ラーニング型授業の意義理解・実施・導入」に関する大学全体の割

合を見ていくと，「2-2.アクティブ・ラーニング型授業の意義を理解した」「2-3.アクティブ・

ラーニング型授業を実施することができる」「2-4.アクティブ・ラーニング型授業を担当す

る他の授業で導入したい」の 3 つを実施プログラム全体でみると，「とても当てはまる」「ど

ちらかといえば当てはまる」を選択したそれぞれ，96％，80％，63％の結果になっており，

それぞれの割合はいずれも平成 27 年度から高い割合を指名している。一方，反転授業や教

員の教育経験の振り返りについては，「実施することができる」「他の授業でも実施したい」

とする意見がいずれも比較的低い割合に留まっている。導入・実践に対する教員にとっての

ハードルの高さや，優先順位の低さが影響しているものと思われ，今後浸透を図るためには

現場教員へのヒアリングを行うなど，ニーズ把握を適切に行う必要があるだろう。 
教員による「17.SIH 道場の満足度」に関する設問については，実施プログラム全体でみ

ると 71%が肯定的な回答をしており，例年に比べ満足度は低い割合となっている。プログ

ラム別に結果を概観すると，満足度が 100%である学部学科は少なくない。今年度はアンケ

ートの回収率も例年より低い結果となっていることから，個別の教員の意見が強く反映さ

れていることも影響しているだろう。 
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令和元年度 SIH 道場 授業担当者アンケート 

 

問１．回答者の所属 

有効アンケートの状況＜令和２年１月２３日時点＞ 

 

プログラム名 
授業 

担当者数 
回答者数 回答率 

総合科学部 26 3 12% 
医学部医学科 6 １ 17% 
医学部医科栄養学科 7 0 0% 
医学部保健学科看護学科専攻 9 1 11% 
医学部保健学科放射技術専攻 4 1 25% 
医学部保健学科検査技術科学専攻 3 1 33% 
歯学部 55 12 22% 
薬学部 17 2 12% 
理工学部理工学科社会基盤デザインコース 4 4 100% 
理工学部理工学科社会機械科学コース 13 4 31% 
理工学部理工学科応用化学システムコース 4 1 25% 
理工学部理工学科電気電子システムコース 5 5 100% 
理工学部理工学科情報光システムコース 7 4 57% 
理工学部理工学科応用理数コース 6 2 33% 
生物資源産業学部生物資源産業学科 8 8 100% 
合計 174 31 27% 
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問２．SIH道場のプログラム実施後として、以下の①～⑰までの各項目について、当てはまるものを１～

４（4段階）のうちから１つ選んで下さい。 
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

1. SIH道場の目標を理解して授業を行った
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない

38%
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38%
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58%
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0. 大学全体
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2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

2. アクティブ・ラーニング型授業の意義を理解した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

3. アクティブ・ラーニング型授業を実施することができる
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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15%

25%
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38%
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

4. アクティブ・ラーニング型授業を担当する他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない
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0. 大学全体
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2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

5.反転授業の意義を理解した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザイン…
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

6. 反転授業を実施することができる
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

7. 反転授業を担当する他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない

35%

100%

100%

23%
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20%
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50%

48%
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

8. ルーブリックの意義を理解した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

9. ルーブリックを用いて学生を評価することができる
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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0. 大学全体
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2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

10. ルーブリックを担当する他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

11. 学生の学修に振り返りをさせる（フィードバックを行う）ことができる
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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0. 大学全体
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3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

12. 学生に学修の振り返りをさせることの意義を理解した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

13. 学生に学修の振り返りをさせることを他の授業で導入したい
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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0. 大学全体
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2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

14. 自らの教育経験の振り返り（eポートフォリオ等）を行った
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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0. 大学全体
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2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

15. 自らの教育経験の振り返り（eポートフォリオ等）の意義を理解した

4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる 2.どちらかといえば当てはまらない
1.まったく当てはまらない 0.担当していない
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16. 自らの教育経験の振り返り（eポートフォリオ等）を担当する他の授業で行い
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⑱  ⑰の項目を選択した理由をご記入下さい。 

 「４．とても当てはまる」「３．どちらかといえば当てはまる」を選択した理由

 今年だけというよりは、SIH が始まってから、学生のスキルがあがったとの評価を聞くことが多

く，今年も例年と同様のプログラムを遂行できたため。

 コミュニケーションがいかに大切であるかをある程度は理解してもらえたと思う。

 振り返りは必要だと思います

 学生の振り返りレポートの内容から，主体的，意欲的，対話的な学びができていたと評価できた

から．

 運営者の一人として、能動的に準備・実施に携わることができたから。

 概ね満足できたが、学生へのフィードバックが十分にできたとはいえないので。

 自分の担当以外の内容は確認ができていないが，大学で学んで行くスキル獲得のための導入が

できていると思うから．

 これまでの授業では経験したことのない内容であったから。

 SIH 道場の試みは大学生としての第一歩の教育には良いと思った。一方で、徳島だと見学施設が

限られることや、時間の制約上、学生の思考を十分に鍛錬できないこと、また学生が学習の目的

を理解していない場合に奏功しないことが今後の課題だと感じる。

 学生のコメントから、SIH道場に関するポジティブな意見が多く得られたので。

 学生が学び方と評価の仕組みを体系立てて学修できたと思われる。また学生とともに担当教員

もそのプロセスを体験できた。
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 大体の学生がプログラムに沿って学習体験できたから。

 方法が分からないことと、時間がかかりそうで嫌です。

 1年生の早い段階での実施に意味があると思ったため。

 チーム医療を進めるうえで多職種の方々とのコミュニケーションを図ることの重要性を感じて

います。

 eポートフォリオ等の重要性は理解できるが、すべての科目について実施するのは負担が大きい

（年間の科目責任者としての担当科目：13科目）。

 毎年実施する FD が有効

 入学早期に診療現場での実習を経験させることが出来、学生も満足したと回答する者が多く、モ

チベーションも上がっている等の成果が得られているので。

 「２．どちらかといえば当てはまらない」「１．まったく当てはまらない」を選択した理由

 もう少し実践してから評価したい

 STEM演習などとの差別化が難しく感じた

 意味がない

 大学での学習について説明することは非常に良いと思うが、お題を与えて何かやらせて評価す

るのは時期的に良くない

問３ アクティブ・ラーニング、反転授業、ルーブリック、学生・教員の振り返り等について、意見が

ありましたらお書きください。 

 ルーブリックの意図は理解できたが，実施が大変難しいと思っています．

 ルーブリックについてはもう少し定量的、客観的な評価ができるような仕組みにする必要があ

るように思えます。私の理解が至らないせいかもしれませんが、現状は個人ごとに異なる「自

己満足」「主観」でしかないように思え、ルーブリックで自己評価を行うための知識、技術を

学ぶ必要があるように思えます。

 やはりこれまでの形式の授業よりも授業準備の時間が多くなると感じています．ただ，初年度

が一番大変で，あとはバージョンアップをしていけばよいのかな，とは思っています．

 教育効果が高く、魅力出来である。ただし、学生と教員のそれぞれの力量が必要である。

 全てではないが，SIH道場以外でも授業科目の特質に合わせ，これらの４つの要素・手法を部

分的に組み合わせて取り入れてきているが，確かにポジティブな効果はあるようだ。

 ルーブリックは一見客観的な評価法に見えるが、選択肢の作り方を工夫しないと評価がばらけ

ない

 いずれも、教育効果を強めるために有効であると思う。一方で、教員の力量がある程度ないと

実施できないことも実感している。実践しても、振り返る、というところは 22でも回答した

ように、時間がかかりそうで嫌だなと思ってしまう。

 座学の系統授業に特に反転授業は導入しづらい。ルーブリック、学生・教員の振り返りは系統

立てて行うことが必要と実感している。
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問４ SIH道場の実施支援に関わる取組に関して、以下の①～⑦までの各項目にお答え下さい。 
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③ ②について、テキストが使いやすかった、または使いにくかった理由を、自由にお書きくだ

さい。 

 総合科学部では独自に教科書を使用している。 

 私は総括・コーディネーター担当であったためそのためのじょうほうが載っているわけではな

いため 

 ビデオ教材が理解の役に立った。 

 初めて行ったので参考にした 

 テキストをアクティブ・ラーニングできるように構成いただきたい．例えば，問いかけをするな

ど． 

 特にありません。 

 シンプルで理解しやすかったと思います． 

 内容が分かりやすかったから． 

 意味が解らない 

 見やすくまとめられていた 

 研究室配属後に使うと、理解も深まるようだった。 

 見やすくまとめられているため。 

 使いやすいか使いにくいかを判断できるまで使わなかった 

 端的によくまとめられていた。 

 

 

17%

33%

15%

25%

25%

40%

25%

13%

19%

100%

8%

25%

40%

50%

38%

21%

33%

100%

15%

25%

25%

25%

50%

38%

42%

33%

100%

100%

62%

50%

50%

50%

100%

20%

25%

50%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

0. 大学全体
1.総合科学部

2.医学部医学科
3.医学部医科栄養学科

4.医学部保健学科（看護）
5.医学部保健学科（放射）
6.医学部保健学科（検査）

7.歯学部
8.薬学部

9.理工学部社会基盤デザインコース
10.理工学部機械科学コース

11.理工学部応用化学システム…
12.理工学部電気電子システム…

13.理工学部情報光システムコース
14.理工学部応用理数コース

15.生物資源産業学部

④Mahara（eポートフォリオシステム）を授業で活用した
4.とても当てはまる 3.どちらかといえば当てはまる
2.どちらかといえば当てはまらない 1.まったく当てはまらない

184



 

 

 

⑥ ⑤について、Mahara が使いやすかった、または使いにくかった理由を自由にお書き下さい。 

 これまでは紙にコメントを書いてもらい pdf 化していたが、受講生が多いと時間がかかり手間

であったの。 

 manaba を使用している。 

 未だ活用に至っていません。 

 普通の使えます 

 学生のレポートを一括 DLできるようにしていただきたい．出欠表と連動していただけると大変

助かります．学生が「レポート提出したはずなんですが」と言ってきます． 

 使わなかったので，使いやすいかどうかわかりません． 

 インターネットが使えない条件（電波が届きにくい僻地での野外学習）では使えない。 

 学生の検索機能がなく，特定の学生を探すことが大変だった． 

 始め，作業の起点となるページがわからず戸惑った 

 見たい学生の情報にたどり着くのが困難である 

 めんどくさい。学生が使い方を理解していない。 

 学生ごとにファイルを分ける必要があるので、受講者数が多いと大変。処理が途中で止まる、読

み取りエラーなどのトラブルが起きる。システム停止になることもあり、ユーザー側では対応で

きないトラブルも生じたので。 

 飛ぶノートでレポート返却できる点はありがたかったですが，使用時にエラーが多く，使い方に
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コツがいるようでした．そこに慣れたらより使いやすいと感じると思います．また，レポート返

却時にコメントしようとすると，レポートに手書きする必要がありますが，システムのフォーム

からコメントできる機能があればより使いやすいと思います． 

 授業前に開こうとしたが開かなかった

 使ったことがない

 慣れていないため使いづらいと感じた。

 自分自身が Maharaのシステムに十分慣れていないため。

 単に慣れの問題であって，反復利用すれば十分使いやすいものと思う。

 慣れの問題だと思う。システムはしっかりしていたので、使っていくたびにやりやすくなると思

う。

 まだ使ったことがない（？）ので意見を述べることができません。

 飛ぶノートにて、教員コメントを添えた学生からのレポートを Maharaを用いて送付したが、そ

の内容に関する十分な学生からの評価までは得られていない。

 習慣化しないと、たまに入るとインターフェースに馴染めないです。

⑦その他、SIH道場の実施支援に関わる取組について、特に役に立った点と改善点があればお書

き下さい。 

 教員の計画表へのフィードバックをしていただきたい．それがないとやりっぱなしになる．

 各プログラム（学部、学科、コース）で作成・利用したＳＩＨ道場資料を収集・整理して、フィ

ードバックする必要があると思います。

 早期体験は，学生にとって学修のモチベーションを高める点において良かったと思います．

 授業を担当するにあたり，ルーブリックの使い方等新しい方法を学べて良かったです．今後も，

定期的に新しい教授法やアクティブ・ラーニングを知ることは，大学教員にとって必要だと感じ

ました．

 学生の取り組みについて理解できたことが良かった。学部の教員がそれぞれ、SIH道場を知って、

体系だった教育にかつようできれば 便利なのではないかと思った。これまでに大学教員が教

授法を勉強する機会がほとんどなかったが、徳島大学ではその取り組みも多くあり、うれしく思

う。一方で、それらに時間を割くことに心理的抵抗があることも確か。今回の SIH道場も、やっ

てみてよかった。とは思うが、やる前は、時間がとられて嫌だなと思う。

 教育スキルの改善云々だけで，実際の学生の資質向上はどういう風に改善されたのでしょうか。

あるいはどういう風にそれを評価するのでしょうか。

 自分も含めて、教員のトレーニングがまず必要な感じがします。

186



令和元年度 SIH 道場評価・改善ワーキンググループの活動まとめ 

 

（１）ワーキンググループ設置趣旨 

 SIH道場は、本学の新入生全員が受講する初年次教育プログラムで、アクティブ・ラーニ
ングについて、学生、教員が共に基礎スキルを修得し、学士課程全般にわたり実践していく
ための基盤となる取り組みである。大学教育再生加速プログラム（以下、「AP 事業」とい
う）を遂行する上でも SIH 道場ではさまざまな視点から評価・改善を行っていくことが重
要である。その一つの取り組みとして、学生と教職員双方の視点からの評価・改善に関わる
WGを設置し、SIH 道場の成果や課題等について意見交換や議論を行い改善に繋げる。 
 

（２）設置する組織 

AP 事業の支援部門である総合教育センターには、「教育について考え提案する学生・教
職員専門委員会（以下、「専門委員会」という。）」が設置されており、専門委員会の背景・
趣旨は「学生の声を教育改革に取り入れるために、学生と教職員が、教育の現状・課題につ
いて意見交換を行い、具体的な提案等を行う組織」となっている。SIH道場に関する評価・
改善 WG 設置の趣旨と専門委員会の趣旨が似通っており、また、専門委員会との活動と連
動するところもあるので、平成 27 年度、専門委員会の下に、SIH道場に関する評価・改善
WGを設置し、SIH道場の評価・改善に関する議論を行った。このワーキンググループを令
和元年度も継続し、令和元年度入学生を学生委員として活動を行った。 
 

（３）ワーキンググループの活動 

SIH 道場の各プログラム実施単位（※）から令和元年度入学生 1 名以上を選出し、計 23
名の学生委員が活動を行った。なお、ワーキンググループは、専門委員会の教員委員が中心
となり運営し、10月の間に学生委員を対象に SIH道場に関するインタビュー調査を行った。
令和元年 11 月 15 日の SIH 道場振り返りシンポジウムにおいては、SIH 道場評価・改善ワ
ーキンググループの学生委員が意見を報告し、学生委員 2 名がディスカッションのパネリ
ストの一人として檀上で質疑応答を行った（※詳細については本報告書「SIH 道場振り返り
シンポジウムの概要」を参照）。次に、インタビューで学生委員から提案された意見の要点
と今後のポイントを記載したまとめを示す。 

※プログラム実施単位とは、次の学部・学科・専攻の単位である。 

①総合科学部（4 コース合同）、②医学部医学科、③医学部医科栄養学科、 

④医学部保健学科看護学専攻、⑤医学部保健学科放射線技術科学専攻、 

⑥医学部保健学科検査技術科学専攻、⑦歯学部（2 学科合同）、⑧薬学部、 

⑨理工学部社会基盤デザインコース、⑩理工学部機械科学コース、 

⑪理工学部応用化学システムコース、⑫理工学部電気電子システムコース、 

⑬理工学部情報光システムコース、⑭理工学部応用理数コース、 

⑮生物資源作業学部（3 コース合同）  
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（４）学生委員の意見と今後のポイント 

早期体験 【得られた意見】 

＜職業体験＞ 

 5・6 月に病院見学をした。（保健学科検査）
 実験してレポートをしたが再提出で細かい指摘があった。

（電気電子）
 早期臨床体験を行った。改善点として、集合場所がアバウト

で混乱した点，希望する場所に行けなかった点，担当者との
連絡が取れなかった点などが挙げられる。（医学部）

 「先輩の声」では専門職の方から講義をうけることができ
た。職業を意識した学びに繋がった。図書館ツアーもあった
が、目的が不明であった。（保健学科看護）

 釣りと測量体験を行った。測量体験については基本を教わ
った。（社会基盤）

＜研究室訪問＞ 

 研究室見学でグループワークを行った。（保健学科放射）
 ９月末に研究室訪問があったが、学籍・出席番号順で案内さ

れ希望が通りにくく、実施する時期が遅い。（医科栄養学科） 
 4 人程度のグループで研究室訪問がありポスターセッショ

ンがあったのは良かった。（電気電子）
 ５～６人のグループで研究室訪問を行った。複数個所を回

り，教員の専門についての個人発表を行った。入学してすぐ
は専門知識もなく，希望を決めにくいため，実施時期を遅く
してほしい。（応用理数）

＜その他＞ 

 調べ学習で教員による指導があった。（保健学科放射）
 大塚美術館で作品見学を行い、グループワークで共有した

後、発表したが、発表時間の確保・共有が後日のほうが良い。
（総合科学部）

 事前学習をしたあと藍染め体験をした。美術館にも行って
個人学習し発表した後、グループで発表をした。総括は藍染
めが多くて良かった。（生物資源）

 4 月下旬に地引網体験を通じてコース内交流を図った。取組
内容と専門との関連性が不明だった。（応用化学）

 卒業生からの講演では、今後の勉強の参考になり、目標が明
確になった。（薬学部）
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 STEM 概論が中心で印象が薄い。将来の仕事や専門へのモ
チベーションアップにつながるような取り組みがあると良
い。（機械科学）

 情報光システムセミナーを受けた。（情報光）

【今後に向けて】 

早期体験について，所属コースの専門性と直結する内容であ
る，または取組内容に関する目的がきちんと共有されている場
合は学生間の満足度も高い傾向にある。個別具体的な改善点が
指摘されている部分もあるため，今後の実施計画の際に考慮・
検討されることが望ましい。 

ラーニングスキル 

（文章力） 

【得られた意見】 

 レポートの基礎についてパワーポイントで発表があり、取
り組みについて個別で報告があって添削、指導された。（保
健学科放射）

 指導はなかったので実施してほしい（医科栄養学科）
 10 月末にコース全体レポートがあったが、基礎を教わりた

かった。（保健学科検査）
 体験について、mahara を利用したポートフォリオがあり、

ビデオを見た。文字よりは良いが疲れた。（生物資源）
 レポートの基礎として、パワーポイントのまとめと、添削指

導があったが，スライドの字が読めなかったので改善して
ほしい。（電気電子）

 4 月に読書レポートがあり、6 月に提出であったが期間が短
い。引用の仕方や情報の取り扱いなど厳しいコメントがあ
った。基礎の指導を充実させてほしい。（総合科学部）

 今後の大学生活についての説明はあったが、文章力につい
ての指導は行われなかった。他コースのように指導を受け
る機会が欲しい。（応用科学）

 レポートの書き方に関する講義があった。SIH 道場の取組・
振り返りについてレポートを提出し、フィードバックも得
られた。Manaba での成績分布も見ることができた。（医学
部）

 グループワークと発表を行った後、レポートを書いた。レポ
ートの書き方に関する説明は口頭で行われた。レポートに
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対するフィードバックがあると良い。（保健学科看護） 
 企画ごとの感想レポートを提出した。レポートの書き方に

関する指導や、レポートの内容に対するフィードバックが
あると良い。（薬学部）

 レポートの書き方に関するビデオ視聴を行ったが動画への
アクセスが難しいと感じた。（情報光）

 研究室訪問後にレポートを書いた。フィードバックは特に
なかった。（情報光）

 SIH 道場の感想レポートを書いて，教員によるコメントを
貰った。レポートの書き方について基礎を教わりたい。（応
用理数）

 スライドで講義と個人でのビデオ視聴で学んだ。レポート
の書き方に関する課題があると良い。（機械科学）

【今後に向けて】 

入学してまもない頃であるため，レポートの書き方の基礎を指
導されたいという声が多くあがっている。指導の有無のレベル
から指導内容に関するレベルまでコースによって状況は異なる
が，学生の文章力を向上させるためには，実際に文章を書き，フ
ィードバックを受ける必要があるだろう。SIH 道場のテキスト
や LMS等，既存の教材をうまく活用しながら，添削体制の充実
が望まれる。 

ラーニングスキル 

（プレゼンテーション力） 

【得られた意見】 

 パワーポイントで発表があり、教員からコメントがあった。
（保健学科放射）

 高校時代の経験があった、同級生同士で役割分担した。（医
科栄養学科）

 チーム医療入門で発表の機会があった。（保健学科放射）
 研究室訪問でのポスター発表があったが、3 分間にまとめる

のが難しく、各グループに批評や専門性の高い質問がされ
厳しかった。（電気電子）

 早期体験について個人発表、グループ発表があったが、グ
ル ープ発表は 40 分以内の準備が大変であった。教員のコ
メントは易しいが具体的な指導をしてほしかった。（生物
資源）  4 人グループでビブリオバトルを実施したが、フィードバッ
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クが少なく改善してほしい。また、１教室 15グループに対
して教員が１人だった。（総合科学部） 

 4 月初め、「大学生活を豊かにする為に」というテーマのも
と、グループワークを行った。10 人程度のグループワーク
だったが、内容ややり方について説明不足であった。（薬学
部） 

 プレゼンテーションに対する指導はなかった（応用化学） 
 早期体験でプレゼンの機会はあったが、プレゼン方法に関

する指導やフィードバックはなかった。ポスター発表の質
疑がもっと活性化すると良い。（医学部） 

 チーム医療入門ではポスター発表を行い、内容に関するフ
ィードバックが得られた。（医学部） 

 既存のプログラムで既に充実していると思う。発表方法に
ついてのコメントがあると良い。（医学部） 

 看護学専攻のみの時はフィードバックがあった。保健学科
単位では講義を受けた。チーム医療入門で発表の機会が得
られたが、グループワークであったため、発表する機会が限
られていた。（保健学科看護） 

 4 月初め、「大学生活を豊かにする為に」というテーマのも
と、グループワークを行った。10 人程度のグループワーク
だったが、内容ややり方について説明不足であった。（薬学
部） 

 プレゼン方法について入学前から指導、実践があった。他科
目でも役立っていると思う（薬学部） 

 プレゼン方法に関する講義等はなかったが，プレゼンに対
するフィードバックは得られた。（社会基盤） 

 ディベートを通じて自分の意見を主張する方法を学んだ。
教員からのコメントがあり，良かった。（機械科学） 

 プレゼンに関する講義を受けた。実際にプレゼンを行うに
あたって，テーマが難しく意見が偏りがちになったり，学生
数が多く発表に時間がかかったりするなどの課題があっ
た。（情報光） 

 
【今後に向けて】 

ほとんどのコースでプレゼンテーションの機会が与えられてい
るものの，発表者がグループの代表者のみであったり，パフォー
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マンスに対するフィードバックがなかったりと，指導を受ける
機会が限られているようである。これらの課題について 1 単位
の中で解決することは難しいため，SIH 道場パフォーマンス科
目等専門科目を活用した指導が求められる。 

ラーニングスキル 

（協働力） 

【得られた意見】 

 学部全体での SIH を行った。4 月に保健学科、9 月に医学
部、歯学部、薬学部がテーマについてグループワークを行
い、発表した。（保健学科検査） 

 4 月に AI 医療がありグループ発表をし、9 月に緩和ケアが
あった。（保険学科検査） 

 研究室見学があった。（保健学科検査） 

 メンバーで協力して、調べ学習をした。（保健学科検査） 

 テーマ発表があり、皆で意見交換をした。（保健学科検査） 

 チーム医療入力があり、いろんな意見をブレーンストーミ
ングで出し、まとめた。（医科栄養学科） 

 初対面でグループワークをして、リーダーシップをとる人
がおり、役割分担が円滑だったのは良かった。発言を促す工
夫や拙い言葉でも良いから発言するなど積極性や主体性が
重要である。（電気電子） 

 グループワークを通して協調性を身につけたが、緊張感が
あり、アイスブレイクの時間があると良い。（総合科学部） 

 顔見知りのメンバーで自然にリーダーが現れたのが良かっ
た。（生物資源） 

 チーム医療入門では他学科との交流ができ、将来の見通し
をもつことができた点が良かった。（医学部） 

 地引網を通じて交流を行った。地引網ができる人が限定さ
れていた。周囲に気を配ることが大切だと学んだ。（応用化
学） 

 グループワークの機会を得て、自分の意見を言うこと、他人
の意見を聞くこと、受け入れることの重要性を学んだ。（医
学部） 

 新しい環境で緊張があったが、グループワークを通じて同
級生と交流することができた。他者との協力の重要性を学
んだ。（保健学科看護） 

 グループワークではテーマについて議論を行った。リアク
ション（質問・反応）をすることの重要性を学んだ。こうす
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ることで話しやすい環境作りができる。（薬学部） 
 入学して間もない頃で知らない人と仲良くなれるなど，実

施の時期が良かった。土曜日が潰れないようにしてほしい。
（機械科学） 

【今後に向けて】 

協働力に関する取組では，おおむね受講者の満足度は高く，取組
を通じて友達作りのきっかけになったことが述べられている。
新入生がスムーズに大学生活を始められるよう，今後とも継続
的に協働力に関する取組・指導を行っていくべきである。 

その他 

 

【得られた意見】 

＜ビデオ・テキスト教材の活用＞ 
 テキスト：要点がまとめられていた。記述の引用に利用し

た。紙媒体なのがよかった。持参したが使う機会が少なかっ
た。 

 ビデオ：内容は良く、文字よりもわかりやすかった。映像で
学べるのが良かった。クイズも勉強になった。 

 レポートの書き方に関するビデオ教材は案内があった。テ
キストは使っていない。（機械科学） 

 テキスト・ビデオを利用していない。（生物資源） 
 テキストの紹介はされた。ビデオ教材は見た。レポートの書

き方やプレゼンの方法に関するイメージできた。（歯学部） 
＜LMSの活用＞ 
 Manaba：連絡や資料共有、提出物管理がなされていたので

毎日使用した（医学部）（情報光）SIH道場以外の科目で使
用した（応用化学）使用していない（保健学科看護）（薬学） 

 Manabaなどを使う科目が少なく、端末の活用ができない。 
 ポートフォリオを活用（生物資源） 
 LMS の利用（生物資源）（総合科学部） 
 Mahara を使用。使いやすかったが、Wi-Fi が弱いところが

あった。（生物資源） 
 SIH 道場で LMS は使用していないが，他科目では使用した

（機械科学）（歯学部） 
【今後に向けて】 

SIH 道場のテキストやビデオ教材の利用状況はコースによって
様々だが，必要に応じた活用がなされていることが望ましい。例
えば，SIH 道場の授業内でプレゼン方法やレポートの書き方に
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関する講義を設けることが難しいコースは，事前にビデオの視
聴やテキストによる自習を推奨することで，講義に代えること
ができる。このような活用が実現するよう，授業担当者間への周
知を徹底させたい。 
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３－３．「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

―大学教育再生加速プログラム（AP）実施専門委員会委員による報告― 

 
 

１）AP 実施専門委員会委員による報告の趣旨 
 SIH 道場授業設計コーディネーターは，SIH 道場の終了後に，次年度のプログラム改善に向け

て，「プログラム設計評価シート」のフォーマットに基づき，次年度の改善に向けた振り返りを行

う。各学部の大学教育再生加速プログラム実施専門委員会委員は，各学部学科の SIH 道場プログ

ラムについて，授業設計コーディネーターが作成した「SIH 道場授業設計表」「SIH 道場授業詳

細」や「SIH 道場プログラム設計評価シート」の記述を参照しながら，取組概要，成果（受講学

生と担当教員が SIH 道場を通して身につけたこと），今後の課題（プログラム設計・授業運営，

その他について）を報告する。本報告は，次年度の SIH 道場授業設計コーディネーターがプログ

ラム改善を行う際の資料となるだけでなく，大学教育再生加速プログラム事業全体の自己評価の

資料の一つにもなる。 
 
 
２）各学部・学科の取組と報告者 
＜SIH 道場実施報告者（授業設計コーディネーター）＞ 
総合科学部 総合科学部          教授 佐藤  裕 
医学部 医学科            教授 西村 明儒 
医学部 医科栄養学科         教授 二川  健 
医学部 保健学科看護学専攻      教授 友竹 正人 
医学部 保健学科放射線技術科学専攻 教授 芳賀 昭弘 
医学部 保健学科検査技術科学専攻  准教授 濱野 修一 
歯学部 歯学科            教授 吉村  弘 

歯学部 口腔保健学科         教授 尾崎 和美 
薬学部               教授 山田 健一 

理工学部 社会基盤デザインコース    教授 上月 康則 
理工学部 機械科学コース        准教授 大石 昌嗣 

理工学部 応用化学システムコース    教授 安澤 幹人 

理工学部 電気電子システムコース    助教 川上 烈生 

理工学部 情報光システムコース     准教授 岡本 敏弘 

理工学部 応用理数コース        教授 三好 德和 

生物資源産業学部               教授 長宗 秀明 

医療教育開発センター 准教授 吾妻 雅彦 
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総合科学部 社会総合科学科 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：佐藤 裕 

 
１．取組概要 

早期体験の取り組みに関して，西洋絵画の見方についての講義を受講し，それをふまえ

て大塚国際美術館を訪問し，事前に学んだ「デスクリプション」の方法によりひとつの作

品を文章により記述する取り組みを，4 月初旬の SIH 道場にて実施した。 
 文章力に関しては，レポートの書き方，メディア・リテラシーに関する内容を「SIH 道

場」および「総合科学入門講座」を通じて学ぶ取り組みを実施した。具体的な取り組み

は，授業内容のレポート，読書レポートなどの課題を通して，担当教員によるコメント，

ルーブリックによる評価を行なうという内容であった。 
 なお，後期開講科目で現在実施中の「課題発見ゼミナール」また，その他の授業や，早

期体験，総合科学入門講座の授業において，グループワークによる共同学習，発表準備，

プレゼンの実施を通してプレゼン力，協働力を養っている。 
 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）学生アンケートの結果から，文章力・プレゼン力・協働力が身についたことが伺

え，特に 95％の学生が SIH道場で学修した「文章・レポートの書き方」は役に立っている

と回答しており，教員からも SIH 道場の成果として学生の文章力向上が挙げられている。 

 
（教員）eラーニングシステムやルーブリック評価の活用を新たに実施する教員が存在

し，それらにより，客観的評価や学生への振り返りの促し等，教育的スキルの向上が成果

として挙げられる。 

 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

 早期体験をはじめ，4 月 1 週目に集中講義として実施される内容の修得において，スケ

ジュールがタイトであるため，学生の学修に影響している可能性がある。 
 また，各学修内容の評価方法について，複数の評価者がいる場合に客観性が保たれてい

るか疑問であるため評価法を改善する必要性が示唆される。 
 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 他学部の取り組みを知ることができ，当学部の今後の取り組みに応用できる内容に関心

をもった。特には，社会基盤デザインコースの宿泊研修による取り組みが興味深かった。

また，学生の視点に立ったアクティブ・ラーニングの設計の重要性を感じた。 
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医学部医学科 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

氏名：西村 明儒

１．取組概要 

1 年生において、新入生オリエンテーションで省察をテーマとしたワークショップを行

い、ついで、早期臨床体験実習(5 月)ならびに多職種連携ワークショップ(9 月)を行った。

省察をテーマとしたワークショップでは、これまでの人生、学修を振り返り、今後の学修

へのモチベーションを高める。また、未来の自分へ向けて手紙を書き、2 年生での省察を

テーマとするワークショップの端緒の 1 つとして、活用し、省察を深める。早期臨床体験

実習では、事前学習、診療現場見学およびワークショップ形式の振り返り学習よって、医

師の役割・業務内容、必要とされる能力、それらと関連づけた大学での学習について学生

が理解することを目指す。臨床現場見学は、早期体験として学修の動機付けをはかり、ワ 

ークショップでは、協働力およびプレゼンテーション力を伸ばし、振り返りレポート作成

では、文章力の向上をはかる。さらにこれら一連の学習によって、学修振り返りの方法を

学ぶ。多職種連携ワークショップでは、蔵本地区の3 学部7 学科 3 専攻で医療関係職種を

目指す 1 年生に対して、緩和ケアを実践している講師による講義の後、緩和ケアをテーマ

として、少人数グーループでのワークショップを行った。講義による疑似体験をもとに、

協働力およびプレゼンテーション力とともに課題発見能力の向上をはかる。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

1) 医師の役割・業務内容、必要とされる能力について説明できる。

2) 医学科における学習目標について説明できる。

3) 診療現場でのルールを理解し、遵守できる。

4) KJ 法を用いたグループワークを行える。

5) グループで協働して意見をまとめ、プレゼンテーションできる。

6) 自らの学修経験に基づいて、自分の考えを文章にまとめることができる。

7) 学修経験に基づいて振り返りを行い、今後の学修計画を立てることができる。

8) 人生や生活を振り返り、自分にとって大切な価値観を認識することができる。

（教員） 

1) 診療現場で学生に対し、早期体験を実施できる。

2) KJ 法を用いたグループワークを実施できる。

3) 協働力、文章力およびプレゼンテーション力をルーブリック評価できる。

4) アクティブ・ラーニングの目的と方法について理解し、実践できる。

197



5) ティーチング・ポートフォリオの作成方法について理解し、作成できる。 
6) 学生に振り返りの重要性を説明できる。 
 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

 
1) 臨床現場見学では、診療科による時間の長さや内容に差があるが、病名や診療手技                                  

が重要なのではなく、個々の症例から医師の役割や業務内容、必要とされる能力を一

般化して理解することが重要であるなど、目的や意義を前もって担当の教員同士が共

有しつつ調整する必要がある。 
2) 文章力やプレゼンテーション力の向上をはかるため、ワークショップの機会を増や

し、SIH 道場テキストを十分に活用する。 
3) 協働力やプレゼンテーション力について、学生の理解を深めるために学生同士のピア

評価の実施を検討する。 
4) 学修振り返りについての理解が十分ではないため、新入生オリエンテーションで、省

察をテーマとしたワークショップを新たに実施した。 
 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

SIH 道場と同時期に受講している教養科目のほとんどが、未だ旧態の座学・講義型であ

り、SIH 道場の活動が生かせていない。学生、個人個人においても、SIH 道場以外の科目

で予習や振り返りなどの学修行動が有効に実行できていない。 
 
 
 
 

※ 写真（授業の風景や学生の成果等）を適宜、貼り付けて頂いてもかまいません。 
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医学部医科栄養学科 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：二川 健 

 
１．取組概要 

研究室早期体験により専門教育および研究活動への関心を高める。SIH道場を通じて、

基本的な文章力、プレゼンテーション能力および医療現場で必要とされる協働力を学修す

る。また、学修における振り返りの重要性を知る。 

 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

 SIH の名称のとおり、一年生のうちに専門の教員がつきっきりで指導すると、熱心に話

を聞いてくれたり、興味を持ってくれたりする学生が増えることがわかった。自分たちが

普段ふつうに行っている実験に学生が興味津々となりいろいろと質問してくれるのは、教

員としても教え甲斐がでてくるので、相乗効果となって表れたのではないだろうか。 
 
（教員） 

 教育に時間をかければ、学生はそれに応じてきちんと対応してくれるようになることは

実感できた。しかし、現実には教育にかけられる時間はどんどん少なくなってきている。 
 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

 準備状況も含めて教員の負担を可能な限り減らす企画運営が必要と考える。一つ新しい

ことをするのなら、一つ古いことを止めるというふうにしないと実際の教育に割けるスタ

ッフの時間が益々少なくなる。来年度の入試制度の変革に合わせて、高校の教育方式も結

果よりも課程を重視したものに変わるそうである。いずれ大学もそのような教育方式が主

流となるだろう。その主旨はよくわかるのだが、この教育方式は学生一人にかける時間が

これまで以上に必要である。教員数は減らされているのに、教育にかける時間が増えるの

だから、いずれどこかでパンクしてしまうのは目に見えていると思う。というようなこと

を、生物科学連合会主催の「高校の生物の授業をどうするか」というシンポジウムで、あ

る高校の先生が文科省の方に尋ねていました。そうすると文科省の方は「現場で工夫して

ください。」との返事でした。また、年配の 70 才くらいの元教師の方から、「そういうの

は教師のやる気の問題です。」と堂々と精神論を述べられていました。行き着くところは

精神論となると、このようなことをやる意味は無くなってしまうように思いがっかりした

しだいです。 
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４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 このプログラムに関する問題ではないが、独法化以降の問題点を端的に指摘しているあ

る大学教員の提案書を添付します。日本の大学力（教育力、研究力）や学生の質が低下し

ていることを現場の教員は肌で感じております。教育の質を上げないと学生の質も上がら

ないことは充分理解しています。しかし、学生とのコミュニケーションに割く時間がどん

どん減っているのが現状です。それを根本的に解決できる施策が必要ではないのでしょう

か。 
 

※ 添付書類は次ページ。 
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医学部保健学科看護学専攻 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：友竹 正人 

 
１．取組概要 

看護学専攻の新入生が、大学における学習について理解するとともに、自身の専門分野

における先輩からの仕事や研究に関する講演を通して、興味関心を喚起し、徳島大学にお

ける学習・研究に対する動機づけを行う。また、学習の基本となる文章の書き方、プレゼ

ンテーションの仕方、振り返りの仕方を学び、それらを自分自身で実践することで、大学

における能動的な学習の基本となる知識、技能、態度を身につける。 
 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

（１）自身の専門分野における現場と大学における学習について、関連させて説明するこ

とができる。 
（２）論理的文章の作成・レポートの作成において、注意すべき点について 1 つ以上説明

することができる。効果的なプレゼンテーションを行うための基本的な手法・ツール等を

1 つ以上説明することができる。他者と協同して１つの課題に取り組むことができる。 
（３）自身の学習活動を振り返る習慣を身につけることができる。 
（教員） 

（１）協働力、文章力、プレゼンテーション力のルーブリック評価を行うことができる。 
（２）アクティブ・ラーニングの目的と方法について理解し、実践することができる。 
 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

学生から提出されたレポートの評価を教員間でどのように共有するかが今後の課題と考

えられる。 
 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

アクティブ・ラーニングの重要性をより深く理解することができた。しかし、看護学専

攻は卒業後に国家資格の取得を目指すことが最も重要な目標であるため、従来型の講義形

式で基礎的な知識を学ぶことも必要であり、アクティブ・ラーニングを取り入れる科目を

慎重に選択する必要があると思われる。 
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医学部保健学科放射線科学技術専攻 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：芳賀 昭弘 

 
１．取組概要 

本学放射線技術科学専攻新入生が大学における学修に

ついて理解するとともに、自身の専門分野における先

端研究の体験を通して、興味関心を喚起し、徳島大学

におけるその後の学修・研究に対する動機づけを行っ

た。また、学修の基本となる文章の書き方、プレゼン

テーションの仕方、協働の仕方および質疑応答・議論

の仕方について短期研究室体験を通して学ぶことで、

大学における学修の基本となる知識、技能、態度の向

上を図る取り組みを行った。 
 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

 SIH 道場を通して、学問への取り組み方、文章の書き方、プレゼンテーションの仕方、

協働の仕方および質疑応答・議論の仕方を学ぶことができた。 
（教員） 

授業設計の中で、自らが考えたり積極的に質疑応答をさせることを奨励することによ

り、学生が自発的・能動的に取り組む環境が生まれる。 
 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

短期研究室体験において、学生を小グループに分けることにより、短期研究室訪問の体

験内容の差が生じている点は改善する必要がある。 
 
 
 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

短期研究室訪問の際の担当教員間の事前打ち合わせは今後検討すると良い。また、常に

学生に立場にたって授業を運営していくことが重要であると思われる。 
 

短期研究室体験報告会の風景 

203



令和元年 AP 実施専門委員会報告書 

医学部保健学科検査技術科学専攻

「SIH 道場～アクティブラーニング入門～」の取組と課題 

  濱野修一

1． 取組概要 
 ・大学院オープンキャンパスへの参加、先輩からのメッセージ、病院見学などの

早期体験を実施

・保健学科全体でのグループワークなどで協働性を体験

・プレゼン力については自己紹介など基本だけを、応用は 2 年以降での指導計画

としている。

 ・各学習についてのレポート作成で文章力を養った

２．成果（受講学生と担当教員がＳＩＨ道場を通して身に着けたこと）

  （学生）

  大学院オープンキャンパスへの参加、病院見学などで自分の将来を考えるきっ

かけができた。レポート作成方法、グループワークで多くの知識を得ることが

できた。

  （教員）

  専門を教えるだけでなく、学生に考えさせることの重要性を知ることができ

た。

３.今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について）

  臨床現場へのアプローチ、先輩からのメッセージで、日々忙しい外部の方々へ

のボランティア依頼の難しさを感じた。

４.「ＳＩＨ道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題

  毎年担当教員を変えることに意義があるように言っていたが、単発では成果が

少ないと思った。今年の問題点が来年に続いていかない気がする。専任的に何

年か担当した教員が、他の教員に教えていく方が成果が出る気がした。

また、2 年生以降の学生の振り返りについての検討がされておらず、一番重要

なところが抜けているように思われた。
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歯学部 歯学科・口腔保健学科 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

氏名：吉村 弘・尾崎 和美

１．取組概要 

早期体験として「相互歯磨き学習」、「研究室体験」、「診療現場体験」を取り入れ、

文章力・プレゼン力の向上を目標として「読書レポート」「PBL/TBL 入門」を実施し

た。協調力に関しては「新入生研修」を通して他者と協調して一つの課題に取り組ん

だ。これらのコンテンツを通して学びのモチベーションアップのきっかけとした。

２．成果（受講学生と担当教員がSIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）「早期体験」では、基本的マナー、コミュニケーション力、ホスピタリティー

マインド、研究マインドの必要性を理解し、「アカデミック・ライティング入門」ではフィ

ードバックを通して文章の論理性、文章構成力の向上に努めた。「PBL/TBL 入門」では

問題点の抽出や設定での論議を体験した。「チーム医療入門」では、多方面の視点から結

論に到達するプロセスを通して、一定程度その手法を身につけ、加えてそれを乗り越えた

達成感も得られたようである。 

（教員）歯学部では教員 45 名が SIH 道場に参加し、各作業（説明 FD や WS） に全員

が参加できなかったものの、何らかの形で説明を受けており総じて SIH 道場の趣旨を理解

してくれたと考えられる。また多くの講義で、振り返り時間と e-ポートフォリオ・レポー

ト、もしくは独自のレポートを課し、それらに対するフィードバックを行うことで定着し

てきているようであった。 

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

「コミュニケーション力」ではグループ間での情報共有が不十分な学生が散見された。

SIH 道場で学んだことをどれだけ学生生活の中で実行できているかを評価するシステムも

必要と感じる。総じて学生からは SIH 道場は好意的に受容されているものの、学生個人

の｢アクティブさ｣に依存する部分が大きい。また、教員側からのレスポンスが遅い、少な

いなどの傾向があり、学務・教員側のさらなる努力の必要性を再認識した。なお、将来臨

床現場に出る学生には、感染症対策の観点から抗体価のチェックやワクチン接種の意義を

理解することも必要で、これを達成するプログラムを今後策定することを視野に入れる。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

教員側が学生にアクティブ・ラーニングの課題を与えた瞬間にある程度の学生側からのア

クティブさは失われる。今後、アクティブ・ラーニングのアクティブさのレベルを段階的

に設定し、最終的に自らが問題を抽出し考え行動できるレベルに到達できるような課題を

作成する必要がある。
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薬学部（共通） 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：山田 健一 

 
１．取組概要 

 早期体験として薬学科は「薬局で働く」、創製薬科学科は「働くってなに？」と異なる講

演を聴講した。また全国薬害被害者団体連絡協議会（薬被連）講師２名と弁護団による「薬

害について」と「B 型肝炎について」の講演および、映画「薬学の祖を学ぶ〜こころざし〜」

を視聴した。これらを通して薬剤師や創薬研究者としての具体的なイメージや薬物の内包

する「薬・毒」の両義性を理解した。またチーム医療入門として基調講演「緩和ケアの現

場におけるチーム医療」を聴講した後に、医学部や歯学部学生とともにワークショップを

行いその成果を発表した。さらに昨年度からは２年次の「薬理学実習」をパフォーマンス

科目に当て、実習に関して振り返りを行ってもらった。 
 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 早期体験を通して薬剤師や創薬研究者としての具体的なイメージおよび、薬物

の内包する「薬・毒」の両義性を理解した。またチーム医療入門ワークショップを通して

自分自身に関する紹介やプロダクト作成中の発言や意見交換などを積極的に行った結果、

文章力・プレゼンテーション能力・協働力についての到達目標をクリアーしたと考える。 
 
（教員） 学生の振り返りレポートの評価作業を通して一連の SIH 道場授業全体の把握す

ることができた。 
 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

 薬学科の学生も製薬企業で働く可能性もあるため、「働くってなに？」に関しては創製薬

科学科のみならず薬学科の希望者にも聞かせるのも良いかもしれない。創製薬科学科の学

生は将来チーム医療の現場に直接かかわることはないものの、それらの学生もチーム医療

入門ワークショップを有意義な経験とポジティブに捉えているようだった。しかし「専門

分野の早期体験」に合致するか少々疑問を感じる。将来医療の現場に直接かかわることは

ない創製薬科学科の学生も積極的な意義を見いだし参加できるような内容を盛り込めれば

本プログラムの価値はさらに高まるのではないか。 
 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 文章としては良く書けていたとしても、どうしても感想文の域を出ていないレポートも

多い。例えば「良く書けている例」「悪い例」など具体例を事前に示して解説するなどの対

応を検討したい。 
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理工学部理工学科機械科学コース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：大石 昌嗣 

 
１．取組概要 

学習の基本となる文章の書き方，プレゼンテーションの仕方および振り返りの仕方を学

び，それらを実践することで大学における能動的な学習の基本となる知識，技能，態度を

身につける。具体的なプログラムとして，大学入門講座集中研修においてディベートを行

うことで論理的な思考能力とプレゼンテーション能力を養う。また，コース専門科目の機

械科学実験（授業科目「機械科学実験１」）を通して機械工学分野のエンジニアとして必

要な技術を早期に修得することを目指す。 
 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）「機械科学実験１」を通して機械工学分野のエンジニアとして必要な技術を早期

に修得することができた。さらに，「機械科学実験１」の実験テーマごとに課すレポー

ト，大学入門講座を振り返るレポート，「レポートの書き方」で課した人生設計を考慮し

た学生生活に関するレポートと複数回のレポート作成を行うことで，自らが果たした役

割，反省点などを客観的に振り返る文章を書くことができるようになった。大学入門講座

集中研修で実施したディベートを体験することで，論理的な思考能力とプレゼンテーショ

ン能力を養うことができた。 

（教員）ルーブリックを使った客観的な評価が可能になった。これにより，複数の教員の

評価に対しても公平性を確保することができるようになった。数多くのレポートを厳密に

採点，評価コメントを残すことで，レポート評価能力が格段に向上した。 

 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

大学入門講座で行う集中研修では，振り返り学習やコミュニケーション力，論理的な記

述力などの重要性を認識する入門的な内容であったが，これを浸透させるには継続的な指

導が必要である。実験のレポート採点時などが継続的な指導の機会となるので上記のよう

な能力を高めるよう折に触れ指導することが必要である。 

 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

学生さんから，提出したレポートの評価結果を教えてもらいたいとのコメントがあっ

た。今回，SIH 道場において提出されたレポートは，ルーブリックを使って評価を行った

ので，その結果を学生さんに伝えて，今後のレポート作成のためにフィードバックする方

法を検討すべきだと感じた。 
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理工学部理工学科応用化学システムコース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：安澤 幹人 

 
１．取組概要 

（１）4 月第 1 週に、導入教育として、教務委員および SIH 担当教員から、①大学での学

修と心構え、②コースの教育理念、目標、教育課程、4 年間のカリキュラムの流れ、③

SIH プログラムに関するガイダンス、オリエンテーションを行った。 
（２）4 月 20 日（土）に実施した日帰り校外学習において、会場の設営、片付けなどをク

ラス全員で行わせ、協働の訓練の一環とした。またこの校外学習を、入学直後のクラスメ

ート達と慣れ親しむための手助けとした。 
（３）半年間の講義科目「STEM 演習」の時間を用いて、学生 3～4 名の小グループによ

るグループ研究を行った。ここで各グループには 1 人の教員をアドバイザーとして配し、

化学に関連するテーマを一つ自由に選定し、そのテーマに関する自由研究を行わせ、その

結果について要旨を作成し、メンバー全員による 15 分間のプレゼンテーションを行っ

た。その後、SIH 担当教員から、理科系の作文技術、実験レポートなどのテクニカル文書

の作成上の注意などに関する講義を行い、その内容を考慮して、再度自由研究の要旨を作

成、提出させ、アドバイザー教員による採点、助言を行った。 
いずれの取り組みにおいても、ルーブリック評価表を活用して自己評価を行った。 
 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH 道場を通して身につけたこと） 

（学生）入学式と同じ週という早い段階で、大学での学修と心構えに関して、高校とは全

く異なると言うことを自覚できた。特に、高校の学習内容では既に答の分かっていること

がほぼすべてを占めているのに対して、大学で扱う内容は答が分かっていることと分から

ないことの両方があり、前者は後者のための準備に過ぎないことを自覚できた。グループ

学習では、協働作業の重要性の認識、文書作成とプレゼンテーションの訓練ができた。 

（教員）従来の、学生から教員に一方的に内容を教える、伝える教育ではなく、学生の自

主性を引き出しつつ、またフィードバックをかけつつ、学生の理解を深めていくプロセス

を経験することができた。 

 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

特になし。来年度も同様の内容で行う予定である。 
 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

シンポジウムでは、以上の内容についてポスター発表を行った。ポスターへの来訪者によ

る質問や議論があったが、新たに得られた気づきや今後の課題などは特になかった。 
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理工学部理工学科電気電子システムコース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

氏名：川上 烈生

１．取組概要 

当コースでは，STEM 演習と連携し，SIH 道場の第 1 回・第 2 回では，文章力，プ

レゼン力，協働力に関する講義を行い，早期体験，文章の書き方，プレゼンテーションの

仕方，協働力，振り返りについて，自作スライドや SIH 道場テキストを用いて，学生の

反応を見ながら授業を行った．授業外でも内容の理解を深めるため，SIH 道場のビデオ

視聴を案内した．授業後には，e ポートフォリオの Mahara を使い学修の振り返りを行っ

た．学修効果を高めるため，教員もMahara 上にコメントを書くよう努めた． 
早期体験（研究室見学）のための班分け（3-4 名からなる 1-27 班）を行い，特にプレ

ゼンテーションと協働力等について班員間で議論を行いアクティブラーニングを実践し

た．研究室見学の報告を各班がポスター発表で行った．一方，すべての班のポスターを聴

講し，他班の発表内容の評価も行い内容の理解を深めた．発表内容の評価も Mahara か

ら提出させ，学修効果向上のため教員コメントを学生へフィードバックするよう努めた．

STEM 演習では，専門分野習得の基礎力として，物理実験に関する取り組み方やレポー 
トの書き方に関して担当教員から毎週添削を受けることで，SIH 道場の文章力に関するス 
キルを身に付けている．

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生）アクティブ・ラーニングの基礎知識や実践方法が得られた．特に，文章力に関し

ては，STEM 演習を受講する前後で大きく成長していることが確認できた．プレゼン力と

協働力は，第 3 回のプレゼン発表において確認できた．  

（教員）アクティブ・ラーニングの基礎知識や実践方法が得られた．また，Mahara を使っ

たレポート提出により，LSM を使った e ラーニングシステムを利用することができた．

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

e-ポートフォリオである Mahara に対する学生の理解度（特にアクセスリストの理解）

が悪く，提出況が決してよくなかった． Mahara 上で特定の学生を検索するツールがな

く，107 名の学生の中から特定の学生を順次検索するのに時間を要した．検索性能が向上

すれば，良い教育アプリになるのではないかと思う．

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

振り返りシンポジウムでは，教育の質を向上させるため，教員だけでなく学生からのポ

スター発表が欲しいと思った．
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発表会の様子 

プレゼン評価の一例 
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理工学部理工学科情報光システムコース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

氏名：岡本 敏弘

１．取組概要 

 大学における学修の基本となる文章力，プレゼン力，協働力を養うため、テクニカルラ

イティング，プレゼンテーションスキル，グループワークに関する講義を行うとともに、

実際にグループワークの実習を行った。実習において、学生は与えられたテーマに対する

解決策についてブレインストーミングと KJ 法を用いた意見の掘り出しと集約を行い、次

にその解決策について全履修者の前で発表した。発表会では、学生による相互評価を行う

仕組みを取り入れ、聴講学生も参加できるようにした。

また、情報、光、知能工学分野における興味関心を喚起し、学修・研究に対する動機

付けを目的とした早期体験も実施した。各研究室で取り組んでいる最先端の研究に触

れ、各研究に関連した実習や，実際に自ら手を動かして学ぶもの作り体験などを行っ

た。

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

本授業の取り組みにより、文章・レポートの書き方，プレゼンテーションスキル，協働

作業や意見発掘・集約技術などについて、役に立ったと感じている学生が多く、身に付け

ることができていると考えられる。また発表における学生間の相互評価で、プレゼンにお

ける注意点を意識したり、自分たちの発表に対する振り返を行ったりしたことで、多くの

学生がアクティブ・ラーニングや振り返りの重要性を理解できたと感じている。

（教員） 

レポートの出題・課題提出や学生へのフィードバックに、manaba や mahara 等の

LMS の活用する方法について習得できた。 

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

 振り返りの効果を高めるため、教員から学生へのフィードバックを充実させることが挙

げられる。また今回のグループワークでは、各グループの出す結論や発表内容が似たよう

な話になる傾向があり発表会がややマンネリ化した。今後はグループ毎に異なるテーマを

用意したり、同じテーマでもグループ毎に異なる視点で意見をまとめてもらったりして、

発表内容に多様性が表れるような工夫が必要である。

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

自コース・系の専門性に合わせた大胆なプログラム編成も、学生の興味を促し、学修効

果を上げる方法として有用だと気付かされた。
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理工学部理工学科応用理数コース 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 
氏名：三好 徳和 

 
１．取組概要 

新入生に対して、大学における学習について理解させるとともに、自身の興味あるある

いは学びたい専門分野における先端研究の体験をさせることで興味関心を喚起し、徳島大

学における学習・研究に対する動機づけを行う。また、学習の基本となる文章の書き方、

プレゼンテーションの仕方、振り返りの仕方を学ばせ、それらを実践させることで、大学

における能動的な学習の基本となる知識、技能、態度を身につけさせる。 
 
２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

研究室訪問で専門分野に触れることにより、大学における学習に対する意欲が増した。 

興味ある分野に加え、まったく知らない分野の研究室に行くことで、視野が広がった。 

協働作業の面白さと重要さを知ることができた。加えて、プレゼンテーションの重要さを

認識した。 
 
（教員） 

ポートフォリオの意義と利用方法を理解することができた。また、研究室訪問と振り返

りシートをチェックすることで、学生がどのようなことに興味を持っているのか、どのよ

うに感じながら授業に取り組んでいるのかを理解することができた。 

 
３．今後の課題（プログラム設計・授業運営、その他について） 

細かい部分での改善点はあるが、プログラム設計や授業運営に関しては概ね良好であっ

た。また、最後に行われるプレゼンテーションの環境の改善も考えるべき点の一つであ

る。時間の組み方を工夫することで、学生が振り返りを行った後にお互いで話し合う時間

を確保できたら良いと思われる。さらに、教員によるそのフィードバックを行えれば、皿

によい取り組みになると考えられる。 

 
４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

学部・学科により様々な取り組みがあることが分かった。応用理数コースは、多くの分

野が混在するコースであることから、何かに的を絞った取り組みは難しく、現在の取り組

み方で十分であると改めて感じた。研究室訪問は、学生および教員共に良好な感想が得ら

れているが、新入生であることより、年度に応じ異なる感性を持った学生であり、それら

を加味した細かな助言の必要性も感じた。 
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生物資源産業学部生物資源産業学科 

「SIH道場～アクティブ・ラーニング入門～」の取組と課題 

 

氏名：長宗 秀明 

 

１．取組概要 

 生物資源産業学部におけるSIH道場は、新入生オリエンテーション時に短期間集中型の導

入教育として、応用生命/食料科学/生物生産システムの各コース2名の教員とコーディネー

ター教員が担当して新入生を均等に3班に分けて実施された。学外研修のための事前学習と

学外研修（専門分野早期体験：「藍の館」における藍染め体験と見学，専門分野関連文化の

学修：大塚国際美術館見学）を実施後、学外研修の振り返り学習（個人プレゼンテーショ

ンと小グループでのKJ法による協働作業の実践とポスター発表）を行うことで、入学後の

専門分野への興味を高めて学習・研究に対する動機づけを行った。また、総合レポートも

作成させることで、能動的学習の基盤となる学習スキルの修得を図った。  

２．成果（受講学生と担当教員が SIH道場を通して身につけたこと） 

（学生） 

 事後アンケートに回答した大多数の学生から、学外研修により専門分野への関心が高ま

り、学修（体験）を振り返ることの重要性や自ら考え抜く能動的学修の重要性を理解した

との回答を得た。学習スキル修得の観点では、プレゼンテーション・スキルの基本を学ぶ

とともに、少人数制でのKJ法ポスター発表ではブレインストーミングのスキルを学び、そ

の実践を通して新たなアイデアを創造する喜びを体験した。さらに学外研修とその振り返

り学習に対する総合レポート作成では、論理的な文章をまとめる基礎能力を身につけた。

またその際に電子ポートフォリオシステムを使う事で、基礎的な情報処理学習も体験した。 

（教員） 

 SIH道場における振り返り学習の評価は、電子ポートフォリオ形式のシステム（Mahara）

を用いてルーブリック評価表により実施した。その過程で、ルーブリック評価方法のノウ

ハウの習得ができ、またネットを介した学習支援システムの活用にも習熟し、今後の講義・

演習・実習における反転授業の積極的導入なども視野に入れたアクティブ・ラーニングの

実装・展開のための動機付けも成された。 

３．今後の課題（プログラム設計・授業運営，その他について） 

 SIH道場は新入生オリエンテーションの中に組み込まれ実施されることから、日程に制限

があること、また研修受入れ可能な専門分野関連の企業・組織が次第に減少していること

からも、今後さらに学外研修の設定が難しくなることが考えられる。しかし専門分野の早

期体験を行う研修は新入生の専門分野への興味・関心を高めることに確実な効果があるこ

とから、学内実施あるいは学内施設の併用の可能性も含めて、研修プログラムの大幅な設

計見直しを行い、より効率的で効果的になる改善を行う時期に来ていると考えられる。 

４．「SIH道場振り返りシンポジウム」における議論を経た新たな気づきや今後の課題 

 各学部独自の観点からの取り組み例を見て、また本学部の取り組みへの学生目線からの

意見を頂いて議論した中で、現在より多くの時間をグループワークに割いて実施すること

が、能動的学習を促す観点からは望ましいことが伺えた。この点は次年度におけるプログ

ラム改善の課題となるだろう。 
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４．SIH道場の実施支援に関する取組 

４－１．SIH道場の授業設計および実施に係る支援 
                      
１）概要 

開講 5 年目となる、令和元年度の「SIH 道場～アクティブ・ラーニング入門～」の開始に向け

て、各学部・学科・コース・専攻での授業（プログラム）設計および授業実施支援のため、高等教

育研究センター教育改革推進部門を中心に、同センターの学修支援部門 EdTech 推進班、これら

部門のメンバーを含むSIH道場コンテンツ作成ワーキンググループが活動を行った。支援内容は、

大きく次の 5 つである。①SIH 道場授業設計に関する支援、②授業で使用可能な教材コンテンツ

の作成、③授業計画・実施中の随時個別相談対応、④授業担当者に対する FD の実施、⑤授業改

善に向けた評価の支援。これらの詳細について以下に述べる。 
 
２）SIH 道場授業設計に関する支援 

 SIH 道場は、①専門分野の早期体験、②ラーニングスキル（文章力・プレゼンテーション力・

協働力）の修得、③学修の振り返りの 3 つを必須要素とし、これらを組み込んだプログラム設計

を各学部・学科・コース等の単位で行う（平成 30 年度は 15 プログラムが展開）。各学部・学科・

コース等の SIH 道場の授業設計は、プログラム単位で 1 名以上選出された「授業設計コーディネ

ーター」（以下、コーディネーター）が担っている。コーディネーターは、授業実施に向けて、ア

クティブ・ラーニング型授業の設計（目的・目標・スケジュール・教材・評価等、シラバスの作

成）および授業担当者の選定などの準備を行い、実施後には次年度の改善に向けた振り返りとし

て、プログラム設計評価シートへの記入を行う。 
 コーディネーターは準備として、SIH 道場の 3 つの必須要素を組み込んだ授業の概要を「必須

項目設計表」に記し、詳細な授業展開を「授業詳細」において明確にし、これらを担当する教員

を記載した「担当者リスト」を提出する。教育改革推進部門は、これらの作成をスムーズに行え

るよう、コーディネーターを参加対象とする「SIH 道場キックオフミーティング」を開催し、「必

須項目設計表」と「授業詳細」のサンプルや実施方法のポイントを記した資料を配布し、SIH 道

場の目的、三つの必須要素を説明した上で授業設計や授業方法のポイントを解説している。加え

て、Moodle 上に、「令和元年度 SIH 道場コーディネーター準備コース」を作成し、「必須項目設

計表」と「授業詳細」だけでなく、授業で使用可能な教材コンテンツ等も掲載している。さらに、

昨年度の各プログラムの実施内容や実施後の振り返りを参照できるように、前年の平成 30 年度

「SIH 道場」の 16 プログラムの「必須項目設計表」や「授業詳細」も Moodle 上に掲載している。 
 
３）授業で使用可能な教材コンテンツの作成 

 SIH 道場のプログラムをそれぞれの学部・学科・コースで実施するための支援として、学生用

テキスト、反転授業用ビデオ教材、ルーブリック、e ポートフォリオ等に関する各種教材コンテン

ツを作成し提供している。これらの作成は、高等教育研究センター教育改革推進部門、同センタ

ーの学修支援部門 EdTech 推進班の教員に加えて、SIH 道場コンテンツ作成ワーキンググループ

のメンバーが担当している。これらの詳細について以下に述べる。 
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3.1 学生用テキスト教材 

SIH 道場の学生用教材として、テキストを作成している。主な内容は、SIH 道場の概要と目

的、大学での学修のポイント、早期体験、ラーニングスキル、学修の振り返りの要点と解説、

ワークシートである。巻末に簡単なブックガイドを付すことで、学生が興味関心を広げられる

ようにしている。本テキストは、SIH 道場を受講する 1 年次生全員に配布すると共に、授業担当教員を含

む全学の教員に配布している。

テキストの内容について見直しを行い、平成 30 年度の改訂版となるテキストを作成した。令和

2 年度以降も活用できるよう調整を行っている。 

3.2 反転授業のビデオ教材の提供

反転授業用のビデオ教材として、SIH 道場の概要および三つのラーニングスキル（「文章力」「プ

レゼンテーション力」「協働力」）について、事前学修・事後学修で使用可能なビデオ教材を Moodle
上で提供している。ビデオ視聴後のクイズ（確認テスト）、参考文献リストも掲載しており、コー

ディネーター、授業担当教員は、これらのビデオ教材を用いた授業設計を行うことができる。学

生は、Moodle 上の学生用コースから、テキスト、ルーブリック、反転授業用ビデオを観て、事前

学習・事後学習に役立てられるようにしている。なお、Moodle の使用法等に関する相談について

は、e ラーニングサポート室が受けつけている。 

3.3 ルーブリック評価表 

ルーブリックは評価の観点と基準を示した表であり、SIH 道場においては、学生の学修成果を

評価する際に、ルーブリックを使用することを推奨している。ルーブリックは、教員が学生のラ

ーニングスキルを評価したり、学生同士でピア評価をさせたり、学生が自己評価する際に用いる

ことができる。現在は、サンプルルーブリックとして、ラーニングスキルの 3 つ（「文章力」「プ

レゼンテーション力」「協働力」）を作成し、SIH 道場テキストに収録し学生に示している他、反
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転授業のビデオ教材と共に Moodle 上に掲載している（3 つのラーニングスキルに関する反転ビ

デオは、それぞれのスキルの観点に沿った内容となっている）。教員は、サンプルルーブリックの

電子ファイルをダウンロードし、適宜修正や加筆の上使用することができる。サンプルルーブリ

ックについては、SIH 道場コンテンツ作成ワーキンググループにおいて、年度ごとに内容を見直

し修正を行っている。 

 

3.4 eポートフォリオ上での教員の振り返り 

 SIH道場は、アクティブ・ラーニングを用いた授業を実践しながら教員が手法を学ぶというOJT
型 FD の場でもある。授業を担当した教員は、SIH 道場終了後に e ポートフォリオ（Mahara）上

で、授業で実践した方法を記述しながら、今後も継続したいこと、改善したいこと等を振り返る

ことで今後の目標につなげることができる。そのため、昨年度と同じ形式のテンプレートと記入

例を提供した。 
 

 

 
４）授業計画・実施中の随時個別相談対応 
 コーディネーターが、SIH 道場の 3 つの必須要素を組み込んだ「必須項目設計表」、「授業詳細」

を作成する際には、教育改革推進部門が窓口となり相談を随時受け付けている。令和元年度は、

SIH 道場の実施 5 年目ではあるが、コーディネーターは入れ替わっているため、SIH 道場の趣旨

や学生の到達目標、目標に到達できるような授業設計をどのように行うか等について詳細な説明

が必要となった。また、実施前の準備期間だけでなく、実施中においても、学生の学修の振り返

りに使用する e ポートフォリオの使用方法など、授業を行う上で寄せられた疑問点について回答

を行った。なお、e ポートフォリオシステムの使用方法の詳細については、e ラーニングサポート

室が個別の相談に応じる等の支援を行った。 
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５）授業担当者に対する FDの実施 
 
5.1 概要 

目的： 

  SIH 道場授業担当者が大学教育再生加速プログラムの概要、当該学科の SIH 道場の詳細につ

いて理解し、SIH 道場の授業を担当するために必要な知識と技能を習得する。また、OJT 型の FD
として、授業実施から振り返りまでのプロセスを理解し、実践できるようになる。 
 
対象者： SIH 道場授業設計コーディネーター、SIH 道場授業担当者等 
 
開催日時・場所： 

      ※ 参加対象者は計 4回のうちいずれか 1回参加する 

 
常三島キャンパス 

地域創生・国際交流会館共用室 301 

蔵本キャンパス 

総合研究棟 2階スキルスラボ 8A-8D 

第１回 
３月５日（火） 

17:00-18:40 

３月６日（水） 

15:00-16:40 

第２回 
３月７日（木） 

15:00-16:40 

３月８日（金） 

17:00-18:40 

 
プログラム：                            

時間 内 容 詳 細 項 目 担当者 

２０分 SIH道場の概要 
①目的・概要 
②スケジュール（設計→実施→振り返り） 

塩川奈々美 

２５分 eポートフォリオシステム 
①システムの概要 
②学生の利用の仕方 
③教員の利用の仕方 

金西計英 

高橋暁子 

５５分 
アクティブ・ラーニングと学び

を促す評価 

①アクティブ・ラーニングとは 
②アクティブ・ラーニングの実践 
③学びを促す評価方法 

上田勇仁 

 川野卓二 

 
主催：大学教育再生加速プログラム実施専門委員会 
 
5.2 詳細 

「SIH 道場の概要」では、SIH 道場の目標、内容、実施体制、授業設計の必須項目、教育改革推

進部門および SIH 道場コンテンツ作成 WG の提供する教材について説明を行った。さらに、SIH

道場の改善に向けた評価として、学生および教員アンケートの実施やコーディネーターが行うプ

ログラム設計評価シートによる振り返り等について説明を行った。 

「e ポートフォリオシステム」では、学生および教員が授業で学んだ内容や授業実践について振

り返りを行うための学生のツールである e ポートフォリオの使用法について説明を行った。 
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「アクティブ・ラーニングと学びを促す評価」では、アクティブ・ラーニングの定義や学修効果

、ルーブリックによる評価法について説明を行った。選択式ワークとして、参加者が日頃の授業実

践を振り返りながら行うことのできるワーク（アクティブ・ラーニング事例カード作成あるいは

ルーブック「改造」の検討）を実施した。 
 
６）授業改善に向けた評価の支援 

 SIH 道場の授業改善、プログラム改善に向けて、大学教育再生加速プログラム（AP）実施専門

委員会で策定された評価指標に基づき、学生と教員の目標到達度等を把握するためのアンケート

を作成し、実施結果の集計およびとりまとめを行っている。平成 30 年度からは，手続きの簡便化

と授業設計コーディネーターの負担軽減のため，学生アンケートを Web 上で実施するよう変更を

行った。また、授業設計コーディネーターが、学生の学修成果やアンケートの集計結果を参照し、

設計したプログラムが学生の学修や研究への意欲を高めるものだったか、ラーニングスキルが修

得できるものであったか、学修の振り返りができるものであったかを振り返りための「プログラ

ム設計評価シート」を作成している。さらに、AP 実施専門委員会主催の「SIH 道場振り返りシン

ポジウム」の企画および運営を行い、令和元年度の各学部・学科の SIH 道場の内容や課題を全学

的に共有する機会を設定している。その他、SIH 道場に関する評価・改善ワーキンググループの

学生委員へのインタビュー調査を行い、令和元年度の SIH 道場の良い点・改善点のとりまとめを

行い、SIH 道場のプログラム改善や AP 事業の自己評価の資料として提供している。 
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４－２．eポートフォリオシステムの構築 

 
 
１．概要 

1.1 システム概要 

2015 年 4 月より e ポートフォリオシステム「Mahara（マハラ）(1)」の運用を開始した。図 1.1
にトップページを示す。Mahara は世界中で利用されているオープンソースの e ポートフォリオ

システムである。本学用のカスタマイズとして、後述する「飛ぶノート」システムとの連携機能、

「テンプレート機能」を追加したが、この 2 点以外の仕様変更はなく、標準的な Mahara となっ

ている。徳島大学の全学生および全教職員は、統合認証経由でいつでも Mahara にアクセス可能

である。 
Mahara は様々な使い方が出来る汎用的な e ポートフォリオシステムであるが、成果物の蓄積、

活動の振り返りレポートの作成、外部への自己 PR ページの作成を得意とする。2019 年度は、前

年度と同様に、学生は主に SIH 道場のレポート等の成果物の蓄積、SIH 道場担当教員は主に授業

実践の振り返りレポートの作成を行うことを狙った。 
 

 

図 1.1 Mahara トップページ（ログイン後） 
 
1.2 飛ぶノート 

飛ぶノートは、スキャナなどで PDF ファイルに変換した手書きファイルを Mahara サーバの

各学生ページや教員が作成したグループページに転送するツールである。飛ぶノートと Mahara
サーバの図 1.2.1 のような連携をする。教員は担当授業で学生に課したマークシート付き手書き

レポートを集め、必要に応じてコメントを書いた後、紙ファイルをスキャナで PDF ファイルに

変換する。その後、PC のブラウザソフトを起動して「飛ぶノート」（図 1.2.2）へアクセスし、
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PDF ファイルをアップロードする。あとは飛ぶノートシステムがレポート上部のマークシートか

ら学籍番号を読み取り、Mahara サーバの学生ごとのファイル保存領域へファイルを自動保存す

る。学生は各自で Mahara へアクセスし、教員から返却されたレポートを確認する（図 1.2.3）。 
 
 

 
図 1.2.1 飛ぶノート－Mahara 連携図（飛ぶノート利用マニュアル(2) p.2） 
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図 1.2.2 飛ぶノート PDF ファイルアップロード設定画面（飛ぶノート利用マニュアル(2) p.9） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1.2.3 Mahara へアップロードされた手書きレポートの例 
  

221



1.3 テンプレート 

 Mahara は、標準機能として蓄積した学習成果を整理し、振り返りや他者へ PR するページを

作成することができる。しかし、振り返りの観点を指定したい場合などは、教員があらかじめ見

本となるページを作成し、学生が見本をコピーして一部を書き換えるほうが効果的・効率的であ

る。Mahara の標準機能でもページのコピーは可能であるが、その方法が複雑であるため、本学

では「テンプレート機能」を追加した。テンプレート例を図 1.2.3 に示す。 
 一方で、これまでテンプレート機能は広く利用されてこなかった。これはテンプレート機能の

仕様として、テンプレートを作成できるのはMaharaの管理者のみであったためだと推察される。

そこで 2016 年度からは、Mahara の標準機能を用いて、テンプレートとなるページを簡便にコ

ピー・共有する設定方法を推奨し、教員へ案内した。 
 

 
図 1.2.3 テンプレート例 
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２．利用状況 

2.1 全体 

本稿執筆時点（2020 年 1 月 15 日 13：00）において、登録ユーザ数は 13272 人、グループ数

は 166 である。表 2.1.1 および図 2.1.1 に示すとおり、毎年度ユーザ数は増えている。 
 

表 2.1.1. 年度別ユーザ数 
 2015 年度 

（2016年3月 31
日時点） 

2016 年度 
（2017年 3月31

日時点） 

2017 年度 
（2018 年 3 月

31 日時点） 

2018 年度 
（2019 年 3 月

31 日時点） 

2019 年度 
（2020 年 1
月 5 日時点） 

登録ユ

ーザ数 
2463 人 4202 人 8999 人 11143 人 13272 人 

 

 
図 2.1.1. 年度別ユーザ数の推移 
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もっとも利用されているのはファイルのアップロード機能である。四半期ごとのファイル更新

数を表 2.1.2 および図 2.1.2 に示す。2019 年度は、前年度より 4-6 期のアップロード数が多いが、

7-9 月期および 10-12 月期の利用は落ち込んでいる。 
 

表 2.1.2. ファイル更新数 

  2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019年度 

4-6 月期 1019 1297 2423 1527 2011 

7-9 月期 1195 924 1707 1543 428 

10-12 月期 709 1267 1498 1336 543 

1-3 月期 156 1456 1239 1298 － 

総計 3079 4944 6867 5704 2982 

 

 
図 2.1.2. 年度別ファイル更新数 
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 なお、アップロードされたファイルのうち、「飛ぶノート」を活用した手書きレポートについて、

四半期ごとのファイル数を表 2.1.3.に示す。2019 年度は 843 ファイルであった。図 2.1.3 に示す

ようにアップロードされたファイルのうち、2015 年度は 80.0％、2016 年度は 85.3％、2017 年

度は 52.6％、2018 年度は 78.7％が、2019 年度は 28.3％が飛ぶノートを利用してアップロード

された手書きレポートだと考えられる。2019 年度は、これまでの年度と比較して飛ぶノートの利

用割合が著しく低かった。 
 

表 2.1.3. 飛ぶノートを利用したファイル更新数 
 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

4-6 月期 902 1617 1420 1438 505 
7-9 月期 966 416 964 1006 211 
10-12 月期 517 943 1228 1022 127 
1-3 月期 65 1248 1195 1223 － 

総計 2450 4224 3612 4689 843 
 

 
図 2.1.3.飛ぶノートと飛ぶノート以外のファイル更新割合 
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また、プロファイルページ（自己紹介ページ）やグループページ等を除いた、個人が独自に作

成したページについて、四半期ごとのページ更新数を表 2.1.4 および図 2.1.4 に示す。2016 年度

のページ更新数は総計 1195 であり、前年度の３倍に迫っている。その後、2017 年度は 958、2018
年度 1112、2019 年度は 1146 と、横ばい状態である。また、2016 年度～2019 年度は、4-6 月期

に多くのページ更新がある。 
 

表 2.1.4. ページ更新数 
 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

4-6 月期 130 827 725 767 861 
7-9 月期 181 131 15 211 209 
10-12 月期 112 178 100 99 76 
1-3 月期 3 59 118 35 － 

総計 426 1195 958 1112 1146 
 

 
図 2.1.4. 年度別ページ更新数 
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さらに、Mahara では個人が作ったページなどを他者へ公開設定をすることで閲覧者からコメ

ントをもらうことが可能となる。四半期ごとのコメント数を表 2.1.5 および図 2.1.5 に示す。2019
年度前期のコメント数は 1217 で、2016 年度に次いで活発な意見交換がなされていることが示さ

れた。 
 

表 2.1.5. コメント数 
 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 

4-6 月期 16 446 422 571 754 
7-9 月期 140 169 0 120 463 
10-12 月期 242 531 366 24 0 
1-3 月期 289 489 150 2 － 

総計 687 1635 938 717 1217 
 

 
図 2.1.5. 年度別コメント更新数 
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2.2 学生による利用状況 

学生が作成した成果物として、Mahara とともに導入した「飛ぶノート」を用いた手書きレポ

ート（図 1.2.3）、PDF ファイル、PowerPoint ファイルなどが Mahara へアップロードされてい

た。 
また、前年度に引き続き、SIH 道場の振り返りページを確認することができた。Mahara 上に

教員がグループを作成して振り返りフォーマットを用意し（図 2.2.1）、学生はコピーして振り返

りページを作成し、教員がコメントを返信する形での振り返り活動（図 2.2.2）が行われたと思わ

れる。 
 

 
図 2.2.1 振り返りレポートのフォーマット例 
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図 2.2.2 学生が作成した振り返りページの例 
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2.3 教員による利用状況 

2018 年度は、前年度に引き続き、SIH 道場担当教員を対象に、授業の振り返りを行うための

テンプレートを用意した（図 2.3.1）。教員は担当授業終了後、部局毎に用意したテンプレートを

コピーして、記入のヒントなどを参考に授業を振り返るページを作成してもらうこととした。作

成例を図 2.3.2 に示す。教員の振り返りレポートは、「2019SIH 道場担当教員」というグループ

内で公開し、授業担当教員同士で閲覧可能とした。なお、2019 年度も前年に引き続き、振り返り

レポートの共有が自動的に行われるように設定した。 
 

 
図 2.3.1 教員用テンプレート 
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図 2.3.2 教員の振り返りレポート例 
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2.4 その他の利用 

Mahara には SIH 道場以外にも、授業のページがいくつか作成されていた（図 2.4.1）。2.1 で

示したように、SIH 道場実施期間以外にも Mahara の利用が活発になっており、様々な教育場面

で Mahara が活用されつつあると考えられる。 
 

 

図 2.4.1 授業ページ例（基礎物理学） 
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３．まとめと今後の課題 

 2019 年度において、Mahara 登録ユーザ数は１万３千人を超えた。2019 年度はファイル更新

数が減り、さらにこれまでの年度と比較して飛ぶノートの利用割合が著しく低かった。その一方

で、ページ更新数やコメント数は横ばい状態であったことから、Mahara の利用形態が単なるフ

ァイルの蓄積から一歩進み、学習履歴を用いた振り返り活動などに変わってきている可能性が考

えられる。少なくともページを作成・更新したり、それに対して相互コメントをしたりといった

e ポートフォリオシステムならではの機能の利用が確認されたことは、本プロジェクトにおいて

Mahara 導入の意義があったと言える。 
具体的に学生や教員が Mahara をどのように活用しているのかは、今後、投稿内容などの詳細

な調査が必要である。その上で、今後も引き続き、Mahara を用いた振り返り活動の事例の紹介

や、ICT が苦手な教職員に対する個別相談会の実施などによって、まだ e ポートフォリオシステ

ムを利用したことがないユーザへの普及につなげていきたい。 
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